
平成２６年４月１日 

 

平成２６年度「履修の手引」正誤表 

 

 

○教育研究組織（３ページ） 

（誤）鄭紹輝 准教授 → （正）鄭紹輝 教授 

 

○カリキュラム表（生物環境科学科 資源循環生産学コース）（６０～６１ページ） 

６１ページの科目名に誤りがあります。 

 （誤）植物遺伝資源学実験実習Ⅰ → （正）植物遺伝資源学演習Ⅰ 

 （誤）植物遺伝資源学実験実習Ⅱ → （正）植物遺伝資源学演習Ⅱ 

 

○農学部学生の教育職員免許状取得に関する内規（７０～８３ページ） 

８３ページの附則に記載漏れがあります。追加は次の３つです。 

附 則（平成２６年１月２２日改正）   

１ この内規は，平成２６年４月１日から施行する。 

２ 平成２６年３月３１日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年 

  次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の例による。 

附 則（平成２６年２月１２日改正）   

１ この内規は，平成２６年４月１日から施行する。 

２ 平成２６年３月３１日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年 

  次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の例による。 

附 則（平成２６年３月５日改正）   

１ この内規は，平成２６年４月１日から施行する。 

２ 平成２６年３月３１日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年 

  次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の例による。 

 

○教職に関する科目（８４～８５ページ） 

次の３科目について、８５ページに記載された開講時期に誤りがあります。 

 現代教育論  （誤）２年前期 → （正）１年前期 

 授業実践論  （誤）３年前期 → （正）２年前期 

 教職実践演習 （誤）４年前期 → （正）４年後期 

 

※ 今後、平成２６年度版「履修の手引」について変更等がある場合は、掲示板でお知ら

せします。 
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相談等の連絡先 
 

  履 修 関 係 等 

   農学部教育委員：sodan-k@ml.cc.saga-u.ac.jp 

  学生生活関係等 

   農学部学生委員：sodan-g@ml.cc.saga-u.ac.jp 

 

「学生センター」アドレス：http://www.sc.admin.saga-u.ac.jp/ 

 

オフィスアワー 

  オフィスアワーについては，佐賀大学ホームページに掲載されますので，各自参照してください。 

  連絡方法については，３頁の各担当教員の学内内線番号の前に28を付けること。（学外からの場合。） 

  (オフィスアワー：学生からの授業に関する質問や意見を講義時間の他の時間に直接講師が受ける制度です。) 
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は じ め に 

 

 

 

佐賀大学は，2003年10月に旧佐賀大学と旧佐賀医科大学が統合し，文化教育学部，経

済学部，医学部，理工学部，農学部の５学部からなる総合大学として新たなスタートを

切りました。2004年４月には国立大学法人佐賀大学となり，学生を中心に据えた教育先

導大学を目指しています。このような大改革の中で，農学部は，研究の進歩や社会の要

請に応える専門教育の強化を図るために，2006年４月に学科改組を行い，応用生物科学

科，生物環境科学科，生命機能科学科の３学科体制による新たな農学教育を開始しまし

た。 

 農学部の教育目標は，食料，環境，生命，資源循環に関する研究や産業を支える高度

専門職業人と研究者を育成することです。このため，農学についての素養を培う目的と

して，「農学基礎科目」を新たに開講し，自由選択科目の枠を拡大し，学科間はもとより，

学部を超えた学習もできる体制を整えました。また，学生が抱える多様なニーズに応え

るための体制を整えるとともに，学生参加型授業などの充実に取り組んでいます。 

 この「履修の手引」は，農学部で学ぶために必須の冊子で，農学部の教育理念，専門

教育科目の区分，カリキュラムなどが記載されています。本書を熟読することにより，

農学部における学び方を知り，自己研鑚に励んで効果的に学習してください。 

 大学生活は，高等教育課程の仕上げの時期に当たります。そして，卒業後は，大学院

に進学するか，実社会で活躍を始めることになります。皆さんを受け入れる社会は，「学

力」だけを求めている訳ではありません。人物としての総体的な人間力が問われます。

このためには，サークル活動，ボランティア活動，友人との交流等も大切です。 

 幅広い素養に裏打ちされた専門性を持ち，かつ高い人間力を備えた佐賀大学卒業生と

して皆さんが巣立つことを期待しています。農学部の教職員はそのために必要な支援を

行います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 農学部の理念と教育・研究 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 農学部の理念と発展経過 
 

 農学部の理念 

 地球上の生物は，太陽からの幅射エネルギーに依存して生きており，太陽エネルギーを化学エネルギーに変換で

きる植物を基軸に，様々な生物が相互に依存しあいながら生活しています。ヒトもまた例外ではなく，その存在は，

他の生物に依存することなくしてはありえません。食糧の生産と利用という人間の生存に直接関わる科学である農

学の進歩は，いつの時代も，生活の安定に大きく貢献してきました。そして，食糧，資源，環境など重要な課題が

山積している今日ほど，農学への期待が高まっている時代はありません。 

 日本有数の食料生産基地である佐賀平野に立地する佐賀大学農学部は，普遍的な真理を追究する科学の進歩と地

域農業の発展に大きく貢献してきました。しかし，今，社会は様々な面で多様化が進んでおり，本学部に対する社

会的な要請は，科学及び技術の両面において，その広がりと深さを増しています。このような社会的要請に応える

ために，私たちの生活にとって有益な生物の生産・利用と環境保全に関わる総合科学である農学の発展にさらに貢

献するとともに，人類の繁栄に貢献するために必要な豊かな教養と深い専門知識を備えた人材を育成することが，本

学部の理念です。 

 

佐賀大学農学部の発展経過 

 1951年（昭和26年）文理学部に農学科が設置される。 

 1955年（昭和30年）農学部（農学科）が設置される。 

 1956年（昭和31年）附属農場が設置される。 

 1960年（昭和35年）農学専攻科（農学専攻）が設置される。 

 1961年（昭和36年）農業土木学科が設置される。 

 1965年（昭和40年）農学専攻科に農業土木専攻が設置される。 

          農芸化学科が設置される。 

 1968年（昭和43年）園芸学科が設置される。 

 1969年（昭和44年）農学専攻科に農芸化学専攻が設置される。 

 1970年（昭和45年）大学院農学研究科（修士課程）が設置される。 

          農学専攻科が廃止される。 

 1983年（昭和58年）附属浅海干潟総合実験施設が設置される。 

 1988年（昭和63年）農学部が改組され，生物生産学科と応用生物科学科の２学科編成となる。 

          佐賀大学，宮崎大学，鹿児島大学を構成大学とする鹿児島大学大学院連合農学研究科（博 

          士課程）が設置される（平成３年には，琉球大学も構成大学となる。）。 

 1993年（平成５年）農学部附属浅海干潟総合実験施設が廃止される。 

          佐賀大学海浜台地生物生産研究センターが設置される。 

 1994年（平成６年）佐賀大学の教育課程が変更され，教養課程と専門課程の区分を廃止した4年一貫教育が実 

          施される。 

 2002年（平成14年）総合分析実験センターが設置される（機器分析センター改組）。 

 2003年（平成15年）附属資源循環フィールド科学教育研究センターが設置される（附属農場を転換）。 

          海浜台地生物環境研究センターが設置される（海浜台地生物生産研究センター廃止）。 

 2006年（平成18年）農学部が改組され，応用生物科学科，生物環境科学科，生命機能科学科の３学科編成となる。 

 2012年（平成24年）附属アグリ創生教育研究センターが設置される（海浜台地生物環境研究センターおよび附属

資源循環フィールド科学教育研究センターを改組）。 
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２ 農学部の組織と教育・研究の概要 
 

 農学部の教育と研究の組織 

 農学部には，応用生物科学科，生物環境科学科，生命機能科学科の３学科があります。応用生物科学科は，生物

資源開発学講座と生物資源制御学講座の２つの講座で構成されています。生物環境科学科は，生物環境保全学講座，

資源循環生産学講座，地域社会開発学講座の３つの講座で構成されています。生命機能科学科は，生命化学講座と

食糧科学講座の２つの講座で構成されています。各学科を構成する各々の講座は複数の教育研究分野で構成されて

おり，合計で34の教育・研究分野があります。教育・研究分野は，農学部における教育研究の最小単位で，そこで

は，高度な専門教育と特徴ある研究が行われています。農学部附属の教育研究施設として，アグリ創生教育研究セ

ンターがあります。また，農学部の教育・研究と関係の深い学内共同教育研究施設としては，総合分析実験センタ

ーがあります。 

 農学部卒業生は，大学院に進学して，さらに深い専門的な知識を養い，高度の研究手法と理論を修得することが

できます。本学部関係の大学院としては，佐賀大学大学院農学研究科（修士課程）と鹿児島大学大学院連合農学研

究科（博士課程）があります。修士課程の単位を取得し，論文審査に合格すると，修士（農学）の学位が授与され

ます。博士課程の単位を取得し，論文審査に合格すると，博士（農学，水産学，学術）の学位が授与されます。博

士課程は鹿児島大学を設置大学とし，佐賀大学，琉球大学を参加大学とする連合農学研究科です。 

 

農学部関係組織図 
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総合分析 
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応用生物科学科
講　　座 教育研究分野 学内内線番号

熱帯作物改良学 鄭　　　紹　輝 准教授 8723
和　田　康　彦 教授 8787
山　中　賢　一 准教授 8735

植物代謝解析学 石　丸　幹　二 教授 8753
一　色　司　郎 教授 8740
辻　田　有　紀 准教授 8752

果樹園芸学 学 古藤田　信　博 准教授 8744
穴　井　豊　昭 教授 8725
渡　邊　啓　史 講師 8741

植物病制御学 教 草　場　基　章 准教授 8727
植物ｳｲﾙｽ病制御学 大　島　一　里 教授 8730
線虫学 吉　賀　豊　司 准教授 8746
昆虫学 早　川　洋　一 教授 8747
システム生態学 徳　田　　　誠 准教授 8792
動物行動生態学 野間口　眞太郎 教授 8796

生物環境科学科
長　　　裕　幸 教授 8757
德　本　家　康 助教 8755
近　藤　文　義 教授 8761
宮　本　英　揮 准教授 8759

水環境工学 （未　　定）
浅海干潟環境学 弓　削　こずえ 准教授 8756
生物環境学 上　野　大　介 准教授 8793
海浜環境情報学 原　口　智　和 准教授 0955-77-4484
資源循環生物学 染　谷　　　孝 教授 8777

廣　間　達　夫 教授 8765
稲　葉　繁　樹 准教授 8764

生産システム情報学 北　垣　浩　志 准教授 8766
施設農業生産学 教 田　中　宗　浩 教授 8798

有　馬　　　進 教授 8720
鈴　木　章　弘 教授 8721

家畜医療応用学 江　原　史　雄 准教授 98－2245
アグロフィールド保全学 上　埜　喜　八 准教授 98－2245
植物遺伝資源学 駒　井　史　訓 教授 0955-77-4484
オーガニックファーミング学 松　本　雄　一 講師 98－2245
フィールド資源開発学 福　田　伸　二 講師 98－2245

学 白　武　義　治 教授 8733
辻　　　一　成 准教授 8731

地域資源学 李　　　應　喆 講師 8739
稲　岡　　　司 教授 8738
藤　村　美　穂 准教授 8728

島嶼社会経済学 小　林　恒　夫 教授 0955-70-6061

生命機能科学科
渡　邉　啓　一 教授 8774
本　島　浩　之 助教 8770
上　田　敏　久 准教授 8789

学 宗　　　伸　明 准教授 8773
神　田　康　三 教授 8780

教 小　林　元　太 教授 8779
生物資源利用学 林　　　信　行 教授 8751

光　富　　　勝 教授 8786
関　　　清　彦 講師 8776
濱　　　洋一郎 教授 8783
光　武　　　進 准教授 8706

食品栄養化学 永　尾　晃　治 教授 8781
活性天然物学 亀　井　勇　統 准教授 8782

　　　教 は教育委員，学 は学生委員を示す。

食　糧　科　学

食品化学

生化学

応用微生物学

食糧安全学

地域社会開発学

生　命　化　学

農業生産機械学

地域ビジネス開発学

作物生態生理学

機能高分子化学

人類生態学

資源循環生産学

環境地盤学

動物資源開発学

生物環境保全学

教　育　研　究　組　織

生物資源制御学

担　当　教　員

植物遺伝育種学

生物資源開発学

地圏環境学

蔬菜花卉園芸学
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⑴ 応用生物科学科 
 

応用生物科学科では，人間の生活に直接的または間接的に関わる生物について，基礎と応用の両面から，教育・

研究する。対象となる生物は，ウイルス，細菌，糸状菌，線虫，昆虫，食料作物，薬用植物，観賞植物，魚類，哺

乳類，鳥類など多様である。これらの生物についての研究方法も多様で，目的に応じて，分子，細胞，組織，器官，

個体，個体群，群集の諸特性を解析するための手法を駆使する。 

本学科の学生は，３年次の始めに，学科を構成する13の教育研究分野のいずれかに分属して体系的に専門科目を

学び，卒業研究に取り組む。本学科の目的は，多様な生物の諸特性を明らかにし，その諸特性を改良・活用して，

有用生物の生産や生物間の相互関係に関わる諸問題を解決し，社会に貢献することである。この目的を達成するた

めに，応用生物科学科は，生物資源開発学と生物資源制御学の二つの講座で構成されている。 
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生物資源開発学講座 
 

生物資源開発学講座では，有用植物（食用，薬用，観賞用），魚類，鳥類，そして哺乳動物におよぶ生物を研究

材料として，生命現象および生物の諸特性の解明とバイオテクノロジー等の最新の技術も応用した有用生物資源の

開発・利用に関する教育・研究を行う。さらに，これらの成果に基づいて，将来予想される人口問題，食糧問題，

環境問題およびエネルギー問題等の解決にも寄与することを目指す。具体的には，有用植物や熱帯作物の探索・保

存，遺伝様式の解析と品種の改良，特異的な生物機能の開発，有用動物（家畜家禽）の遺伝子機能の解析と育種改

良，繁殖生理技術の開発などが主な研究課題である。 

 

熱帯作物改良学分野 

発展途上国における農業の発展と生活水準の向上に貢献することを視野に入れながら，熱帯・亜熱帯作物の品

種改良と，これらの作物の生産力を向上させるために必要な栽培環境の改善について教育・研究する。また，熱

帯・亜熱帯の環境保全に配慮した作物栽培様式や，バイオレメデーションの教育・研究も取り込んでいる。 

 

動物資源開発学分野 

われわれ人類は家畜家禽や愛玩動物との長い歴史の中で，動物資源からさまざまな恩恵を受けてきた。本分野

では，最新の遺伝子工学やバイオテクノロジー，コンピュータテクノロジーを用いた，これらの動物の育種改良，

有用遺伝子の探索，また，生殖細胞を効率的に利用する技術開発のための教育と基礎研究などに取り組んでいる。 

  

  植物代謝解析学分野 

植物成分の解析，生産と加工をもとにした新しい機能性食品，医薬，また化粧品素材の開発を行っている。具

体的には，⑴植物生理活性物質の分析，単離と構造解析，⑵組織培養や遺伝子導入による有用物質の代謝制御と効

率的生産，⑶発酵，微生物感染等のバイオ処理による植物成分の高機能化と新規代謝物生産，などの研究である。 

 

蔬菜花卉園芸学分野 

野菜および花の品種改良ならびに効率的な繁殖技術の開発を目指した教育と研究を行う。主なテーマは，野菜

および花の遺伝分析，ゲノム解析，細胞質置換，系統分類である。 

 

果樹園芸学分野 

ミカン亜科植物におけるゲノムレベルの分類体系構築，常緑・落葉果樹双方における花芽形成機構，果実生理

機能，健康機能性成分等の解明およびそれらの成果を応用した栽培技術あるいは新品種の開発について教育・研

究を行う。 

 

植物遺伝育種学分野 

効率的に植物の遺伝的改良を進めるために，多様な遺伝資源を利用した交雑育種法はもとより，突然変異体等 

を用いた有用遺伝子の探索及びその機能解析，ゲノム情報を利用した分子マーカーの作成・選抜法の開発，遺伝 

子組換え作物の作出といった広範な技術を含む分子育種法についての教育と研究を行う。 
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生物資源制御学講座 
 

生物資源制御学講座は，有用な動植物の生産を阻害する生物と生物間の相互関係について教育・研究を行う。この

講座は，六つの教育・研究分野で構成している。それぞれの分野における教育研究の内容は，下表のとおりである。 

 

教育研究分野 教育研究の内容 

植物病制御学 植物に疾病を引き起こす糸状菌の病原性解析と発病制御 

植物ウイルス病制御学 植物ウイルスの分子進化・生態および病原性解析と発病制御 

線虫学 植物や昆虫に寄生する線虫および自活性線虫の生態，生理，制御 

昆虫学 害虫の脱皮，変態，休眠，移動，繁殖などのメカニズム解明と防除 

システム生態学 生物間相互作用ならびに生物多様性の創出・維持機構 

動物行動生態学 昆虫および魚類の行動と社会関係の解明 

 

植物病制御学分野 

病気による農作物の被害はきわめて大きい。植物病原菌の70％以上は糸状菌（カビ）であるが，この分野では

植物病原菌糸状菌を対象とし，その自然界における生活や植物に病気を起こすメカニズムの解明を分子遺伝学的

手法を用いて行う。さらに，これら研究成果を応用し，環境に負荷を与えない新たな防除法の開発に向けた教

育・研究を行う。 

 

植物ウイルス病制御学分野 

核酸とタンパク質からなるミクロの病原体であるウイルスの中には，他の病原体に比べて植物に感染して致命

的な疾病を引き起こすものが多い。この分野では，植物ウイルスのゲノム構造から，ウイルスの分子進化及び生

態学的な解明を行い，どの様にウイルスが病原性を獲得してきたのか解明するための基礎的・応用的な教育と研

究を行う。また，植物ウイルスと植物体の相互作用についても，分子生物学や遺伝子工学的な手法を用いた教育

と研究を行う。 

 

線虫学分野 

普段は注意して見る機会が少ない土壌中などには，生活様式が異なる線虫(ネマト－ダ)が非常に多く生活し，

人間の生活と直接的・間接的に深く関わっている。線虫学分野では，多種多様な線虫類について，教育と研究を

行う。主な研究テーマは，⑴植物に寄生して被害をもたらす線虫の生理生態と制御，⑵昆虫に寄生する線虫の感

染機構，共生細菌との相互関係，害虫防除への利用，⑶有明海に生息する汽水線虫の生態と役割の解明である。 

 

昆虫学分野 

地球上で最も繁栄している動物といえる昆虫は, 発育や生存に有利な様々な特性をもっている。この分野では，

昆虫の生活や行動上の特性について，寄生，変態，休眠，食欲，ストレス応答，生体防御などの生理現象に焦点

を絞り，生化学的，さらには，分子生物学的に解明する。具体的には，⑴昆虫の諸特性を制御する脳内遺伝子の

発現解析，⑵昆虫生理活性タンパク質・ペプチドに関する作用機作の解明と医動物薬への応用，⑶寄生性昆虫の

寄生戦略についての分子レベルでの解析，⑷昆虫のストレス応答遺伝子の解析，⑸環境や人畜に対する悪影響の

ない生理活性物質を利用した害虫防除法の開発， などについての教育と研究を行う。 

 

システム生態学分野 

地球上の生物多様性は複雑な生物間の相互作用による共進化によって生み出されてきた。そこで，環境保全や

生物資源確保の立場からも，生物群集を生物間ネットワークシステムとしてとらえ，生物多様性の創出・維持機
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構を解明することが重要な課題の１つとなる。この分野では，動物と植物の相互作用を中心に，生物間の相互作

用の個体群・群集生態学的研究ならびに生物の生活史特性に関する行動生態学的，進化生態学的研究を通して，

生物多様性の創出・維持機構に関する教育と研究を行う。 

 

動物行動生態学 

様々な物理的及び生物的環境の中で生息する動物は多様な行動様式を示す。これらの動物は，長い進化の過程

で，生息環境から生存と繁殖に必要な情報を早く正確に受け取り，それを適切に処理し，問題を解決するための

特異的な行動的方法を発達させてきたと考えられる。この分野では，動物の採餌行動，対捕食者行動，繁殖行動，

社会行動など生活史のあらゆる場面で見られる特異的な行動を機能的，進化的に理解するための教育と研究を行

う。 
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⑵ 生物環境科学科 

 

生物環境科学科は，環境保全と持続的食料生産のための技術開発及び資源循環型地域社会の構築を担う人材の育

成を目指しており，生物環境保全学講座，資源循環生産学講座，地域社会開発学講座の３講座（コース）に分かれ

て教育を行う。生物環境保全学講座では，地球・生物・人の調和を図り，環境に負荷の少ない生物生産環境の創

出・保全と豊かな生活空間の創造に関する教育研究を行う。資源循環生産学講座では，農業における資源，エネル

ギー，環境などの課題に取り組み，高度な生物生産システムに関する教育研究を行う。地域社会開発学講座では，

持続可能な循環型社会の構築を目指し，国際的視野で民族，地域資源，人類生態，環境社会，農林水産業に関わる

地域ビジネス開発に関する教育研究を行う。 
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生物環境保全学講座 

 

生物環境保全学講座では，地球全体から地域住環境に至るまでの様々なスケールで生じている環境問題に対処す

るため，大気，水，土壌，地盤などの物理学的，化学的及び生物学的分析を通して環境や生態系の保全と再生，利

用などについて教育研究を行う。具体的には，⑴人類の生存基盤である土環境に関する観測技術の開発，分析及び

解析手法の確立，⑵九州において重要な位置を占める有明海の水環境に関する保全及び再生方法の確立，⑶環境保

全型の地域開発方法の確立，⑷環境保全型の水資源開発方法の確立，⑸生物・化学的手法による有機・無機資源の

リサイクル及び汚染環境の浄化修復技術の確立等々である。 

 

地圏環境学分野 

農業にとって最適な土壌環境を保全するために必要な，土中の水分や溶質等の物質循環の予測，現場モニタリ

ング手法等について教育・研究を行う。 

 

水環境工学分野 

自然が与える「水」と人間が必要とする「水」との間には，時間的にも空間的にも大きなズレがある。従って，

人間と自然の両者にとって最適な状態に水を管理しながら利用する技術の確立は大きな課題である。この分野で

は，水資源と水環境の問題を利水の面からとらえ，水を有効に利用するための計画，管理及び制御と水環境の保

全について教育・研究する。 

 

浅海干潟環境学分野 

海と陸の境界に位置する浅海干潟域は，地球上で最も生物生産性の高い場所で，魚介類や鳥類など多くの生物

が生息している。この分野では，浅海干潟域の環境特性と機能及び保全について教育・研究する。主な研究テー

マは，⑴浅海干潟域のエコシステムと物質循環の解析，⑵浅海干潟域の多面的機能の解明，⑶干潟の保全と有効

利用の方策の検討である。 

 

環境地盤学分野 

この分野では生物環境保全の観点から，農村地域における合理的な土地利用計画や環境整備・保全，生物生産

の場および農業関連構造物の基礎としての地盤の有効利用，地盤を構成する土の物理・化学・力学的性質や粘土

鉱物学的物質，土壌環境汚染対策などに関する教育と研究を行う。 

 

生物環境学分野 

生物環境の保全に関する研究を教材として，バランスの取れた環境感覚を持つ，地域社会に貢献できる人材の

育成を目指す。主な課題として，生物環境・食料生産環境における化学物質汚染のメカニズム解明を通じ，環境

に配慮した化学物質利用法の提案を目指している。 

 

 海浜環境情報学分野 

  海浜台地の農業と環境保全に寄与するため，物質動態予測モデルおよび農地管理技術の開発ならびに地域資源

の農業への活用技術について教育・研究を行う。 

   

 

 

 

 

 

－ 9 －



資源循環生産学講座 

  

佐賀を含む九州は日本の主要な食糧生産基地である。資源循環生産学講座は，地域の農業生産を高める実践研究

を行うとともに，最新の生物科学ならびに生産情報科学の理論と技術を取り入れて，環境に配慮した持続的な食糧

生産体系と高度な生産管理システムを創造し，広く世界の食糧と環境の問題解決に寄与する教育研究を行う。具体

的には，①資源循環型の農作物栽培と動物生産技術の開発，②生物情報と遺伝子解析による環境適応型農作物の選

抜育成，③バイオマスの生産と利用システムの確立，④農場生産・農業機器・貯蔵施設等のハイテク化，⑤ＩＴを

活用した安全な農産物の生産・流通・消費システムの確立などの理論と先端技術についての教育・研究である。 

 

資源循環生物学分野 

 バイオマスの微生物学的資源化や土壌環境保全，水資源の浄化再生利用に関わる微生物学的側面に関する教育

研究をおこなう。すなわち，有機廃棄物の堆肥化やメタン発酵，土壌・地下水浄化，排水処理等に関わる土壌微

生物及び環境微生物の生理生態学的解明とその応用に取り組む。さらに，農業生産環境におけるバイオセーフテ

ィの改善など，バイオマス利用における微生物的安全性に関わる課題にも重点を置く。 

 

農業生産機械学分野 

食料生産力の増大や労力の軽減に果す農業機械の役割は大きく，その開発及び改良は重要である。この分野で

は，情報・機械工学理論に基づいたメカトロニクス等の最先端技術の応用，特に，農業機械の更なる高性能化・

農業における情報利用・生産に必要なエネルギーの利用効率の向上等についての教育と研究を行う。 

 

生産システム情報学分野 

発酵・醸造学に情報科学，ゲノム学，システム生物工学やミトコンドリア学などの先進的な手法を取り入れる

ことで効率的な資源循環生産システムの構築を目指しています。 

 

施設農業生産学分野 

多くの科学技術を総合的に利用しながら営まれる施設農業は，現代社会において，農産物の生産と価格安定に

大きな役割を果たしている。この分野では，施設農業，特に生産施設の装置化，システム化及び省エネルギー化

についての教育と研究を行う。主なテーマは，⑴バイオマスエネルギーの開発と利用，⑵養液栽培技術の開発，

⑶農産物の貯蔵及び品質評価法の改良である。 

 

作物生態生理学分野 

人類の生存と発展に必須である農作物の発育生理や品種特性ならびに野生植物の生存戦略についての解析を深

め，それらの成果を作物生産と環境修復へ応用するための教育・研究を行う。具体的には，イネやダイズ等の主

要農作物を対象として，安全で多収穫のための栽培理論と技術及び品種開発についての研究を行う。また，環境

と調和した生物的窒素循環利用農業を見据えて，マメ科植物と根粒菌における共生窒素固定に関する研究を行う。 

 

 家畜医療応用学分野 

  農業によるヒトの健康や福祉の向上に寄与するため，農業フィールド資源であるウシやヤギ等の家畜を障がい

を持つ人のケアの手段として活用する方法に関する教育・研究を行う。 

 

 アグロフィールド保全学分野 

  資源循環型の食料生産に関する技術を解明し，アグロフィールドの管理と周辺環境の保全に関する教育研究を

行う。 
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 植物遺伝資源学分野 

  植物遺伝資源を保存・利用するために必要な理論と技術を解説し，組織・細胞工学的な手法を利用して，地域

に適した新品種を育成する方法についての教育と研究を行う。 

 

 オーガニックファーミング学分野 

  有機農業における作物生産および管理についてフィールドを活用した実践型の教育と研究を行う。 

 

 フィールド資源開発学分野 

 主要な果樹，特に柑橘類の生理・生態に適した栽培管理法の開発や新奇活用における応用技術開発に関する教

育と研究を行う。 
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地域社会開発学講座 

 

地域社会開発学講座は，農学部唯一の社会科学も包含する講座であり，生物環境科学科３コースのうち「地域社

会開発学」コースを担当する。このコースは，日本を含むアジア・太平洋諸地域における，①地域資源の持続可能

な開発と利用システム，②諸民族・地域社会における人間と環境との諸関係，③農林水産資源の循環的利用システ

ムと農林水産業関連ビジネスの開発，④離島・半島など条件不利地域の維持と再生，等に関するフィールドワーク

（野外調査）に基づいた実証的な教育研究を通して，持続可能な循環型地域社会の構築を目指すものである。講座

を構成する分野は，上記の① ② ③ ④に対応して，地域資源学分野，人類生態学分野，地域ビジネス開発学分野

及び島嶼社会経済学分野の４つに分かれている。 

 

地域資源学分野 

地域資源の適正な保全と循環的な利用について，人文地理学的・生態人類学的手法を用いたフィールドワーク

に基づき調査研究をする。具体的には，地域資源（生物資源・人的資源・文化的資源）の多様性と伝統的利用形

態や生計維持戦略の解明，農地・水・森林資源の開発に伴う諸問題や土地利用システム等の究明を通じて，多様

な動植物相の利用，地域社会の伝統的技術・知恵の伝承性，風土性の現代的意味合いを問い直し，地域資源の持

続可能な利用を検討する。調査地としては，日本（特に佐賀）や韓国の農山漁村や，オセアニア・東南アジア・

南アジアの農山漁村部がある。 

 

人類生態学分野 

日本の地域社会の環境保全や自然保護，途上国の開発に伴う環境・健康問題について，生物人類学・社会学・

民俗学的手法を用いたフィールドワークを基にして調査研究をする。具体的には地域社会の価値や技術，環境管

理システムや環境政策のあり方，ヒトの生物学的特性等を検討することにより，地域社会の環境・健康問題の本

質である環境変化に対するヒト及び地域社会の対応と変化を明らかにし，地域社会の持続可能な開発を提案する。

調査地としては日本（特に九州山地）・中国内陸部・オセアニア・東南アジア・南アジアの農山漁村部がある。 

 

地域ビジネス開発学分野 

農林水産物の生産・加工・流通・消費及び持続的な農業の担い手の形成と農村開発の課題などについて，それ

と関わる人とその組織の経済的側面から解明する。本分野は流通情報経済学と農業経営学に関わる教育と研究を

行い，前者では流通市場構造を分析し産地の市場対応を検討するほか，生産財・農地・農業労働力・農業金融・

農業情報等農業関連市場の実態と問題点について実証的研究を行う。後者では家族農業経営，農業法人，集落営

農組織等を対象とし，その組織と管理に関する基礎及び応用研究を行う。調査地としては日本国内を中心に東南

アジア・南アジアがある。 

 

 島嶼社会経済学分野 

  島嶼とは大（島）小（嶼）の島々を指し，離島とも呼ばれている。そして実は佐賀県（唐津市）には７つの島

があり，しかもこれらの７島は，島嶼国（島国）「日本」の有人島の面積割合（２％）と人口割合（0.5％）が

類似しているため，唐津市の７島は日本の島嶼の縮図とも考えられる。そこで，これら７つの島のフィールドワ

ークによって，人が暮らし続けるためには何が必要か，つまり持続的展開条件を探り，人口減と高齢化の最先端

を示す日本社会の将来像を考察・議論する。 
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⑶ 生命機能科学科 

 

 生命機能科学科では，ウイルスを含む微生物から高等動植物，そしてヒトに及ぶ広範な生物について生命現象を

探求し，その研究成果に基づき有用生物の開発と生物資源の有効利用に関する教育と研究を行う。本学科は，生命

化学講座の生化学，機能高分子化学，応用微生物学の３分野と，食糧科学講座の生物資源利用学，食品化学，食糧

安全学，食品栄養化学，活性天然物学の５分野を併せた８分野で構成されている。この学科における教育と研究は，

生物資源及び生物機能の有効利用を目的としているが，多様な生物の生命現象を分子レベルで解明するという基礎

的な側面と，それぞれの生物資源が持つ特異的な機能を開発・利用するという応用的な側面を併せもっている。ど

ちらの側面に力点を置くかは分野によって異なるが，ダイナミックな生命現象や様々な生物資源の構造と機能を，

生物化学を基礎に，実験によって明らかにしていくというアプローチは共通である。学生が教員と共に研究テーマ

に取り組む過程を通して，生命科学について基本的な理解を深め，科学的に思考できる人材の育成を目指している。 
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生命化学講座 

 

 生命化学講座では，微生物から高等動植物にわたる多様な生物を対象として，その生命現象と遺伝機能を化学的

に解明するための基礎的な教育と研究を行うとともに，生物の特異的な機能を有効に利用して有用物質を生産する

方法の開発と，バイオテクノロジーの手法を用いた生物機能の改良を行う。この講座に関連する学問分野は，分子

生物学，微生物学，生物化学，生物工学などである。 

 

生化学分野 

生命現象の仕組みを分子・原子レベルで理解すると共に，生体分子機能の有効利用を目的とした教育と研究を

行う。主な研究テーマは，⑴タンパク質の立体構造に基づいた機能発現機構の解明，⑵酵素の触媒反応に必要な

動きと構造の関係，⑶タンパク質機能の有効利用のためのタンパク質工学などである。 

 

機能高分子化学分野 

生理活性ペプチドの機能についての分子レベルでの理解，また，生体分子を解析するための分析法の開発，

並びに生体分子の材料応用を指向した教育と研究を行う。主な研究テーマは，⑴抗真菌性ペプチドの作用機構，

⑵機能性ペプチドの探索，⑶機能性蛍光物質を用いた生体分析法の開発，⑷生体高分子の分離・分析材料への応

用，などである。 

 

応用微生物学分野 

有用微生物の分子育種について遺伝子工学を含む基礎的な研究を行うとともに，微生物の利用について研究す

る。主な研究テーマは，⑴発酵とファージ，⑵微生物における外来遺伝子獲得機構の解明，⑶有用細菌の宿主－

ベクター系の開発，⑷微生物によるバイオマス有効利用，⑸有用微生物の育種・探索，⑹有明海菌相解析である。 
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食糧科学講座 

 

 食糧科学講座では，生物資源からの機能性成分の探索とそれらの栄養生理機能や安全性の解明，それらを応用し

た機能性食品の開発，生物生産物の流通・貯蔵，バイオマスの有効利用等について教育と研究を行う。 

 

生物資源利用学分野 

生物資源の有効活用と高度利用を目的として工学的アプローチも含めた教育と研究を行う。⑴植物中の機能性

物質の抽出とその利用，⑵植物系バイオマスの高度利用化技術の開発－農産廃棄物からのオリゴ糖生産，固体及

び液体燃料への変換－等である。 

 

食品化学分野 

生物資源の食糧としての開発及び有効利用を目的として，生物資源からの機能性成分の探索，酵素を利用した

機能性食品素材の開発等について教育・研究を行う。主な研究テーマは，⑴キチン質分解酵素の構造と機能及び

利用，⑵糖質分解酵素を利用した機能性オリゴ糖の酵素合成，⑶抗真菌物質の探索と開発に関する研究等である。 

 

食糧安全学分野 

食品素材の構造研究を基にして，それらの機能性，有効利用ならびに品質評価，安全性に関する教育・研究を

行う。 

主な研究テーマは， 

１．主に魚類を対象に，重要な生理機能を持つと考えられる糖タンパク質や糖脂質など複合糖質の構造と機能

に関する研究 

２．海苔などの海藻に含まれる多糖の構造と機能に関する研究 

３．細胞膜脂質の生理機能解明に関する研究 

４．食品成分による細胞膜機能制御に関する研究 

等である。 

 

食品栄養化学分野 

食品の栄養成分と生体との相互作用に関する栄養学的研究を通じて，ヒトの健康保持及び疾患の予防・改善に

最適な食物に関する教育と研究を行う。食品成分の生体内での機能について分子栄養学的観点から教育を行う。

主な研究テーマは，⑴食品の栄養生理機能に関する研究，⑵生活習慣病を予防する食品成分の探索と作用機能の

解明，⑶脂質・リポタンパク質の代謝調節機構の解明，⑷健康科学，医食同源に関する研究等である。 

 

活性天然物学分野 

 生物が有する有用な生理活性物質の探索と構造解析並びに応用開発について教育・研究を行う。主な研究テー

マは，⑴天然物，とりわけ海洋生物由来の生理活性のスクリーニング，⑵バイオアッセイに基づく生理活性物質

の単離と構造解析，⑶得られる活性物質の作用機序の解析とその応用に関する研究等である。 
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⑷ 附属アグリ創生教育研究センター 

 

http://www.aic.ag.saga-u.ac.jp 

 

農学は，自然や地域の環境条件を十分に生かすとともに，その保全に努めながら，有益な動植物を合理的に生産

管理することで，人類に必須の食糧を生産し，消費者に届けることを目的とした総合科学である。本学部は附属施

設としてアグリ創生教育研究センター（アグリセンター）を設置し，穀物，蔬菜・花卉，果樹および家畜等の生産

管理，生産物の流通，ならびに生産環境の保全・修復において，科学的な検証に基づいた農業理論と実践的な農業

技術の習得を目的とした総合的な教育研究を行う。 

 アグリセンターは，佐賀市久保泉にあるセンター本部と，唐津市にある唐津キャンパスで構成される。 

 センター本部は，わが国の３大沖積平野のひとつである佐賀平野の北部に位置し，本学から東北へ約12㎞にあり，

実習用バスで約30分を要する。総面積は約10haであり，その中に水田，茶園，落葉果樹園，作物・野菜園，有機野

菜園，飼料園，放牧場，ガラス温室および各種の建物（研究棟，宿泊施設，畜舎，農機具舎など）がある。有機野

菜園（50ａ）は平成13年に国立大学として初めて農林規格・品質表示法［JAS法］に基づく有機農産物を生産でき

る圃場として認定を受けたもので，教育，研究および公開講座等で活用されている。畜舎では肉用牛とトカラヤギ

が飼養されている。また，本部から北へ４㎞離れた脊振山の金立山南面の佐賀平野を一望できる地点に果樹園（約

８ha）があり，世界各地から集められた約500種類のカンキツ類が遺伝資源として維持管理されている。 

 センター本部では，技術職員の協力を得て，センター教員の指導の下，上記フィールド資源を用いたフィールド

科学基礎実習，フィールド科学総合実習，資源循環フィールド科学実習および遺伝資源フィールド科学実習を開講

する。 

 唐津キャンパスは，佐賀県北西部の玄界灘に面した地点に位置し，本学から北西へ約50㎞にあり，JR筑肥線東唐

津駅及び唐津市内産業道路に近接しており，佐賀市からも福岡市からもアクセス条件に恵まれている。総面積は約

48ａであり，その中に研究棟，ガラス温室および研究圃場がある。またキャンパスから10㎞ほど入った上場台地内

の現地研究圃場において気象観測等を行う。 

唐津キャンパスでは，東松浦半島＝上場台地という季節風が強く玄武岩土壌を特色とする果樹・畜産地帯と玄界

灘沿岸小島嶼地域を対象に，農業遺伝資源開発・土地水環境資源活用・農漁村生活向上等に関する基礎・応用研究

を入り口に，環黄海・東シナ海＝東アジアをも視野に入れた国際的農漁業研究及び地域貢献をめざす。 

 また，アグリセンターでは，上記実習とは別に下記各教育分野に分属した学部学生および大学院生の卒業論文，

修士論文および博士論文の作成指導も行っている。 

 

 

アグリ創生教育研究センターの教育研究組織 

センター長   有馬  進 教 授 

副センター長  上埜 喜八 准教授 

副センター長  原口 智和 准教授 

小林 恒夫 教 授 

駒井 史訓 教 授 

江原 史雄 准教授 

松本 雄一 講 師 

福田 伸二 講 師  
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家畜医療応用学分野（江原史雄） 

農業によるヒトの健康や福祉の向上に寄与するため，農業フィールド資源であるウシやヤギ等の家畜を障がいを

持つ人のケアの手段として活用する方法に関する教育・研究を行う。 

 

島嶼社会経済学分野（小林恒夫） 

 半島および島嶼（離島）の存在状況が「日本の縮図」と言える佐賀県東松浦半島（上場台地）とその周辺海域

（玄界灘）を対象としたフィールドワークによって日本・東アジアにおける「半島・離島（島嶼）学」の構築をめ

ざす。 

 

アグロフィールド保全学分野（上埜喜八） 

資源循環型の食料生産に関する技術を解明し，アグロフィールドの管理と周辺環境の保全に関する教育研究を行

う。 

 

植物遺伝資源学分野（駒井史訓） 

個体・器官・組織・細胞レベルでの新奇な植物遺伝資源の開発について教育・研究を行う。 

 

海浜環境情報学分野（原口智和） 

海浜台地の農業と環境保全に寄与するため，物質動態予測モデルおよび農地管理技術の開発ならびに地域資源の

農業への活用技術について教育・研究を行う。 

 

オーガニックファーミング学分野（松本雄一） 

有機農業における作物生産および管理についてフィールドを活用した実践型の教育と研究を行う。 

 

フィールド資源開発学分野（福田伸二） 

主要な果樹，特に柑橘類の生理・生態に適した栽培管理法の開発や新奇活用における応用技術開発に関する教育

と研究を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アグリ創生 

教育研究センターの配置図 

有機認証圃場 

（有機野菜園） 
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⑸ 総合分析実験センター 

 

http://www.iac.saga-u.ac.jp 

 

 佐賀大学総合分析実験センターは，社会的な要請度の高い生命科学，環境，材料等の従来の学問分野の枠に収ま

らない複合領域研究やこれらに対応できる人材の育成を支援するための組織構築を目的として，平成１４年４月１

日に，従来の「機器分析センター」と「放射性同位元素実験室」を「機器分析分野」，「放射性同位元素利用分

野」に改組し，それに新設の「ライフサイエンス分野」を加えて学内共同教育研究支援施設として設立されました。

平成１５年１０月１日の佐賀医科大学との統合にあたり，本庄地区の総合分析実験センターと鍋島地区の動物実験

施設，実験実習機器センター，ＲＩ実験施設が統合され，新たな「総合分析実験センター」として生まれ変わりま

した。支援組織は，生物資源開発部門，機器分析部門，放射性同位元素利用部門及び平成１８年度新設の環境安全

部門の４部門で構成されています。この統合を生かして本庄地区と鍋島地区のスタッフが力を合わせて，時勢に応

じた教育研究の支援体制や設備の一層の整備・拡充を図り，本学における総合的教育研究支援を充実させていく予

定です。 

 これら部門のうち，農学部から学部学生及び大学院生を受け入れ，卒業研究の指導及び修士論文・博士論文の作

成指導にあたるのは，生物資源開発部門（本庄地区）及び放射性同位元素利用部門（本庄地区）です。 

 

 生物資源開発部門（本庄地区） 

  遺伝子組換え実験に関する学内外への教育と研究支援を行っています。また，遺伝子組換え実験の教育訓練と

安全管理を担当しています。 

  専任教員が行っている研究は，ゲノムなどの動的な変化を明らかにすることです。また，高効率な遺伝子組換

え法の開発も行っています。 

 

放射性同位元素利用部門（本庄地区） 

  放射性物質の取扱に関する全般的な支援を行っています。具体的には，放射線および放射性同位元素を利用し

た研究・教育のために必要となる教育訓練，本庄地区の放射性同位元素実験室（ＲＩ実験室）および放射性物質

の安全管理などを行っています。 

  専任教員が行っている研究は，昆虫の味覚・嗅覚メカニズムの解明です。また，植物を食べる昆虫にとって必

要な植物由来の味，匂い化合物を解析するため，分析機器を用いた研究を行う予定です。さらに，昆虫のモデル

生物であるキイロショウジョウバエを材料とし，代謝と昆虫の食べる行動の関係について研究しています。 
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⑹ 全学教育機構 

 

佐賀大学は「新たな教養教育」を中心とする全学教育を支える中核的組織として平成23年４月１日に「佐賀大学

全学教育機構」を設置しました。 

下記の２名の教員は，佐賀大学全学教育機構に所属し，農学部から学部学生及び大学院生を受け入れ，卒業研究

の指導及び修士論文の作成指導にあたっています。 

 

浅海干潟環境学分野（郡山益実） 

 分野の内容は，９頁を参照してください。 

 

地域資源学分野（五十嵐勉） 

 分野の内容は，12頁を参照してください。 
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１ 授業科目の区分と卒業要件 
 

 授業科目の区分 

本学部で単位を認定される授業科目は，『必修科目』，『選択必修科目』，『選択科目』及び『自由科目』の

いずれかに区分される。 

１．『必修科目』は，卒業要件（下記の『卒業要件』の項を参照）として学部，学科又はコースが履修を義務

づけている授業科目で，必修科目の単位を修得しなければ卒業できない。 

２．『選択必修科目』は，卒業要件（下記の『卒業要件』の項を参照）として学部，学科又はコースが指定し

た授業科目群の中で指定された単位数を修得しなければ卒業できない。 

３．『選択科目』は，各学科，コースのカリキュラム表に掲載されている専門科目のうち，必修科目及び選択

必修科目を除く全ての授業科目である。 

４．『自由科目』は，他学部及び農学部で開講される授業科目のうち学生が所属している学科，コースのカリ

キュラム表に掲載されていない授業科目である。修得した自由科目の単位は，専門科目の選択科目として認

定されるが，卒業要件単位として算入できる単位は，応用生物科学科及び生命機能科学科は10単位まで，生

物環境科学科は20単位までである。 

 

卒業要件 

農学部を卒業するために必ず修得しなければならない授業科目の最低修得単位数（卒業要件という）は，各学科，

コースとも126単位である。卒業要件となる単位の内訳は，下の表に示されているように，教養教育科目が37単位，

専門教育科目が89単位である。教養教育科目の履修方法については，本書「Ⅷ 佐賀大学における教育課程（教養

教育科目について）」を熟読すること。 

 

早期卒業と飛び級 

 早期卒業と飛び級については，農学部教務担当（教務課６番窓口）へ尋ねること。 

 

別表（第５条第１項関係） 

教 養 教 育 科 目 

共 通 基 礎 科 目 専門教育科目

外国語科目 

健康・

スポーツ

科目 

情報リテ

ラシー

科目 

基本教養科目

学科・コース 

大
学
入
門
科
目
（
大
学
入
門
科
目
Ⅰ
） 

英

語 

ド イ ツ 語 ，

 

フランス語，

 

中 国 語

 

朝 鮮 語

講

義 

実

習(

Ⅰ

及

び

Ⅱ)
 

講

義 

演

習

（

Ⅰ

） 

自

然

科

学

と

技

術

の

分

野

文

化

の

分

野 

現

代

社

会

の

分

野 

イ

ン

タ

ー

フ

ェ

ー

ス

科

目 

小

計 

専

門

基

礎

科

目 

農

学

基

礎

科

目 

専

門

科

目

小

計 

合

計 

応 用 生 物 科 学 科 2 4 4 2 2 2 1 12 8 37 4 6 79 89 126

生物環境保全学 

コ  ー  ス 
2 4 4 2 2 2 1 12 8 37 4 6 79 89 126

資源循環生産学 

コ  ー  ス 
2 4 4 2 2 2 1 12 8 37 4 6 79 89 126

生
物
環
境
科
学
科 地域社会開発学 

コ  ー  ス 
2 4 4 2 2 2 1 12 8 37 4 6 79 89 126

生 命 機 能 科 学 科 2 4 4 2 2 2 1 12 8 37 6 6 77 89 126

 

備考 

 基本教養科目は，各分野から２単位以上を履修するものとする。 
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前頁の表に示されている授業科目を履修するに当たっては，以下の点に注意すること。 

１）英語は必修である。 

２）ドイツ語，フランス語，中国語及び朝鮮語の中から１科目を選び，必ず履修しなければならない。 

３）情報リテラシー科目は，「情報基礎概論」２単位と「情報基礎演習Ⅰ」１単位が必修である。 

４）専門基礎科目については，「基礎数学」，「物理学」，「化学」及び「生物学」の４科目８単位のうち所属学

科が指定する科目を修得しなければならない。 

５）農学基礎科目については，「作物生産学」，「動物資源開発学」，「土壌学」，「生物化学」，「食料流通経

済学」の５科目10単位のうち３科目６単位を修得しなければならない。 

６）専門科目については，必修科目を含めて，応用生物科学科及び生物環境科学科では79単位以上，生命機能科学

科では，77単位以上修得しなければならない。 

７）外国人留学生は，日本語を外国語科目として履修することができる。また，農学部履修細則の別表Ⅷに定める

授業科目「農学概論」，「農学演習」を選択科目の一部として履修することができる。 

 

 

必修科目及び選択必修科目一覧表 

学   科 専門基礎科目 農学基礎科目 専 門 科 目 

応 用 生 物 科 学 科 化学，生物学 

植物生理学，熱帯農業論，遺伝学，応用動物昆虫学，生

物統計学，植物育種学，植物病理学Ⅰ，フィールド科学

基礎実習Ⅰ，生物学実験，応用化学実験，果樹園芸学，

蔬菜園芸学，応用生物学実験，科学英語，生物科学英

語，生物情報処理演習，卒業研究 

生物環境保全学 

コ  ー  ス 

生物環境保全学概説，資源循環生産学概説，地域社会開

発学概説，実験生物環境保全学，実験水気圏環境学，科

学英語，生物環境保全学演習，卒業研究 

資源循環生産学

コ  ー  ス 

生物環境保全学概説，資源循環生産学概説，地域社会開

発学概説，環境保全型農業論，栽培環境制御学，農業生

産機械学，フィールド科学基礎実習Ⅰ・Ⅱ，生物科学実

験実習，科学英語，卒業研究 

生

物 

環

境 

科

学 

科 
地域社会開発学

コ  ー  ス 

基礎数学，物

理学，化学，

生物学のうち

２科目４単位 

生物環境保全学概説，資源循環生産学概説，地域社会開

発学概説，地域資源論，人類生態学，地域ビジネス開発

論，農業政策論，フィールドワーク基礎演習，フィール

ド科学基礎実習Ⅰ，科学英語，卒業研究 

生 命 機 能 科 学 科 
物理学 

化学，生物学 

作物生産学， 

動物資源開発学， 

土壌学，生物化学，

食料流通経済学のう

ち３科目６単位 

物理化学，有機化学，分析化学，化学実験Ⅰ，生物有機

化学，生化学，生物物理化学，微生物学，生命化学概

説，食糧科学概説，食品衛生学，栄養化学，食品化学，

分子生物学，生化学実験，化学実験Ⅱ，微生物学実験，

科学英語，生物学基礎実験，卒業研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 22 －



２ 専門教育科目の区分 

 

農学部で開講される専門教育科目は，『専門基礎科目』，『農学基礎科目』及び『専門科目』に区分される。そ

れぞれの授業の性格と開講年次・学期は以下のとおりである。 

 

専門基礎科目 

 専門基礎科目は，農学部における専門教育を受けるのに必要な自然科学全般にわたる基礎的な科目で，「基礎数

学」，「物理学」，「化学」及び「生物学」をいう。応用生物科学科の学生は必ず「化学」と「生物学」を履修し

なければならない。生物環境科学科の学生は上記４科目の中から２科目を必ず履修しなければならない。生命機能

科学科の学生は，必ず「物理学」，「化学」及び「生物学」を履修しなければならない。なお，応用生物科学科及

び生物環境科学科の学生が３科目以上を履修した場合，３科目目からの科目の単位は専門科目（選択科目）に算入

される。また，生命機能科学科の学生が「基礎数学」を履修した場合，単位は専門科目（選択科目）に算入される。

履修年次は１年次前学期である。１年次に単位を修得できなかった場合は２年次以降で再履修することになるが，

他の専門科目などと重なり履修しにくくなる場合もあるので，できるだけ１年次で修得すること。 

 

農学基礎科目 

 農学基礎科目は「作物生産学」，「動物資源開発学」，「土壌学」，「生物化学」及び「食料流通経済学」の５

科目であり，農学全体の基礎となる科目である。３学科の学生ともに，これら５科目から３科目を必ず履修しなけ

ればならない。４科目以上を履修した場合，４科目目からの科目の単位は専門科目（選択科目）に算入される。各

科目の配当年次は以下のとおりである。農学基礎科目についても，できるだけ配当年次で履修すること。 

 

  １年前期 「作物生産学」 

１年後期 「動物資源開発学」，「生物化学」 

  ２年前期 「土壌学」 

  ２年後期 「食料流通経済学」 

 

専門科目 

 専門科目は農学部における専門教育の中核をなす科目であり，講義の他に，実験，実習，演習，卒業研究などが

含まれる。これらの科目は同一科目でも，学科によって必修・選択必修・選択の別が異なる場合があるので，履修

の手引きなどを熟読して，間違いのないようにしなければならない。専門科目は１年次後学期より順次開講される。

配当年次以降での履修も可能であるが，必修・選択必修・選択の別にかかわらず，できるだけ配当年次で履修する

ことが望ましい。  
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３ 履 修 年 次 
 

 教養教育科目及び専門教育科目について，農学部学生の標準的な履修年次は，下記のとおりである。 

 １ 大学入門科目は，１年次前学期に履修する。 

 ２ 基本教養科目は，１年次前学期から４年次後学期に，週４コマ設けられた時間帯に履修する。 

 ３ インターフェース科目は，２年次前学期から履修する。 

 ４ 健康・スポーツ科目は，講義を１年次前学期に，実習を１年次の前学期及び後学期に履修する。 

 ５ 情報リテラシー科目は，１年次前学期に講義と演習を履修する。 

 ６ 外国語科目は，英語については，１年次の前・後学期に英語Ａ，英語Ｂ各１単位，２年の前・後学期に英語

Ｃ，英語Ｄ各１単位履修する。ドイツ語，フランス語，中国語，朝鮮語は１年次の前学期にⅠａ，後学期にⅠ

ｂを，２年次の前学期にⅡａ，後学期にⅡｂを，それぞれ履修する。 

 ７ 専門基礎科目は，１年次前学期に履修する。 

 ８ 農学基礎科目は，１年次前学期から２年次後学期に履修する。 

９ 専門科目は，１年次後学期から４年次後学期かけて履修する（外国人留学生を対象とする「農学概論」及び

「農学演習」は１年次に履修する。）。 

 

 

学年別授業科目配当 

 

教  養  教  育  科  目 
学年 学 期 

  共通基礎科目 
専 門 教 育 科 目 

後学期 ４ 

年 

次 前学期 

  

後学期 ３ 

年 

次 前学期 

 

  

後学期 ２ 

年 

次 前学期 

基
本
教
養
科
目 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
科
目 

 

 

後学期 

 

 

１ 

年 

次 前学期 
大学入 

門科目 

  

健康・

スポー

ツ科目

情報リ

テラシ

ー科目

外国語

科 目

専門基

礎科目

農学基

礎科目 

専 門 

科 目 
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４ 履修手続と単位について 
 

履修手続 

 農学部学生については，授業科目（教養教育科目及び専門教育科目）の履修手続はすべて，学生センター内の農

学部教務係(以下，農学部教務係)で行う。毎学期に発表される授業時間割表に基づいて履修計画をたて，以下のよ

うに履修手続を行う。 

 １ 履修登録は，総合情報基盤センター（総情）でパソコンを利用して，webにより行う。 

 ２ 履修登録期間は，所定の期日によるので掲示板に注意すること。 

 ３ 学期の途中から開始される集中講義などの授業料目については，指定された期日までに履修手続を行う。 

  集中講義の授業料目名及び開講時期は各学期の途中に発表されるので，掲示に注意する。発表時期は，前学期

が６月中旬，後学期が11月中旬である。 

 ４ 各学期に登録できる科目の単位数の上限は，教職に関する科目(Ｐ82～Ｐ83)と集中講義の科目を除き22単位

（１年次後学期のみ23単位）とする。ただし，編入学生については，各学期に登録できる科目の単位数の上限

は定めない。 

 ５ 履修登録がされていない授業科目については単位が認定されないので，注意すること。 

 

単位 

 教養教育科目及び専門教育科目の単位については，学則，教養教育科目履修規程及び農学部履修細則などに詳し

く記されているので(学生便覧及び手引参照)，熟読すること。農学部学生の成績判定及び単位の授与は，下記のと

おりである。 

 １ 履修した各々の授業料目につき，成績判定に合格した場合に，所定の単位が与えられる。 

 ２ 授業科目の成績判定は，平素の学修状況，出席状況，学修報告，論文及び試験などに基づいて行われる。 

 ３ 成績は，秀・優・良・可・不可の評語をもって表される。秀・優・良・可は合格，不可は不合格である。

100点満点中90点以上が秀，89～80点が優，79～70点が良，69～60点が可，60点未満が不可である。 

 ４ 定期試験は，各々の授業料目につき，原則として学期末に行われる。定期試験の時間割は，試験の１週間前

までに発表される。授業によっては，授業内容の理解度を測るために，学期途中にも試験が行われる。 

 ５ 合格と判定された授業科目は，再び履修することができない。 

 ６ やむを得ない理由（病気，事故，天災，肉親の死亡（二親等以内）など）で定期試験を受験できなかった授

業科目は，担当教員の承認を得たものについてのみ，教授会の議を経て，追試験が行われることがある。追試

験を受けようとする者は，所定の願書を所定の期日（欠席の理由発生の日から７日以内）までに農学部教務係

に提出しなければならない。 

 ７ 不合格と判定された授業料目については，再試験が行われることがある。再試験を受けようとする者は，担

当教員の承認を得た後，所定の願書を所定の期日までに農学部教務係に提出しなければならない。再試験で合

格した授業科目の評価は「可」である。 

 ８ 全学教育機構で開講される教養教育科目の追試験及び再試験については，全学教育機構の定めるところによ

る。 

 ９ 佐賀大学の他学部と農学部で開講されている専門教育科目のうち農学部学生が所属している学科・コースの

開講科目一覧表（カリキュラム表）に記載されていない授業科目（自由科目）は，応用生物科学科及び生命機

能科学科では10単位，生物環境科学科では20単位に限り，専門科目の中の選択科目として，卒業要件の中に算

入することができる。 

 10 次の教育機関で修得した単位は,学則,農学部規則及び「他の大学等での修得単位の認定についての申合せ」 

  の定めに従い，農学部教授会の議を経て，60単位を超えない範囲で，卒業要件となる単位の一部として認定さ

れる。 

  １）他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を含む）で履修した授業科目の単位 
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  ２）大学以外の教育施設等で学修した授業科目の単位 

  ３）佐賀大学に入学する前に，大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を含む）で履修した授業科目の単

位 

 11 転入学，編入学又は再入学した者の履修科目と修得単位数は，教授会の議を経て認定される。 

 12 履修した授業科目の成績は，総情のパソコンで所定の期間内に各自確認する。 

 

 履修及び単位認定など教務に関する事項は，その都度，農学部教務係の掲示板に掲示されるので，見落としがな

いように，毎日，掲示に注意すること。 

 

 

 

 ○ 履修手続の流れ 

 

手  続  事  項 手 続 先 時      期 

「授業時間割表」をホームページから 

出力し確認する 
←農学部教務係 所定の期日（掲示による） 

履修登録 
→総情のパソコンで

webにより行う。 
所定の期日（掲示による） 

履修登録の確認及び修正 
→総情のパソコンで

webにより行う。 
所定の期日（掲示による） 

（注）日程の詳細については，その都度掲示するので注意すること。 

   総情（総合情報基盤センター） 
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５ 単位互換制度に基づく授業科目の履修 
 

 大学間の協定に基づいて，他大学の学生も受講できる特別な科目が開設されている。この単位互換制度に基づく 

科目の特徴は，それぞれの大学が立地条件を活かしたり，特に充実している分野に重点をおいた教育科目を提供し 

ていることで，特徴ある科目を他大学で受講することができる。現在，他大学の学部及び大学院と本学の農学部及 

び大学院農学研究科との間で，単位互換制度に関する協定が結ばれている。 

 

 学部での単位互換 

  本学部が協定を結んでいるのは，高知大学，九州大学，長崎大学，宮崎大学，鹿児島大学，琉球大学であり， 

 単位互換制度に基づいて，以下の授業科目が開講される。 

 

学部学生を対象とした単位互換制度に基づく授業科目 

 

実施大学 授業科目名 単位 授   業   内   容 

琉球大学 

(農学部) 

熱 帯 農 学

総 合 実 習

２ ８月上旬に集中で実施される宿泊実習で，西表島にある琉球大学熱

帯生物圏研究センター西表実験所で，熱帯の果樹，作物，牧草，森

林，土壌，昆虫などについての講義，実習及び見学が行われる。実

習には，石垣島にある農林水産省熱帯農業研究所や沖縄本島にある

東南植物園の見学も含まれる。 

 

  以上の他，実施大学から履修案内の通知があった場合に掲示される。 

 

 大学院での単位互換 

  本学の大学院農学研究科（修士課程）は，鹿児島大学及び宮崎大学の農学研究科と大学院間の単位互換協定を 

 結んでおり，この協定に則った農学特別講義が集中で開講される。講義題目及び実施時期は，その都度掲示され 

 る。 
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６ 学術交流協定に基づく留学 
 

 学生時代に留学して異文化に接したり外国の教員や学生と交流することは，視野を広くし，学問的な刺激を受け

て非常に有意義である。本学部では，下の表に示した外国の大学との間で学術交流協定を締結しており，毎年数名

の学生が外国の大学に派遣されている。派遣対象は，３年次生，４年次生及び大学院生で，留学期間は，最長11カ

月である。渡航旅費と留学先での生活費は日本国政府から支給される（国費留学生）。留学先の大学では，そこの

教員の指導の下で，現地の大学の学生あるいは大学院生と同じ講義や実験・実習などを履修するが，単位を修得す

るためには，受け入れ大学での学習に十分な語学能力が必要である。修得した単位は，一定の範囲内で，本学部の

専門科目の単位として認められる。 

 

佐賀大学農学部が学術交流協定を締結している外国の大学 

 

大   学   名 国   名 交流協定締結日 地図上の記号(Ｐ30)

全南大学校農科大学 大韓民国 1987年４月27日 （１） 

コンケン大学 タイ王国 1988年６月29日 （２） 

ガジャマダ大学 インドネシア共和国 1988年９月20日 （３） 

マレーシアプトラ大学 マレーシア 1989年３月16日 （４） 

ロンドン大学インペリアルカレッジ 英国 1993年７月26日 （５） 

カセサート大学 タイ王国 1995年６月７日 （６） 

マレーシア科学大学 マレーシア 1996年８月７日 （７） 

セントメリーズ大学 カナダ 1996年９月23日 （８） 

済州大学校農科大学 大韓民国 1997年６月16日 （９） 

カリフォルニア大学デイビス校 アメリカ合衆国 1997年７月25日 （10） 

木浦大学校食品産業技術研究センター 大韓民国 1997年８月28日 （11） 

中国農業大学 中華人民共和国 2000年10月17日 （12） 

ハノイ農業大学 ベトナム社会主義共和国 2000年12月７日 （13） 

サムラトランギ大学 インドネシア共和国 2002年９月13日 （14） 

牧園大学校 大韓民国 2005年12月１日 （15） 

チュラロンコン大学 タイ王国 2005年12月１日 （16） 

キングモンクット大学ソンブリ校 タイ王国 2006年12月７日 （17） 

 

［交流協定大学のプロフィール］ 

（１）全南大学校農科大学（Chonnam National University） 

   韓国の西南部に位置する人口110万人の風光明媚な光州市にある総合大学。14の単科大学（学生数は22,000 

  人），５の大学院（院生数は２千人以上），20の研究所からなる。この大学の農科大学（農学部）は，佐賀大

学農学部が最初に学部間学術協定を結んだ外国の大学で，修士課程の院生と学部学生が数名留学している。

1991年には，大学間協定に発展。全南大学校は，ニューヨーク州立大学，ミズーリ大学（U.S.A），成功大学

（台湾）とも大学間国際交流を行っている。 

 

（２）コンケン大学（Khon Kaen University） 

   雨季と乾季の差が顕著なタイ東北部にある総合大学。1964年の創立でタイの学術文化を大きく担っている。

広大なキャンパスに15もの学部があり，１学年当たり2,500名の学生が学ぶ。コンケン大学農学部には，大学

院生と学部学生が数名留学している。コンケン大学は，ロンドン大学インペリアカレッジとも学術交流協定を

結んでいる。 
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（３）ガジャマダ大学（Gadjah Mada University） 

   1949年の創立。日本でいえば京都にあたるインドネシアの古都ジョグジャカルタにある東南アジアで最大規

模の総合大学。学部数が21，学生数が23,000名のマンモス大学。農学部の卒業生はインドネシアにおける農業

関係の研究者・技術者の約６割を占める。大学の講義はインドネシア語。今までに，修士課程の院生が１名留

学している一方，ガジャマダ大学からの留学生２名が佐賀大学農学部で学び，共に，修士と博士の学位を取得

して帰国している。 

 

（４）マレーシアプトラ大学（University Putra Malaysia） 

   マレーシアの首都クアラルンプールの郊外にある農科大学で，総合大学に向けて発展中。現在は，農学研究

を中心に10の学部からなる。様々な熱帯果樹が栽培されている農場を含めて，1,200haという広大なキャンパ

スで約１万名の学生が学ぶ。多民族国家を反映して，英語，マレー語，中国語がキャンパスに飛び交う。 

 

（５）ロンドン大学インペリアルカレッジ（Imperial College，London University） 

   ロンドン郊外のシルウッド公園内にあるキャンパスに，ツタの絡まる伝統的な赤レンガ造りの建物と近代的 

  な建物が並び，広い芝生では野ウサギが遊ぶ。世界各地からの留学生を含む大学院生と大学教員・研究員が， 

  生物学の基礎と応用の研究に打ち込む。昆虫学に関する情報と生物的防除に関する研究の世界的なセンター。 

  学部学生はおらず，学術交流も大学院レベル以上が対象である。 

 

（６）カセサート大学（Kasetsart University） 

バンコク市の北西80kmに位置し，1,250haの広大なキャンパス内に13学部，学部学生・大学院学生総数約

15,000名を有する総合大学。1943年にそれまでの３年制の農業大学を母体としてスタート。農学部，農業

産業部，工学部，科学部の４学部と協定。 

 

（７）マレーシア科学大学（University Sains Malaysia） 

   ペナン市にあり，17学部，学部学生・大学院学生総数約13,000名を有する総合大学。1971年にそれまでの自

然科学系のみの単科大学を母体にしてマレーシア国で第２番目の総合大学として設立。佐賀大学海浜台地生物

環境研究センターと共同して協定。 

 

（８）セントメリーズ大学（Saint Mary’s university） 

   カナダ東端のハリファックス市にあり，４学部，学生数総計約8,000名（パートタイムを含む）を有する総 

合大学。短期の学生受け入れも積極的に行っている。1802年に教会関連の研究所として設立されたカナダでも

最も古い英語圏大学の一つ。佐賀大学にとって北米大陸における初めての交流協定大学である。 

 

（９）済州大学校農科大学（Cheju National University） 

   韓国の西南部に位置する観光で有名な済州島の済州市にある総合大学。1952年の創立で，８学部，５研究科

（学部学生10,707人，大学院生504人）よりなる。国内では，東北大学，長崎大学，琉球大学と交流協定を締 

結している。 

 

（10）カリフォルニア大学デイビス校（University of California，Davis） 

米国カリフォルニア州の州都サクラメントの西方に位置する大学都市デイビスにある総合大学。８学部（学

部学生20,264人，大学院生2,823人）よりなり，９校あるカリフォルニア大学の中では３番目に大きい。畜産

業振興のために1868年に創立。キャンパスの広さは180ha（９校中最大）。本学部は農業・環境科学部と交流

する。 
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（11）木浦大学校（Mokpo National University） 

   韓国の西南部に位置する木浦市にある総合大学。1946年の創立。６学部(学部学生6,920人，大学院生430人) 

  と１研究センターよりなる。本学部は食品産業技術研究センターと交流を開始している。本研究センターでは

工学部食品工学科の教官を中心に他の大学や国立研究棟閑および企業の研究者と共同研究を行っている。 

 

（12）中国農業大学（China Agriculture University） 

   中国の首都北京の西部に位置しており，同国最古の北京大学の農学部として1905年に発足し，その後幾度か

の改革があって，1995年北京農業大学と北京農業工程大学とを併合して成立している。工学系，社会学系を含

め15学部62学科があり学生数合計6,550名（うち大学院生1,030名）教授195名，助教授563名。 

 

（13）ハノイ農業大学（Hanoi Agriculture University） 

   1956年に設立されたべトナムにおける最初の国立大学。農業研究の主導的な大学であり，10学部，47学科

（学生総数1200名程度）よりなる。 

 

（14）サムラトランギ大学（Sam Ratulangi University） 

   インドネシアの北部スラウエジ島に位置する美しい町，人口約40万人のマナドの中心部にはど近い丘の上に

サムラトランギ大学がある。1961年に創立され,農学部をはじめとして10の学部で構成され,学生数が約18,000

人，教官数は約1,700人の総合大学である。図書館，情報処理センターをはじめとする５つの附属施設がある。

６種類の論文集が発行されている。国内では，長崎大学，琉球大学等とも交流協定を締結している。 

 

（15）牧園大学校（Mokwon University） 

   韓国中南部の大田（テジョン）市内に３ヵ所のキャンパスを有する韓国でも有数の私立大学で，1954年創設。

現在，テクノ科学部，工学部，社会科学部，人文学部，音楽学部，美術学部，神学部の７学部，８研究所など

からなる。このうち微生物生態資源研究所は，韓国政府から私学では初めての学術強化研究機関に指定されて

いる。学生数は約9,100名，大学院生約800名，教職員数約350名。平成17年にテクノ科学部と本学農学部が協

定を結び，平成19年に大学間協定に発展した。テクノ科学部にはバイオ産業学科，生医薬化粧品学科，スポー

ツ産業学科，技術マーケティング学科などがあり，文理融合型の構成となっている。 

 

（16）チュラロンコン大学（Chulalongkorn University） 

   タイ国で最も歴史が古く（1916年創設），バンコク市内中央部に200haの広大なキャンパスを有し，18学部，

11研究所などからなるタイ国最大の大学。協定を結んでいる理学部は14学科からなり，学生数約2,000名，大

学院生約800名，教職員数約400名。生物科学科，生物学科，植物学科，化学科，遺伝学科，海洋科学科，数学

科，物理学科などのほか，微生物学科，食品工学科など農学分野とも関係深い学科・領域がある。 

 

（17）キングモンクット大学ソンブリ校（King Mongkut’s University of Technology Thonburi） 

   バンコク市にあり1960年の創立。協定を結んだSchool of Bioresources and Technologyはバイオテクノロジ

ー，ポストハーベストテクノロジー，農産資源化学及び生化学部門を有し，大学院学生のみを教育する学部で

ある。教育・研究内容には本学部との共通部分が多く，特に農産物の利用・保蔵適性，農産物の生理・生化学，

バイオテクノロジー等を中心とした学術交流の発展が期待できる。 
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佐賀大学が学術交流協定を締結している外国の大学 

 

 大   学   名 国     名 交流協定締結日 

１ アンダーソン大学 アメリカ合衆国 1978年12月27日 

２ 全南大学校 大韓民国 1991年３月８日 

３ カセサート大学 タイ王国 1996年12月６日 

４ カリフォルニア大学デイビス校 アメリカ合衆国 1997年７月24日 

５ 安東大学校 大韓民国 1997年12月11日 

６ 華東師範大学 中華人民共和国 1998年５月15日 

７ グラスゴー大学 英国 1998年７月17日 

８ コンケン大学 タイ王国 1998年９月28日 

９ 北京工業大学 中華人民共和国 1998年12月８日 

10 国民大学校 大韓民国 1999年３月29日 

11 首都師範大学 中華人民共和国 1999年４月12日 

12 ペラデニヤ大学 スリランカ民主社会主義共和国 1999年11月30日 

13 釜山大学校 大韓民国 2000年２月２日 

14 木浦大学校 大韓民国 2000年８月３日 

15 中国農業大学 中華人民共和国 2000年10月17日 

16 ハノイ農業大学 ベトナム社会主義共和国 2000年12月７日 

17 ハサヌディン大学 インドネシア共和国 2001年３月９日 

18 バングラデシュ工科大学 バングラデシュ人民共和国 2001年４月27日 

19 輔仁カトリック大学 台湾 2001年８月９日 

20 アレクサンドルイオンクザ大学 ルーマニア 2001年９月11日 

21 ガジャマダ大学 インドネシア共和国 2001年11月１日 

22 遼寧師範大学 中華人民共和国 2001年11月６日 

23 ハルビン工業大学 中華人民共和国 2001年11月12日 

24 釜慶大学校 大韓民国 2002年４月18日 

25 済州大学校 大韓民国 2002年８月９日 

26 サム ラツランギ大学 インドネシア共和国 2002年９月13日 

27 韓国技術教育大学 大韓民国 2002年10月８日 

28 華東理工大学 中華人民共和国 2003年４月１日 

29 ラジャヒ大学 バングラデシュ人民共和国 2003年５月18日 

30 ブルゴーニュ大学 フランス共和国 2003年７月１日 

31 リアウ イスラム大学 インドネシア共和国 2003年７月２日 

32 ラトローブ大学 オーストラリア連邦 2003年７月31日 

33 バングラデシュ農科大学 バングラデシュ人民共和国 2004年８月28日 

34 浙江理工大学 中華人民共和国 2004年９月６日 
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35 政治大学 台湾 2004年９月13日 

36 中興大学 台湾 2004年９月14日 

37 オルレアン大学 フランス共和国 2005年３月31日 

38 光州女子大学校 大韓民国 2005年７月14日 

39 マニトバ大学 カナダ 2005年８月８日 

40 チェンマイ大学 タイ王国 2005年９月９日 

41 台北大学 台湾 2005年10月６日 

42 ルブリン工科大学 ポーランド共和国 2006年３月３日 

43 国立東華大学 台湾 2006年６月30日 

44 培材大学校 大韓民国 2006年７月13日 

45 ノンラム大学 ベトナム社会主義共和国 2006年11月９日 

46 コハート科学技術大学 パキスタン・イスラム共和国 2007年４月27日 

47 牧園大学校 大韓民国 2007年５月16日 

48 スリビジャヤ大学 インドネシア共和国 2007年６月11日 

49 大邱大学校 大韓民国 2007年６月26日 

50 元培大学 台湾 2007年７月６日 

51 ハノイ国家大学外国語大学 ベトナム社会主義共和国 2007年８月６日 

52 プノンペン王立法経大学 カンボジア王国 2007年８月24日 

53 西南政法大学 中華人民共和国 2007年10月31日 

54 ぺシャワール大学 パキスタン・イスラム共和国 2007年11月10日 

55 王立農業大学 カンボジア王国 2007年11月21日 

56 アジア工科大学 タイ王国 2007年11月21日 

57 浙江科技学院 中華人民共和国 2007年12月25日 

58 モンクット王ラカバン工科大学 タイ王国 2008年１月３日 

59 パシフィック大学 アメリカ合衆国 2008年２月29日 

60 遼寧大学 中華人民共和国 2008年４月30日 

61 国立連合大学 台湾 2008年８月８日 

62 ダルマプルサダ大学 インドネシア共和国 2009年９月４日 

63 文藻外語学院 台湾 2009年９月４日 

64 ラオス国立大学 ラオス人民民主共和国 2010年１月26日 

65 ウィルフリッド・ロリエ大学 カナダ 2010年７月13日 

66 ジャハンギールナガール大学 バングラデシュ人民共和国 2010年７月26日 

67 チッタゴン工科大学 バングラデシュ人民共和国 2010年９月30日 

68 ビン大学 ベトナム社会主義共和国 2011年２月21日 

69 セベラスマレット大学 インドネシア共和国 2011年３月28日 

70 ジュアンダ大学 インドネシア共和国 2011年７月15日 

※詳細については，佐賀大学ホームページ：国際交流推進センターの学術交流協定校一覧を参照してください。 
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Ⅲ 分属及び卒業研究履修認定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ コース及び教育研究分野への配属 

 

農学部の生物環境科学科に入学した学生は，２年次前学期の始めに３つのコースのいずれかに分属する。さらに

応用生物科学科，生命機能科学科に入学した学生及び生物環境科学科の３つのコースに分属した学生は，各々の学

科，コースで定められた時期に各教育研究分野に分属する。そして，各コース，各教育研究分野に分属した学生は，

当該コース及び教育研究分野のカリキュラムを中心に体系だった授業科目を履修する。 

なお，それぞれの学科，コースで定められた基準よりも修得単位数が少ない場合は，分野分属が保留される場合

がある。 

 

コース分属及び分野分属の時期と要件 

［応用生物科学科］ 

応用生物科学科の学生は，３年次前学期の始めに生物資源開発学講座又は生物資源制御学講座のいずれかの講

座の各分野に分属する。この時，下記の基準を満たさない場合は原則として分野分属は保留される。 

１．２年次前学期までに開講されている教養教育科目及び専門教育科目の修得単位の合計が45単位以上あるこ

と。 

２．２年次前学期までに開講されている教養教育科目及び専門教育科目の必修科目の単位ならびに専門教育科

目の選択必修科目のうち２科目の単位を原則として修得しておくこと。 

 

［生物環境科学科］ 

  生物環境科学科の学生は，２年次前学期の始めに生物環境保全学コース，資源循環生産学コース又は地域社会

開発学コースに分属する。コース分属は原則として希望調査に基づいて行うが，コース間の学生数のバランスが

取れない場合は，１年次の成績評定平均値（グレードポイントアベレージ，ＧＰＡ）を参考にして決定する。ま

た，１年後学期までの修得単位数が25単位以上の学生を優先的に配置する。 

 

  生物環境保全学コースの学生は，３年次前学期の始めに各分野に分属する。 

２年次後学期までに65単位以上を修得しておくこと。 

資源循環生産学コースの学生は，２年次後学期始めに各分野に分属する。 

２年次前学期までに47単位以上を修得しておくこと。 

  地域社会開発学コースの学生は，３年次前学期の始めに各分野に分属する。 

２年次後期までに65単位以上を修得しておくこと。  

 

［生命機能科学科］ 

生命機能科学科の学生は，３年次後学期の始めに，生命化学講座又は食糧科学講座のいずれかの講座の各分野

に分属する。この時，下記の基準を満たさない場合は，原則として分野分属は保留される。 

１．大学入門科目，共通基礎科目，専門基礎科目及び農学基礎科目，また３年次前学期までに修得可能な学科

の必修科目の単位は原則としてすべて修得しておくこと。 

２．専門科目，基本教養科目及びインターフェース科目の修得単位数が著しく不足している場合は，分野分属

を保留される。 

３．３年次編入学生については，３年次前学期の成績によって分属を判断する。 
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１ 佐賀大学学士力，農学部の目的，農学部各学科の目的， 

学位授与の方針，教育課程編成・実施の方針， 

カリキュラムマップ及び標準履修モデル 
 

「佐賀大学学士力」について 

「佐賀大学 学士力」とは，佐賀大学の学士課程で学習する学生が，卒業までに身につける能力を定めたもの

です。佐賀大学では，学士力に示した能力を学生に身につけさせることを目指し，教育を行っています。 

 

佐賀大学 学士力 

 

佐賀大学では，基礎的及び専門的な知識と技能に基づいて課題を発見し解決する能力を培い，個人として生涯

にわたって成長し，社会の持続的発展を支える人材を養成する。そのために，佐賀大学の学士力を次のとおり位

置づける。 

 

１．基礎的な知識と技能 

⑴ 文化と自然 

世界を認識するための幅広い知識を有機的に関連づけて修得し，文化（芸術及びスポーツを含む）的素養

を身につけている。 

⑵ 現代社会と生活 

健全な社会や健康な生活に関する種々の知識を修得し，生活の質の向上に役立てることができる。 

⑶ 言語・情報・科学リテラシー 

① 日本語による文書と会話で他者の意思を的確に理解できるとともに，自らの意思を表現し他者の理解を

得ることができる。英語を用いて，専門分野の知識を修得でき，自己の考えを発信できる。初修外国語を

用いて，簡単な会話ができ平易な文章を読み書きできる。 

② 情報を収集し，その適正を判断でき，適切に活用・管理できる。 

③ 科学的素養を有し，合理的及び論理的な判断ができる。 

⑷ 専門分野の基礎的な知識と技法 

専門分野において，基本概念や原理を理解して説明でき，一般的に用いられている重要な技法に習熟して

いる。 

 

２．課題発見・解決能力 

⑴ 現代的課題を見出し，解決の方法を探る能力 

現代社会における諸問題を多面的に考察し，その解決に役立つ情報を収集し分析できる。 

⑵ プロフェッショナルとして課題を発見し解決する能力 

専門分野の課題を発見し，その解決に向けて専門分野の基礎的な知識と技法を応用することができる。 

⑶ 課題解決につながる協調性と指導力 

課題解決のために，他者と協調・協働して行動でき，また，他者に方向性を示すことができる。 
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３．個人と社会の持続的発展を支える力 

⑴ 多様な文化と価値観を理解し共生に向かう力 

文化や伝統などの違いを踏まえて，平和な社会の実現のために他者の立場で物事を考えることができる。

また，自然環境や社会的弱者に配慮することができる。 

⑵ 持続的な学習力と社会への参画力 

様々な問題に積極的に関心を持ち，自主的・自律的に学習を続けることができる。自己の生き方を考察し，

主体的に社会的役割を選択・決定し，生涯にわたり自己を活かす意欲がある。 

⑶ 高い倫理観と社会的責任感 

高い倫理観を身につけ社会生活で守るべき規範を遵守し，自己の能力を社会の健全な発展に寄与しうる姿

勢を身に付けている。 

 

備考 

１．各項目の実施組織および実施方法は，別に定める。 

２．各項目に対応する授業科目の数・単位数は，学部が定めるところによる。 

 

 

 

農学部の目的 

農学部は，農学及び関連する学問領域において，多様な社会的要請にこたえうる幅広い素養と実行力を身に付け

た人材を育成することを目的とする。 

 

 

農学部各学科の目的 

１．応用生物科学科 

生物の特性を理解し，生物の改良や活用を通して，社会に貢献できる人材を育成すること。 

 

２．生物環境科学科 

（生物環境保全学コース） 

 地球上の環境や生態系を深く理解し，これらの保全，再生及び活用を通して，社会に貢献できる人材を育

成すること。 

（資源循環生産学コース） 

生物科学及び生産情報科学の理論と技術を学び，環境に配慮した食糧生産と環境問題の解決に貢献できる

人材を育成すること。 

（地域社会開発学コース） 

フィールドワークに基づく教育研究を通して，日本を含むアジア・太平洋諸地域における，持続可能な循

環型地域社会の構築に貢献できる人材を育成すること。 

 

３．生命機能科学科 

科学的思考力を備え，生命科学技術の応用を通して，食と健康の分野において社会に貢献できる人材を育成す

ること。 
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佐賀大学農学部 学位授与の方針 

教育目標に照らして，学生が身につけるべき以下の具体的学習成果の達成を学位授与の方針とする。また，学則

に定める所定の単位を修得した者には，教授会の議を経て，学長が卒業を認定し，学位記を授与する。 

 

応用生物科学科 

１．基礎的な知識と技能 

⑴ 文化と自然などに関する授業科目を有機的に関連付けて履修・修得し，文化的素養を身に付けている。 

⑵ 健全な社会や健康な生活に関する種々の授業科目を履修・修得し，生活の質の向上に役立てることができる。 

⑶ 言語・情報・科学リテラシーに関する授業科目を履修・修得し，日本語と英語を用いたコミュニケーション・

スキルを身に付け，情報通信技術（ＩＣＴ）などを用いて，多様な情報を収集・分析し，科学的合理性や科学

的論理に基づいて判断し，モラルに則って効果的に活用することができる。 

⑷ 微生物から植物や動物など，農学分野で扱う生物の基礎的な知識・技術を体系的に修得し，農学に関わる業

務を遂行する職業人としての必要な実践能力を有する。 

 
２．課題発見・解決能力 

⑴ 実践演習型学習や問題解決型学習を通して現代的な諸問題に関心・理解を持ち，解決に必要な情報を収集・

分析・整理し，科学的・論理的な思考に基づいて，その問題の解決に取り組むことができる。 

⑵ 微生物から植物や動物など，農学分野で扱う生物に関して深い学識や基礎的技術を持ち，課題の発見や解決

に向けての思考力および行動力を身に付けている。 

⑶ 演習や卒業研究などを通して人間理解に立った良い人間関係の形成，研究チームの一員としての協調・協働

した行動，リーダーシップを発揮する率先した行動，後輩等に対する指導力などを身に付け，実践できる。 

 
３．個人と社会の持続的発展を支える力 

⑴ 文化や伝統などの違いを踏まえて，平和な社会実現のために他者の立場で物事を考え，自然環境や社会的弱

者に配慮することができる。 

⑵ 問題解決型学習などを通して自己学習の習慣を身に付け，自己の生き方を考察し，主体的に社会的役割を選

択・決定し，生涯学習を行う意欲と態度を有する。 

⑶ ４年間の教育課程を通して高い倫理観と豊かな人間性を育み，社会生活で守るべき規範を順守し，自己の能

力を社会の健全な発展に寄与しうる姿勢を身に付けている。 

 

生物環境科学科 

１．基礎的な知識と技能 

⑴ 文化と自然などに関する授業科目を有機的に関連付けて履修・修得し，文化的素養を身に付けている。 

⑵ 健全な社会や健康な生活に関する種々の授業科目を履修・修得し，生活の質の向上に役立てることができる。 

⑶ 言語・情報・科学リテラシーに関する授業科目を履修・修得し，日本語と英語を用いたコミュニケーション・

スキルを身に付け，情報通信技術（ＩＣＴ）などを用いて，多様な情報を収集・分析し，科学的合理性や科学

的論理に基づいて判断し，モラルに則って効果的に活用することができる。 

⑷ 農学分野の基礎的な知識・技術を体系的に修得し，農学に関わる業務を遂行する職業人としての必要な実践

能力を有する。 

 
２．課題発見・解決能力 

⑴ 実践演習型学習や問題解決型学習を通して現代的な諸問題に関心・理解を持ち，解決に必要な情報を収集・

分析・整理し，科学的・論理的な思考に基づいて，その問題の解決に取り組むことができる。 
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⑵ 農学における専門分野についての深い学識を持ち，専門分野における課題解決に向けての基本的研究技能と

研究マインドを身に付けている。 

⑶ 演習や卒業研究などを通して人間理解に立った良い人間関係の形成，研究チームの一員としての協調・協働

した行動，リーダーシップを発揮する率先した行動，後輩等に対する指導力などを身に付け，実践できる。 

 
３．個人と社会の持続的発展を支える力 

⑴ 文化や伝統などの違いを踏まえて，平和な社会実現のために他者の立場で物事を考え，自然環境や社会的弱

者に配慮することができる。 

⑵ 問題解決型学習などを通して自己学習の習慣を身に付け，自己の生き方を考察し，主体的に社会的役割を選

択・決定し，生涯学習を行う意欲と態度を有する。 

⑶ ４年間の教育課程を通して高い倫理観と豊かな人間性を育み，社会生活で守るべき規範を順守し，自己の能

力を社会の健全な発展に寄与しうる姿勢を身に付けている。 

 

生命機能科学科 

１．基礎的な知識と技能 

⑴ 文化と自然などに関する授業科目を有機的に関連付けて履修・修得し，文化的素養を身に付けている。 

⑵ 健全な社会や健康な生活に関する種々の授業科目を履修・修得し，生活の質の向上に役立てることができる。 

⑶ 言語・情報・科学リテラシーに関する授業科目を履修・修得し，日本語と英語を用いたコミュニケーション・

スキルを身に付け，情報通信技術（ＩＣＴ）などを用いて，多様な情報を収集・分析し，科学的合理性や科学

的論理に基づいて判断し，モラルに則って効果的に活用することができる。 

⑷ 農学分野の基礎的な知識・技術を体系的に修得し，農学に関わる業務を遂行する職業人としての必要な実践

能力を有する。 

 
２．課題発見・解決能力 

⑴ 実践演習型学習や問題解決型学習を通して現代的な諸問題に関心・理解を持ち，解決に必要な情報を収集・

分析・整理し，科学的・論理的な思考に基づいて，その問題の解決に取り組むことができる。 

⑵ 農学における専門分野についての深い学識を持ち，専門分野における課題解決に向けての基本的研究技能と

研究マインドを身に付けている。 

⑶ 演習や卒業研究などを通して人間理解に立った良い人間関係の形成，研究チームの一員としての協調・協働

した行動，リーダーシップを発揮する率先した行動，後輩等に対する指導力などを身に付け，実践できる。 

 
３．個人と社会の持続的発展を支える力 

⑴ 文化や伝統などの違いを踏まえて，平和な社会実現のために他者の立場で物事を考え，自然環境や社会的弱

者に配慮することができる。 

⑵ 問題解決型学習などを通して自己学習の習慣を身に付け，自己の生き方を考察し，主体的に社会的役割を選

択・決定し，生涯学習を行う意欲と態度を有する。 

⑶ ４年間の教育課程を通して高い倫理観と豊かな人間性を育み，社会生活で守るべき規範を順守し，自己の能

力を社会の健全な発展に寄与しうる姿勢を身に付けている。 
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佐賀大学農学部 教育課程編成•実施の方針 

１．教育課程の編成 

学位授与の方針を具現化するために，以下の方針の下に教育課程を編成し，教育を実施する。 

 

応用生物科学科 

効果的な学習成果をあげるために，教養教育科目と専門教育科目を有機的かつ体系的に配置した４年間の教育

課程を編成する。 

⑴ 基礎的な知識と技能 

教養教育において，文化・自然・現代社会と生活に関する授業科目（基本教養科目，健康・スポーツ科目），

言語・情報・科学リテラシーに関する授業科目（外国語科目，情報リテラシー科目，大学入門科目，基本教養

科目）を，必修および選択必修として幅広く履修できるように配置する。 

教養教育における言語・情報・科学リテラシーに関する教育科目は初年時から開講し，農学分野での専門課

程における応用・発展的な学習に繋げる。 

専門教育科目においても言語・情報・科学リテラシーに関する科目を配置し，農学分野での応用，発展が可

能な知識と専門技術の修得を図る。 

農学分野の基礎的な知識・技術を体系的に身に付けるために専門科目を１年次から配置するとともに，実験

科目を２年時から配置する。 

⑵ 課題発見・解決能力 

教養教育において，さまざまな課題を探求し，少人数クラスでの検討を通じて解決の道を探るための授業科

目を，初年次の必修として配置する（大学入門科目）。また，現代的な課題を発見・探求し，問題解決につなが

る協調性と指導力を身につけさせるための科目を，選択として配置する（インターフェース科目）。 

農学分野の基礎的な知識・技術を体系的に身に付けるために専門科目を１年次から配置するとともに，実験

科目を２年時から，演習科目を３年時から，卒業研究を４年時に配置する。 

農学分野における課題発見と解決能力の習得のために，情報収集・分析力，研究技能と研究マインド，リー

ダーシップを発揮する指導力などの養成に関する実験・演習科目及び卒業研究を配置する。 

応用生物科学に関する専門的な知識，技術を修得し，農学に関わる業務を遂行する職業人としての実践能力

を養うために，インターフェース科目を２年次から配置する。 

⑶ 個人と社会の持続的発展を支える力 

教養教育において，他者を理解し共生する力や高い倫理観・社会的責任感に関する授業科目を選択必修とし

て幅広く履修できるように配慮する（インターフェース科目）。 

社会との関わりを理解し，持続的な自己実現を図るための能力，習慣を身に付けるために，インターフェー

ス科目およびインターンシップを配置する。学部専門科目として，問題解決型学習方式で実施する各研究分野

での実験を配置する。 

各研究室への配属は３年次前学期に行われ，卒業研究修了まで専門的な研究環境を長期間経験することによ

り，学士（農学）として十分な専門知識と先端技術を習得するとともに，研究チームの一員としての協調性，

高い倫理観と豊かな人間性を養う専門科目（各研究分野実験,卒業研究など）を配置する。 

 

生物環境科学科 

効果的な学習成果をあげるために，教養教育科目と専門教育科目を有機的かつ体系的に配置した４年間の教育

課程を編成する。 

⑴ 基礎的な知識と技能 

教養教育において，文化・自然・現代社会と生活に関する授業科目（基本教養科目，健康・スポーツ科目），

言語・情報・科学リテラシーに関する授業科目（外国語科目，情報リテラシー科目，大学入門科目，基本教養

科目）を，必修および選択必修として幅広く履修できるように配置する。 
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教養教育における言語・情報・科学リテラシーに関する教育科目は初年時から開講し，基礎的な汎用技能を

修得した上で，農学分野での専門課程における応用・発展的な学習に繋げる。 

専門教育科目においても言語・情報・科学リテラシーに関して，農学分野での応用，発展が可能な知識と専

門技術の修得を図る。 

農学分野の基礎的な知識・技術を体系的に学習するために，１年前期に専門基礎科目を，１年次から２年次に

農学基礎科目を選択必修科目として配置する。１年後期は学科を構成する３コースの専門領域を理解するために

３科目の専門必修を配置する。２年前期からは，各コースが指定する履修モデルに準じて専門科目を配置する。 

⑵ 課題発見•解決能力 

教養教育において，さまざまな課題を探求し，少人数クラスでの検討を通じて解決の道を探るための授業科

目を，初年次の必修として配置する（大学入門科目）。また，現代的な課題を発見・探求し，問題解決につなが

る協調性と指導力を身につけさせるための科目を，選択として配置する（インターフェース科目）。 

農学分野の基礎的な知識・技術を体系的に身に付けるために専門基礎科目（基礎数学，物理学，生物学，化

学）と農学基礎科目（作物生産学，動物資源開発学，生物化学，土壌学，食料流通経済学）を１−２年次に，科

学英語を３年後期に配置する。また，専門の情報リテラシー科目として１年後期に生産情報処理学Ⅰを配置する。 

農学分野における課題発見と解決能力の修得のために，情報収集・分析力，研究技能と研究マインド，リーダー

シップを発揮する指導力などの養成に関する講義科目，実験・演習科目及び卒業研究を専門科目として配置する。 

生物環境科学に関する専門的な知識，技術を修得し，農学に関わる業務を遂行する職業人としての実践能力を

養うために，専門科目(必修および選択)と実験科目，演習科目を１年次後学期から４年次まで体系的に配置する。 

⑶ 個人と社会の持続的発展を支える力 

教養教育において，他者を理解し共生する力や高い倫理観・社会的責任感に関する授業科目を選択必修とし

て幅広く履修できるように配慮する（インターフェース科目）。 

社会との関わりを理解し，持続的な自己実現を図るための能力，習慣を身に付けるために，学部専門科目と

して，問題解決型学習方式で実施する演習やインターンシップを配置する。 

各コースへの配置は２年次前学期に行われ，さらに２年次後学期（資源循環生産学コース）あるいは３年次

前学期（生物環境保全学コース，地域社会開発学コース）には，コース内において，各教育研究分野への配属

が行われ，卒業研究修了まで専門的な研究環境を長期間経験することにより，学士（農学）として十分な専門

知識と先端技術を修得するとともに，研究チームの一員としての協調性，高い倫理観と豊かな人間性を養う専

門科目（卒業研究など）を配置する。 

 

生命機能科学科 

効果的な学習成果をあげるために，教養教育科目と専門教育科目を有機的かつ体系的に配置した４年間の教育

課程を編成する。 

⑴ 基礎的な知識と技能 

教養教育において，文化・自然・現代社会と生活に関する授業科目（基本教養科目，インターフェース科目，

健康・スポーツ科目），言語・情報・科学リテラシーに関する授業科目（外国語科目，情報処理科目）を，必修

および選択必修として幅広く履修できるように配置する。 

教養教育における言語・情報・科学リテラシーに関する教育科目は初年次から開講し，基礎的な汎用技能を

修得した上で，農学分野での専門課程における応用・発展的な学習に繋げる。 

専門教育科目においても言語・情報・科学リテラシーに関して，農学分野での応用，発展が可能な知識と専

門技術の修得を図る。 

基礎化学を体系的に学習し，これらを理解し応用する能力の育成を目指すため，１年次に専門基礎科目３科

目，専門科目４科目を必修科目，２年前期に専門科目６科目を必修科目として配置する。 

また，農学分野の基礎的な知識・技術を体系的に学習するために，農学基礎科目を１年次から２年次に選択

必修科目として配置する。さらに，実験を通じて専門的知識・技術を修得するために，必修の実験科目を２年

次後学期から３年次前学期に連続的に配置する。 
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⑵ 課題発見・解決能力 

教養教育において，さまざまな課題を探求し，少人数クラスでの検討を通じて解決の道を探るための授業科

目を，初年次の必修として配置する（大学入門科目Ⅰ）。また，現代的な課題を発見・探求し，問題解決につな

がる協調性と指導力を身につけさせるための科目を，選択として配置する（基本教養科目）。 

生物機能や生物資源を中心とする生命化学を体系的に学習し，これらを理解し応用する能力の育成を目指す

ために必要な基礎から応用に至る化学的な教養及び実践的な研究能力を身に付けることを目標として，基礎か

らより専門性の高い科目を年次進行で配置したカリキュラムを実施する。 

修得した知識，技能を活用し，直面する諸問題を正確に解析する能力と自発的に方策を立て問題解決を図る

実践応用能力を養うために，４年次に卒業研究を含む専門２科目を必修科目として配置し，演習を選択科目と

して配置する。 

⑶ 個人と社会の持続的発展を支える力 

教養教育において，他者を理解し共生する力や高い倫理観・社会的責任感に関する授業科目を選択必修とし

て幅広く履修できるように配慮する（基本教養科目，インターフェース科目）。 

様々な問題に積極的に関心を持ち調査する能力や，自主的・自立的に学習する習慣を身に付けるために，専

門科目としてインターンシップ科目（選択）を配置する。 

専門的な研究環境を長期間経験する目的から３年次後学期に研究室分属を行い，午後の時間は専門外書講読，

引き継ぎ実験を行い，研究チームの一員としての協調性，倫理感と豊かな人間性を養う。 

（別紙）生命機能科学科における教育目標を達成するための授業科目の流れ（カリキュラムマップ） 

 

２．教育の実施体制 

⑴ 授業科目の教育内容ごとに，その分野の授業を行うのに適した専門性を有する教員が講義・演習・実験実習

等を担当するように担当教員を配置する。 

⑵ 各授業科目に主担当教員を置き，複数の担当教員により実施する授業の一貫性を担保するなど，授業科目を

統括する。 

⑶ 学部に教育担当副学部長（教育委員長）を，各学科に教育委員を置き，教育内容および実施の整合性・統合

性を図る。 

 

３．教育・指導の方法 

⑴ 講義による知識の学習と，演習や実験実習による実証的学習や体験学習とをバランスよく組み合わせて学習

成果を高める。 

⑵ 全ての学生にチューター（指導教員）を配置し，ＧＰＡを利用した，きめ細かな履修指導や学習支援を行う。 

⑶ 各教員は，全ての授業科目について学生による授業評価を実施し，その結果を踏まえて授業改善報告書を作

成する。また，教育方法の改善のためのＦＤを推進し，各教員はＦＤ活動に積極的に参加する。 

⑷ 各教員は実習科目や演習科目において，可能な限りＴＡを採用し，学部教育の改善を図り，各学期末にはＴ

Ａ報告書を作成する。 

⑸ 各学科・コースは大学入門科目やインターンシップなどの授業科目において，可能な限りキャリア教育の充

実を図る。 

⑹ 各学科・コースはｅラーニングやＬＭＳなどの新しい教育方法を積極的に導入して，教育方法の改善を図る。 

 

４．成績の評価 

⑴ 各授業科目の学習内容，到達目標，成績評価の方法・基準をオンラインシラバスにより学生に周知し，それ

に則した厳格な成績評価を行う。 

⑵ 各学科・コースは定められた基準によって学修到達度を評価し，コース分属や分野分属，卒業研究履修認定

を行う。 
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表　    　応用生物科学科における教育目標を達成するための授業科目の流れ（カリキュラムマップ）

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期 ４年前期 ４年後期

(1)

(2)

(3)

教育目標
授　業　科　目　名

1

(4)

植物生理学

遺伝学

基本教養科目

情報基礎概論,演習

化学

作物生産学

健康スポーツ科学，スポーツ実習

動物資源開発学

生物化学

土壌学 食料流通経済学

応用動物昆虫学

生物統計学

熱帯農業論

植物病理学I

植物育種学

線虫学

動物行動生態学

システム生態学

果樹園芸学

蔬菜園芸学

植物病原学

昆虫学

動物繁殖生理学

熱帯作物改良学

観賞園芸学

植物分子遺伝学

動物遺伝育種学

動物生体生理学

植物病理学II

熱帯有用植物学

初修外国語Ⅰa

英 語 A 科学英語

生物学

英 語 B 英 語 C 英 語 D

初修外国語Ⅰb 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

フィールド科学

基礎実習I

基本教養科目

基本教養科目

生物科学英語

生物情報処理演習

生物情報処理演習

植物栄養学

食料試料学

(2)

20～ 21～ 20～ 20～ 19～ 15～ 4～ 4～
標準取得
単位数

(3)

3

(1)

2

(1)

(2)

(3)

植物生理学

遺伝学

化学

作物生産学 動物資源開発学

生物化学

土壌学 食料流通経済学

応用動物昆虫学

生物統計学

熱帯農業論

植物病理学I

植物育種学

線虫学

動物行動生態学

システム生態学

果樹園芸学

蔬菜園芸学

植物病原学

昆虫学

動物繁殖生理学

熱帯作物改良学

観賞園芸学

植物分子遺伝学

動物遺伝育種学

動物生体生理学

植物病理学II

熱帯有用植物学

生物情報処理演習

卒 業 研 究

各 研 究 分 野 実 験

生物学実験 応用生物学実験

生物学

応用化学実験

卒 業 研 究

生物情報処理演習

大学入門科目

卒 業 研 究

インターンシップ

フィールド科学

基礎実習I

インターフェース科目

インターフェース科目

インターフェース科目

インターフェース科目

大学入門科目

各 研 究 分 野 実 験

各 研 究 分 野 実 験

生物情報処理演習

各 研 究 分 野 実 験

生物学実験 応用生物学実験

応用化学実験

生物情報処理演習

農学基礎科目

植物栄養学

食料試料学
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表　    　生物環境科学科（生物環境保全学コース）における教育目標を達成するための授業科目の流れ（カリキュラムマップ）

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期 ４年前期 ４年後期

(1)

(2)

(3)

(4)

(2)

教育目標
授　業　科　目　名

1

(1)

生物環境
保全学概説

資源循環
生産学概説

情報基礎概論・

情報基礎演習Ⅰ

化学

作物生産学

健康・スポーツ科目

動物資源開発学

生物化学

土壌学 食料流通経済学

環境化学

生物統計学
生産情報
処理学Ⅰ

卒業研究

初修外国語Ⅰa

英語Ａ
科学英語

基 本 教 養 科 目

生物学

英語Ｂ 英語Ｃ 英語Ｄ

初修外国語Ⅰb 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

物理学
基礎

数学

環境基礎

解析学

環境汚染化学

地球環境学

土壌環境科学

水環境学

地盤環境学

環境水理学Ⅰ・
同演習Ⅰ

土壌微生物学

現代環境学

環境水理学Ⅱ・
同演習Ⅱ

地盤環境学Ⅱ

基 本 教 養 科 目

基 本 教 養 科 目

インターフェース科目

科学英語
大学入門

科目

英書講読

英書講読

(2)

20 23 20～ 18～ 19～ 18～ 6 4

(2)

2

(3)

標準取得
単位数

(3)

3

(1)

地域社会
開発学概説 応用力学

卒業研究

インターフェース科目

卒業研究

インターンシップⅠ

解析学 土壌環境科学

気象水文学

生物環境
保全学演習

実験生物環境
保全学

実験水気圏
環境学

測地学Ⅱ・
同演習Ⅱ

土壌微生物学

植物生態

生理学 システム生態学

地盤環境学Ⅱ

環境浄化生物学

干潟環境学

インターフェース科目

インターフェース科目

測地学Ⅰ・
同演習Ⅰ

インターフェース科目

大学入門科目

農村環境計画学植物栄養学
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表　    　生物環境科学科（資源循環生産学コース）における教育目標を達成するための授業科目の流れ（カリキュラムマップ）

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期 ４年前期 ４年後期

(1)

(2)

(3)

(4)

教育目標
授　業　科　目　名

1

(1)

生物環境

保全学概説

資源循環

生産学概説

情報基礎概論

情報基礎演習Ⅰ

作物生産学

健康・スポーツ科目

動物資源開発学

生物化学

土壌学 食料流通経済学

植物遺伝資源学

ｴﾈﾙｷﾞｰ利用学

栽培環境制御学

生物統計学

分析化学

生産情報処理学Ⅰ

卒業研究

初修外国語 Ia

英語A 科学英語英語B 英語C 英語D

初修外国語 Ib 初修外国語 IIa 初修外国語 IIb

基 本 教 養 科 目

基 本 教 養 科 目

大学入門科目

インターフェース科目 インターフェース科目

科学英語

生物有機化学
遺伝子工学

分子細胞生物学

物理化学

植物生理学

分子生物学

生物物理化学

微生物学

植物分子遺伝学

生化学

遺伝学

有機化学

農業生産機械学

農産食品流通貯蔵学

応用動物昆虫学

経営資源管理学

農業資源物質工学

土壌微生物学

動物生産管理学
設計・製図学

生産ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

雑草学

食用作物学

生産情報管理学

CAD利用学

環境浄化生物学

食品化学

生産情報処理学Ⅱ

環境基礎解析学
地球環境科学

環境保全型農業論

環境汚染科学

基 本 教 養 科 目

化学生物学

物理学
基礎

数学

(2)

20 23 20 20 20 20 4～ 4～

2

(2)

(3)

標準取得
単位数

3

(1)

(3)

地域社会

開発学概説

植物遺伝資源学

卒業研究

卒業研究

植物生態生理学

経営資源管理学

栄養化学
雑草学
飼料資源学

植物病理学Ⅰ

食料流通貯蔵学

環境水利学Ⅰ
動物生態生理学

応用微生物学

応用力学
植物育種学

動物遺伝育種学

植物病原学

農業政策論

蔬菜園芸学

果樹園芸学

生物資源化学

農産物利用学

食品衛生学

フィールド科学
基礎実習Ⅰ

動物資源開発学実験Ⅱ

生物科学実験実習

動物資源開発学実験Ⅰ

フィールド科学
基礎実習Ⅱ

作物学実験実習Ⅰ

園芸工学実験実習Ⅰ

資源循環生物学
実験実習Ⅰ

資源循環フィールド科学

実習

植物遺伝資源学実験

実習Ⅰ

作物学実験実習Ⅱ
園芸工学実験実習Ⅱ
資源循環生物学
実験実習Ⅱ
遺伝資源フィールド科学
実習

植物遺伝資源学実験

実習Ⅱ

環境科学演習

フィールド科学総合実習

作物学演習Ⅱ

園芸工学演習Ⅱ

資源循環生物学

演習Ⅱ

資源循環フィールド

科学演習Ⅱ

植物遺伝資源学

演習Ⅱ

作物学演習Ⅰ

園芸工学演習Ⅰ

資源循環生物学

演習Ⅰ

資源循環フィールド

科学演習Ⅰ

植物遺伝資源学

演習Ⅰ

インターフェース科目

インターフェース科目

インターフェース科目

大学入門科目

インターンシップⅠ･Ⅱ

インターフェース科目
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表　    　生物環境科学科（地域社会開発学コース）における教育目標を達成するための授業科目の流れ（カリキュラムマップ）表

教育目標
授　業　科　目　名

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期 ４年前期 ４年後期
教育目標

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期 ４年前期 ４年後期

(1) 基 本 教 養 科 目(1) 基 本 教 養 科 目

健康・スポーツ科学・スポーツ実習

基 本 教 養 科 目

基 本 教 養 科 目

健康・スポーツ科学・スポーツ実習

基 本 教 養 科 目

基 本 教 養 科 目

(2)

健康・スポーツ科学・スポーツ実習

基 本 教 養 科 目

基 本 教 養 科 目

(2)

健康・スポーツ科学・スポーツ実習

基 本 教 養 科 目

基 本 教 養 科 目

健康・スポーツ科学・スポーツ実習

基 本 教 養 科 目

基 本 教 養 科 目

情報基礎概論・

情報基礎演習

健康・スポーツ科学・スポーツ実習

初修外国語Ⅰa

英語A
科学英語

基 本 教 養 科 目

英語B 英語C 英語D

初修外国語 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

基 本 教 養 科 目

基 本 教 養 科 目

情報基礎概論・

情報基礎演習

健康・スポーツ科学・スポーツ実習

初修外国語Ⅰa

英語A
科学英語

英語B 英語C 英語D

初修外国語 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

基 本 教 養 科 目

基 本 教 養 科 目

情報基礎概論・

情報基礎演習

健康・スポーツ科学・スポーツ実習

初修外国語Ⅰa

英語A
科学英語

英語B 英語C 英語D

初修外国語 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

基 本 教 養 科 目

基 本 教 養 科 目

情報基礎概論・

情報基礎演習

健康・スポーツ科学・スポーツ実習

初修外国語Ⅰa

英語A
科学英語

英語B 英語C 英語D

初修外国語 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

基 本 教 養 科 目

基 本 教 養 科 目

(3)1

情報基礎概論・

情報基礎演習

健康・スポーツ科学・スポーツ実習

初修外国語Ⅰa

英語A
科学英語

英語B 英語C 英語D

初修外国語 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

基 本 教 養 科 目

基 本 教 養 科 目

(3)1

情報基礎概論・

情報基礎演習

健康・スポーツ科学・スポーツ実習

初修外国語Ⅰa

英語A
科学英語

英語B 英語C 英語D

初修外国語 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

基 本 教 養 科 目

基 本 教 養 科 目

情報基礎概論・

情報基礎演習

健康・スポーツ科学・スポーツ実習

初修外国語Ⅰa

英語A
科学英語

英語B 英語C 英語D

初修外国語 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

基 本 教 養 科 目

基 本 教 養 科 目

情報基礎概論・

情報基礎演習

健康・スポーツ科学・スポーツ実習

初修外国語Ⅰa

英語A
科学英語

英語B 英語C 英語D

初修外国語 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

基 本 教 養 科 目

基 本 教 養 科 目

情報基礎概論・

情報基礎演習

健康・スポーツ科学・スポーツ実習

初修外国語Ⅰa

英語A
科学英語

英語B 英語C 英語D

初修外国語 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

基 本 教 養 科 目

基 本 教 養 科 目

情報基礎概論・

情報基礎演習

化学

作物生産学

健康・スポーツ科学・スポーツ実習

動物資源開発学

生物化学

土壌学 食料流通経済

卒業研究

初修外国語Ⅰa

英語A
科学英語

生物学

英語B 英語C 英語D

初修外国語 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

物理学
基礎
数学

基 本 教 養 科 目

基 本 教 養 科 目

情報基礎概論・

情報基礎演習

化学

作物生産学 動物資源開発学

生物化学

土壌学 食料流通経済

卒業研究

初修外国語Ⅰa

英語A
科学英語

生物学

英語B 英語C 英語D

初修外国語 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

物理学
基礎
数学

基 本 教 養 科 目

情報基礎概論・

情報基礎演習

化学

作物生産学 動物資源開発学

生物化学

土壌学 食料流通経済

卒業研究

初修外国語Ⅰa

英語A
科学英語

生物学

英語B 英語C 英語D

初修外国語 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

物理学
基礎
数学

基 本 教 養 科 目

情報基礎概論・

情報基礎演習

化学

作物生産学 動物資源開発学

生物化学

土壌学 食料流通経済

卒業研究

初修外国語Ⅰa

英語A
科学英語

生物学

英語B 英語C 英語D

初修外国語 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

物理学
基礎
数学

基 本 教 養 科 目

(4)

情報基礎概論・

情報基礎演習

化学

作物生産学 動物資源開発学

生物化学

土壌学 食料流通経済

卒業研究

初修外国語Ⅰa

英語A
科学英語

生物学

英語B 英語C 英語D

初修外国語 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

物理学
基礎
数学

基 本 教 養 科 目

(4)

情報基礎概論・

情報基礎演習

化学

作物生産学 動物資源開発学

生物化学

土壌学 食料流通経済

卒業研究

初修外国語Ⅰa

英語A
科学英語

生物学

英語B 英語C 英語D

初修外国語 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

物理学
基礎
数学

基 本 教 養 科 目

物理学
基礎
数学物理学 数学

情報基礎概論・

情報基礎演習

化学

作物生産学 動物資源開発学

生物化学

土壌学 食料流通経済

卒業研究

初修外国語Ⅰa

英語A
科学英語

生物学

英語B 英語C 英語D

初修外国語 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

物理学
基礎
数学

基 本 教 養 科 目

科学英語

化学

作物生産学 動物資源開発学

生物化学

土壌学 食料流通経済

卒業研究生物学

物理学
基礎
数学

科学英語

化学

作物生産学 動物資源開発学

生物化学

土壌学 食料流通経済

生物統計学
生産情報
処理学Ⅰ

卒業研究生物学

物理学
基礎
数学

大学入門
科目Ⅰ

インターフェース科目 インターフェース科目

科学英語

社会統計学
(1)

生物統計学
生産情報
処理学Ⅰ

大学入門
科目Ⅰ

インターフェース科目 インターフェース科目

科学英語

社会統計学生物統計学
生産情報
処理学Ⅰ

大学入門
科目Ⅰ

インターフェース科目 インターフェース科目

科学英語

社会統計学生物統計学
生産情報
処理学Ⅰ

大学入門
科目Ⅰ

インターフェース科目 インターフェース科目

科学英語

社会統計学生物統計学
生産情報
処理学Ⅰ

大学入門
科目Ⅰ

インターフェース科目 インターフェース科目

科学英語

社会統計学

地域資源論

生物統計学
生産情報
処理学Ⅰ

観光人類学 国際地域開発論 農村開発学

大学入門
科目Ⅰ

インターフェース科目 インターフェース科目

科学英語

社会統計学

生物環境 地域資源論 観光人類学 国際地域開発論 農村開発学生物環境

人類生態学

地域資源論 観光人類学

環境地理学

国際地域開発論

生態人類学

農村開発学

地域社会論

資源循環
人類生態学 環境地理学 生態人類学 地域社会論

資源循環
生産学概説

人類生態学 環境地理学 生態人類学

食料 論

地域社会論

ジ 比較農業

資源循環
生産学概説

地域ビジネス

人類生態学 環境地理学

人間生物学

生態人類学

食料市場論 アジア比較農業

資源循環
生産学概説

地域社会
開発学概説

地域ビジネス
開発論

国際環境農業論

人間生物学

環境社会学

経営資源管理学

食料市場論

農業会計学

NPO･NGO論

アジア比較農業

国際農村保健学

半島・島嶼産業

アジア・フィールド

農業政策論

熱帯有用作物学

地域社会
開発学概説

地域ビジネス
開発論

国際環境農業論

環境社会学

経営資源管理学

農業会計学

NPO･NGO論

国際農村保健学

半島・島嶼産業

アジア・フィールド

農業政策論

熱帯有用作物学

(2)

地域社会
開発学概説

地域ビジネス
開発論

国際環境農業論

環境社会学

経営資源管理学

農業会計学

NPO･NGO論

国際農村保健学

半島・島嶼産業

アジア・フィールド

農業政策論

熱帯有用作物学

2

地域社会
開発学概説

地域ビジネス
開発論

国際環境農業論

環境社会学

経営資源管理学

農業会計学

NPO･NGO論

国際農村保健学

半島・島嶼産業

アジア・フィールド

農業政策論

熱帯有用作物学

2

地域社会
開発学概説

地域ビジネス
開発論

国際環境農業論

環境社会学

経営資源管理学

農業会計学

NPO･NGO論

国際農村保健学

半島・島嶼産業

アジア・フィールド

農業政策論

熱帯有用作物学

地域社会
開発学概説

地域ビジネス
開発論

国際環境農業論

環境社会学

経営資源管理学

農業会計学

NPO･NGO論

国際農村保健学

半島・島嶼産業

アジア・フィールド

農業政策論

熱帯有用作物学

地域社会
開発学概説

地域ビジネス
開発論

国際環境農業論

環境社会学

経営資源管理学

農業会計学

NPO･NGO論

国際農村保健学

半島・島嶼産業

アジア・フィールド

農業政策論

熱帯有用作物学

地域社会
開発学概説

地域ビジネス
開発論

国際環境農業論

環境社会学

経営資源管理学

農業会計学

NPO･NGO論

国際農村保健学

半島・島嶼産業

アジア・フィールド

農業政策論

熱帯有用作物学

地域社会
開発学概説

地域ビジネス
開発論

国際環境農業論

環境社会学

経営資源管理学

農業会計学

NPO･NGO論

国際農村保健学

半島・島嶼産業

アジア・フィールド

農業政策論

熱帯有用作物学

地域社会
開発学概説

地域ビジネス
開発論

国際環境農業論

環境社会学

経営資源管理学

農業会計学

NPO･NGO論

国際農村保健学

半島・島嶼産業

アジア・フィールド

農業政策論

熱帯有用作物学

地域社会
開発学概説

地域ビジネス
開発論

国際環境農業論

環境社会学

経営資源管理学

農業会計学

NPO･NGO論

国際農村保健学

半島・島嶼産業

アジア・フィールド

農業政策論

熱帯有用作物学

地域社会
開発学概説

地域ビジネス
開発論

国際環境農業論

環境社会学

経営資源管理学

農業会計学

NPO･NGO論

国際農村保健学

半島・島嶼産業

アジア・フィールド

農業政策論

熱帯有用作物学

地域社会
開発学概説

国際環境農業論

環境社会学

経営資源管理学

農業会計学

NPO･NGO論

国際農村保健学

半島・島嶼産業

アジア・フィールド

フィールド科学

農業政策論

熱帯有用作物学

卒業研究

フィールドワーク
基礎演習

各教育研究分野
演習Ⅱ

大学入門科目Ⅰ
各教育研究分野

インターフェース科目

フィールド科学

卒業研究

フィールドワーク
基礎演習

各教育研究分野
演習Ⅱ

大学入門科目Ⅰ
各教育研究分野

インターフェース科目

フィールド科学

(3)

卒業研究

フィールドワーク
基礎演習

各教育研究分野
演習Ⅱ

大学入門科目Ⅰ
各教育研究分野

インターフェース科目

フィールド科学

(3)

卒業研究

フィールドワーク
基礎演習

各教育研究分野
演習Ⅱ

大学入門科目Ⅰ
各教育研究分野

インターフェース科目

フィールド科学

卒業研究

フィールドワーク
基礎演習

各教育研究分野
演習Ⅱ

大学入門科目Ⅰ
各教育研究分野

インターフェース科目

フィールド科学

卒業研究

フィールドワーク
基礎演習

各教育研究分野
演習Ⅱ

大学入門科目Ⅰ
各教育研究分野

インターフェース科目

フィールド科学

卒業研究

フィールドワーク
基礎演習

各教育研究分野
演習Ⅱ

大学入門科目Ⅰ
各教育研究分野

インターフェース科目

フィールド科学

卒業研究

フィールドワーク
基礎演習

各教育研究分野
演習Ⅱ

大学入門科目Ⅰ
各教育研究分野

インターフェース科目

フィールド科学

(1)

卒業研究

インターフェース科目

フィールドワーク
基礎演習

各教育研究分野
演習Ⅱ

大学入門科目Ⅰ
各教育研究分野

インターフェース科目

フィ ルド科学

(1) インターフェース科目インターフェース科目

インターンシップ
Ⅰ・Ⅱ

インターフェース科目 インターフェース科目

インターフェース科目

インターンシップ
Ⅰ・Ⅱ

インターフェース科目 インターフェース科目

インターフェース科目

インターンシップ
Ⅰ・Ⅱ

インターフェース科目 インターフェース科目

(2)

インターフェース科目

インターンシップ
Ⅰ・Ⅱ

インターフェース科目 インターフェース科目

( )
3

インターフェース科目

インターンシップ
Ⅰ・Ⅱ

インターフェース科目 インターフェース科目

インターフェース科目

インターンシップ
Ⅰ・Ⅱ

インターフェース科目 インターフェース科目

インターフェース科目

インターンシップ
Ⅰ・Ⅱ

インターフェース科目 インターフェース科目

卒業研究

インターンシップ
Ⅰ・Ⅱ

インターフェース科目 インターフェース科目

(3)

卒業研究

インターフェース科目

(3)

卒業研究

インターフェース科目

卒業研究

インターフェース科目

標準取得

卒業研究

インターフェース科目

20 23 20～ 20～ 18～ 18～ 4～ 4
標準取得
単位数単位数
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教育目標

1年・前期 １年・後期 ２年・前期 ２年・後期 ３年・前期 ３年・後期 ４年・前期 ４年・後期

（１）

　

　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　

　 　 　 　

　

　 　 　 　

　

(1)

　

22 23 22 18 21 16 7 4

(1)

　

2

(3)

(4)

(2)

学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ（生命機能科学科）

授　業　科　目　名

（2）

1

　

　

　

　

　
 

(2)

（３）

　

標準取得単位数

3

(3)

作物生産学 動物資源開発学 土壌学 食糧流通経済学

 数学
 物理学
 化学
 生物学

 物理化学
 有機化学
 分析化学
 生物化学

 生物有機化学
 生化学
 生物物理化学
 微生物学
 生命化学概説
 食糧科学概説

 食品衛生学
 栄養化学
 食品化学
 分子生物学

化学実験I

化学実験II  微生物学実験
 生化学実験

 生物学基礎
 実験演習

卒業研究

 生物学基礎
 実験演習

卒業研究

演習

卒業研究

演習

卒業研究

インターンシップ Ⅰ

専門外書講読

スポーツ科学
スポーツ実習

スポーツ実習

情報基礎概論
情報基礎演習Ⅰ

生物学基礎実験
演習

微生物学実験
生化学実験

化学実験Ⅰ
化学実験Ⅱ

卒業研究

初修外国語Ia 初修外国語Ib 初修外国語Ⅱa 初修外国語Ⅱb

英語A 英語B 英語C 英語D

科学英語 専門外書講読

科学英語

食糧安全学
食品工学
食品機能化学
応用微生物学
海洋生物資源化学
食糧流通貯蔵学

 農産物利用学
 生物資源化学
 遺伝子工学
 分子細胞生物学
 基礎放射線科学

 数学
 物理学
 化学
 生物学

 物理化学
 有機化学
 分析化学
 生物化学

作物生産学 動物資源開発学 土壌学 食糧流通経済学

 食品衛生学
 栄養化学
 食品化学
 分子生物学

大学入門科目Ⅰ

基　本　教　養　科　目

インターフェース科目

大学入門科目

基　本　教　養　科　目

基　本　教　養　科　目

インターフェース科目

インターフェース科目

インターフェース科目

インターフェース科目

 化学実験Ⅰ
 化学実験Ⅱ

 化学実験Ⅰ
 化学実験Ⅱ

 微生物学実験
 生化学実験

 微生物学実験
 生化学実験
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応用生物科学科 標準履修モデル 

 
専門基礎科目 
(化学および 

生物必修) 

農学基礎科目 
（３科目 

選択必修） 

専 門 科 目 
（必 修） 

専 門 科 目 
（選 択） 

教養教育科目 
履修登録 
単 位 数 

４年後期   卒業研究   

４単位～ 

６単位 

（卒業研究を

1/2とする） 

４年前期   卒業研究 

植物栄養学 

飼料資源学 

（or動物生体生理学） 

 

４単位～ 

８単位 

（卒業研究を

1/2とする） 

３年後期   
生物科学英語 

生物情報処理演習 

食用作物学 

農業政策論 

経営資源管理学 

熱帯有用植物学 

分野実験Ⅱ 

インターフェース科目 
15単位～ 

20単位 

３年前期   科学英語 

植物分子遺伝学 

植物生態生理学 

動物遺伝育種学 

動物生体生理学 

（or飼料資源学） 

動物生産管理学 

観賞園芸学 

分野実験Ⅰ 

基本教養科目（１科目） 

インターフェース科目 

19単位～ 

22単位 

２年後期  食料流通経済学 

果樹園芸学 

応用生物学実験 

蔬菜園芸学 

植物病原学 

昆虫学 

動物繁殖生理学 

フィールド科学基礎実習Ⅱ

基本教養科目（１科目） 

英語 

英語以外の外国語 

インターフェース科目 

20単位～ 

22単位 

２年前期  土壌学 

植物病理学Ⅰ 

生物学実験 

応用化学実験 

植物育種学 

フィールド科学基礎実習Ⅰ

熱帯作物改良学 

線虫学 

動物行動生態学 

システム生態学 

基本教養科目（１科目） 

英語 

英語以外の外国語 

インターフェース科目 

20単位～ 

22単位 

１年後期  
動物資源開発学 

生物化学 

応用動物昆虫学 

植物生理学 

生物統計学 

熱帯農業論 

遺伝学 

 

基本教養科目（２科目） 

英語 

英語以外の外国語 

スポーツ実習 

健康・スポーツ講義 

21単位～ 

23単位 

１年前期 

基礎数学 

物理学 

化学 

生物学 

作物生産学   

大学入門科目 

基本教養科目（１科目） 

情報基礎概論 

情報基礎演習Ⅰ 

英語 

英語以外の外国語 

スポーツ実習 

20単位～ 

22単位 

卒業要件単位 ４(２科目) ６(３科目) 36(17科目) 43(23科目) 37 126 

 

 

 

 

 

 

 

－ 49 －



生物環境科学科・生物環境保全学コース 標準履修モデル 

 
専門基礎科目 
（２科目選択必修） 
（全科目受講推奨） 

農学基礎科目 
（３科目選択必修） 
（*コース推奨） 

専 門 科 目 
（必 修） 

専 門 科 目 
（選 択） 

教養教育科目 
履修登録 
単 位 数 

４年後期   卒業研究   

４単位 

（卒業研究を

1/2とする） 

４年前期   
卒業研究 

生物環境保全学演習 
  

６単位 

（卒業研究を

1/2とする） 

３年後期   科学英語 

現代環境学 

環境水理学Ⅱ 

環境水理学演習Ⅱ 

地盤環境学Ⅱ 

測地学Ⅱ 

測地学演習Ⅱ 

環境浄化生物学 

干潟環境学 

インターフェース科目(Ⅳ) 
18単位～ 

20単位 

３年前期    

地盤環境学 

測地学Ⅰ 

測地学演習Ⅰ 

環境水理学Ⅰ 

環境水理学演習Ⅰ 

土壌微生物学 

システム生態学 

インターンシップⅠ 

英書講読 

農村環境計画学 

インターフェース科目(Ⅲ) 
19単位～ 

21単位 

２年後期  食料流通経済学 実験生物環境保全学 

環境汚染化学 

地球環境学 

土壌環境科学 

応用力学 

気象水文学 

生物統計学 

インターフェース科目(Ⅱ) 

英語Ｄ 

英語以外の外国語 

18単位～ 

20単位 

２年前期  土壌学＊ 実験水気圏環境学 

植物生態生理学 

植物栄養学 

環境化学 

水環境学 

環境基礎解析学 

インターフェース科目(Ⅰ) 

基本教養科目（２科目） 

英語Ｃ 

英語以外の外国語 

20単位 

１年後期  
動物資源開発学 

生物化学＊ 

生物環境保全学概説 

資源循環生産学概説 

地域社会開発学概説 

生産情報処理学Ⅰ 

基本教養科目（３科目） 

英語Ｂ 

英語以外の外国語 

スポーツ実習 

健康・スポーツ講義 

23単位 

１年前期 

基礎数学 

物理学 

化学 

生物学 

作物生産学＊   

基本教養科目（１科目） 

大学入門科目Ⅰ 

情報基礎概論 

情報基礎演習Ⅰ 

英語Ａ 

英語以外の外国語 

スポーツ実習 

20単位 

卒業要件単位 ４(２科目) ６(３科目) 22(８科目) 57(29科目) 37 126 
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生物環境科学科・地域社会開発学コース 標準履修モデル 

 

専門基礎科目 

(２科目 

選択必修) 

農学基礎科目 

（３科目 

選択必修） 

専 門 科 目 

（必 修） 

専 門 科 目 

（選 択） 
教養教育科目 

履修登録 

単 位 数 

４年後期   卒業研究   

４単位 

（卒業研究を

1/2とする） 

４年前期   卒業研究   

４単位 

（卒業研究を

1/2とする） 

３年後期   科学英語 

（アジア比較農業論） 
農村開発学 
地域社会論 
国際農村保健学 
半島・島嶼産業論 
地域資源学演習Ⅱ 
人類生態学演習Ⅱ 
地域ビジネス開発学演習Ⅱ 
島嶼社会経済学演習Ⅱ 
熱帯農業論 
食用作物学 
熱帯有用作物学 
生物統計学 

インターフェース科目 20単位 

３年前期    

環境保全型農業論 
土壌環境科学 
（ＮＰＯ・ＮＧＯ論） 
（国際地域開発論） 
生態人類学 
食料市場論 
農業会計学 
社会統計学 
地域資源学演習Ⅰ 
人類生態学演習Ⅰ 
地域ビジネス開発学演習Ⅰ 
島嶼社会経済学演習Ⅰ 
アジアフィールドワーク 
インターンシップⅠ・Ⅱ 
土壌微生物学 
植物病理学Ⅰ 
エネルギー利用学 
生産情報処理学Ⅱ 
農業資源物質工学 

インターフェース科目 22単位 

２年後期  食料流通経済学  

観光人類学 
環境地理学 
人間生物学 
環境社会学 
経営資源管理学 
農業政策論 

インターフェース科目 

基本教養科目（２科目） 

英語Ｄ 

英語以外の外国語 

20単位 

２年前期  土壌学 

地域資源論 

人類生態学 

地域ビジネス開発論 

フィールドワーク基礎演習

フィールド科学基礎実習Ⅰ

システム生態学 
環境基礎解析学 
栽培環境制御学 
国際環境農業論 

インターフェース科目 

基本教養科目（２科目） 

英語Ｃ 

英語以外の外国語 

20単位～ 

22単位 

１年後期  
動物資源開発学 
生物化学 

生物環境保全学概説 

資源循環生産学概説 

地域社会開発学概説 

生産情報処理学Ⅰ 

基本教養科目（３科目） 

英語Ｂ 

英語以外の外国語 

スポーツ実習 

健康・スポーツ科目（講義） 

21単位～ 

23単位 

１年前期 

基礎数学 
物理学 
化学 
生物学 

作物生産学   

大学入門科目 

基本教養科目（１科目） 

情報基礎概論 

情報基礎演習Ⅰ 

英語Ａ 

英語以外の外国語 

健康・スポーツ科目（実習Ⅰ） 

20単位 

卒業要件単位 4単位(2科目) 6単位(3科目) 24単位(10科目) 55単位 37単位 126単位 
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生命機能科学科 標準履修モデル 

 
専門基礎科目 

（必修） 

農学基礎科目 
（３科目 

選択必修） 

専 門 科 目 
（必 修） 

専 門 科 目 
（選 択） 

教養教育科目 
履修登録 
単 位 数 

４年後期   卒業研究   

４単位 

（卒業研究を

 1/2とする）

４年前期   
卒業研究 

生物学基礎実験 
演習  

７単位 

（卒業研究を

 1/2とする）

３年後期    

分子細胞生物学 

農産物利用学 

生物資源化学 

遺伝子工学 

専門外書講読 

基礎放射線科学 

基本教養科目 

インターフェース科目 

(２科目) 

16単位 

３年前期   
微生物学実験 

生化学実験 

食糧安全学 

食品工学 

食品機能化学 

応用微生物学 

海洋生物資源化学 

食糧流通貯蔵学 

インターンシップⅠ 

植物栄養学 

基本教養科目 

インターフェース科目 

(１科目) 

21単位 

２年後期  食料流通経済学 

食品衛生学 

栄養化学 

食品化学 

分子生物学 

化学実験Ⅰ 

化学実験Ⅱ 

 

基本教養科目 

インターフェース科目 

 (２科目) 

英語Ｄ 

初修外国語Ⅱｂ 

18単位 

２年前期  土壌学 

生物有機化学 

生化学 

生物物理化学 

微生物学 

生命化学概説 

食糧科学概説 

 

基本教養科目 

インターフェース科目 

 (２科目) 

英語Ｃ 

初修外国語Ⅱａ 

22単位 

１年後期  
動物資源開発学 

生物化学 

物理化学 

有機化学 

分析化学 

遺伝学 

植物生理学 

生物統計学 

基本教養科目（２科目） 

英語Ｂ 

初修外国語Ⅰｂ 

スポーツ実習 

スポーツ科学 

23単位 

１年前期 

基礎数学(選択) 

物理学 

化学 

生物学 

作物生産学 科学英語  

大学入門科目Ⅰ 

基本教養科目(１科目) 

英語Ａ 

初修外国語Ⅰａ 

情報基礎概論 

情報基礎演習Ⅰ 

スポーツ実習 

22単位 

卒業要件単位 6 6 45 32 37 126 
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２ カリキュラム表の見方 
 

専門教育科目の授業科目が，学科・コース別に次ページ以降の表に示されている。表の見方は，以下のとおりで

ある。 

 

１ 各学科・コース毎のカリキュラム（Curriculum，履修課程）表が記載されている。学生は，自分が所属してい

る学科・コースの授業科目を中心に履修する。また，必要に応じて，他学科・他コースや他学部の授業科目も履

修する。 

 

２ 学科・コース毎に専門基礎科目，農学基礎科目，専門科目の順に授業科目が配列されている。 

  専門基礎科目は，３学科の学生が共通して履修する。 

・応用生物科学科は，「化学」及び「生物学」は，必修科目である。 

・生物環境科学科は，２科目（４単位）を選択して履修しなければならない。 

・生命機能科学科は，「物理学」，「化学」及び「生物学」は，必修科目である。 

  農学基礎科目は，３学科の学生が共通して履修する。 

  ・３学科共に３科目（６単位）を選択して履修しなければならない。 

  専門科目は，各学科・コース別にカリキュラムが開設してあるので，それぞれ所属の学科・コースのカリキュ

ラムを履修する。 

 

３ 「配当年次」の欄には，受講対象学年が記載されている。受講対象学年より下の学年の学生は，その授業科目

を履修することができない。 

 

４ 「単位数」の欄には，「必修」，「選必」，「選択」，「教職」の区分に数字が記載されているが，数字は，

科目の単位数である。 

  「必修」は，必修科目であり，必ず履修しなければならない。 

  「選必」は，選択必修科目であり，指定された科目の中から，指定された科目数を選んで履修しなければなら

ない。 

  「選択」は，選択科目であり，必修科目，選択必修科目以外の科目で卒業要件単位に含まれる。 

  「教職」は，教職免許状取得のみのための科目であり，卒業要件単位には含まない。 

５ 「開講時期」は，学年及び開講学期に“○”が記載されている。 

 

６ 「資格及び免許」は，教員免許状及び大学卒業後に得られる資格を取得するために必要な授業科目の所定の欄

に，以下の印を付けて示している。 

  ・「☆」の印は，「理科」教員免許のための科目である。 

  ・「★」の印は，「農業」教員免許のための科目である。 

なお，上記の詳細については，Ｐ67 の「教員免許状」を参照のこと。 

・「○」の印は，応用生物科学科及び生物環境科学科（資源循環生産学コース）の科目であり，「家畜人工受

精師」の受験資格を取得するための科目である。 

・「◆」の印は，生物環境科学科（生物環境保全学コース）の科目であり，「測量士補」の資格を取得するた

めの科目である。 

・「◇」の印は，生物環境科学科（生物環境保全学コース）の科目であり，「土木施工管理技士」の受験資格

を取得するための科目である。 

・「◎」及び「●」の印は，生命機能科学科の科目であり，「食品衛生管理者」と「食品衛生監視員」の資格

を取得するための科目である。 

※上記の詳細については，Ｐ86 の「大学卒業後に得られる資格」を参照のこと。 
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家畜

必修 選必 選択 教職 前 後 前 後 前 後 前 後 理科 農業 人工

（農学部応用生物科学科）
《専門教育科目》

〈専門基礎科目〉

基礎数学 1 2 ○

物理学 1 2 ○

化学 1 2 ○ ☆

生物学 1 2 ○ ☆

〈農学基礎科目〉 　

作物生産学 1 2 ○ ★

動物資源開発学 1 2 ○ ★ ○ ３科目

生物化学 1 2 ○ ６単位

土壌学 2 2 ○ ★ 選択必修

食料流通経済学 2 2 ○ ★

〈専門科目〉

植物生理学 1 2 ○ ☆

熱帯農業論 1 2 ○ ★

遺伝学 1 2 ○ ☆

応用動物昆虫学 1 2 ○ ★

生物統計学 1 2 ○ ★

植物育種学 2 2 ○ ★

植物病理学Ⅰ 2 2 ○ ☆

線虫学 2 2 ○ ☆

システム生態学 2 2 ○ ☆

動物行動生態学 2 2 ○ ☆

フィールド科学基礎実習Ⅰ 2 1 ○ ★ ○

生物学実験 2 1 ○ ☆

応用化学実験 2 1 ○ ☆

熱帯作物改良学 2 2 ○ ☆

果樹園芸学 2 2 ○ ★

蔬菜園芸学 2 2 ○ ☆

動物繁殖生理学 2 2 ○ ☆ ○

植物病原学 2 2 ○ ☆

昆虫学 2 2 ○ ☆

応用生物学実験 2 1 ○ ☆

フィールド科学基礎実習Ⅱ 2 1 ○ ★ ○

農業政策論 2 2 ○ ★

植物分子遺伝学 3 2 ○ ☆

観賞園芸学 3 2 ○ ★

動物遺伝育種学 3 2 ○ ☆ ○

動物生体生理学 3 2 ○ ☆ ○

植物病理学Ⅱ 3 2 ○ ★

植物生態生理学 3 2 ○

植物栄養学 3 2 ○ ★

動物生産管理学 3 2 ○ ★ ○

科学英語 3 2 ○ ★

生物科学英語 3 2 ○ ★

授業科目名 教員免許１年 ２年 ３年 ４年

配
当
年
次

開講時期
単　位　数

資格及び免許

備　考
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家畜

必修 選必 選択 教職 前 後 前 後 前 後 前 後 理科 農業 人工

授業科目名 教員免許１年 ２年 ３年 ４年

配
当
年
次

開講時期
単　位　数

資格及び免許

備　考

インターンシップⅠ 3 1 ○ 集中講義

インターンシップⅡ 3 2 ○ 集中講義

植物代謝解析学実験Ⅰ 3 1 ○ ★

果樹園芸学実験Ⅰ 3 1 ○ ★

熱帯作物改良学実験Ⅰ 3 1 ○ ★

蔬菜花卉園芸学実験Ⅰ 3 1 ○ ★

植物分子育種学実験Ⅰ 3 1 ○ ★

動物資源開発学実験Ⅰ 3 1 ○ ★ ○

植物病理学実験Ⅰ 3 1 ○ ★

線虫学実験Ⅰ 3 1 ○ ★

昆虫学実験Ⅰ 3 1 ○ ★

生態学実験Ⅰ 3 1 ○ ★

熱帯有用植物学 3 2 ○ ★

飼料資源学 3 2 ○ ★ ○ 隔年集中講義

経営資源管理学 2 2 ○ ★

食用作物学 3 2 ○

生物情報処理演習 3 2 ○ ★

植物代謝解析学実験Ⅱ 3 1 ○ ★

果樹園芸学実験Ⅱ 3 1 ○ ★

熱帯作物改良学実験Ⅱ 3 1 ○ ★

蔬菜花卉園芸学実験Ⅱ 3 1 ○ ★

植物分子育種学実験Ⅱ 3 1 ○ ★

動物資源開発学実験Ⅱ 3 1 ○ ★ ○

植物病理学実験Ⅱ 3 1 ○ ★

線虫学実験Ⅱ 3 1 ○ ★

昆虫学実験Ⅱ 3 1 ○ ★

生態学実験Ⅱ 3 1 ○ ★

卒業研究 4 8 ○ ○
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測量 土木

必修 選必 選択 教職 前 後 前 後 前 後 前 後 理科 農業 士補 施工

（農学部生物環境科学科）

　(生物環境保全学コース)

《専門教育科目》

〈専門基礎科目〉

基礎数学 1 2 ○ ２科目

物理学 1 2 ○ ☆ ４単位

化学 1 2 　 ○ ☆ 選択必修

生物学 1 2 ○ ☆

〈農学基礎科目〉

作物生産学 1 2 ○ ★

動物資源開発学 1 2 ○ ３科目

生物化学 1 2 ○ ６単位

土壌学 2 2 ○ ★ 選択必修

食料流通経済学 2 2 ○ ★

〈専門科目〉

生物環境保全学概説 1 2 　 ○ ★

資源循環生産学概説 1 2 　 ○ ★

地域社会開発学概説 1 2 　 ○ ★

生産情報処理学Ⅰ 1 2 　 ○ ★

環境水理学Ⅰ 3 2 　 ○ ☆ ◇

環境水理学演習Ⅰ 3 2 　 ○ ☆ ◇

環境基礎解析学 2 2 　 ○ ★

実験生物環境保全学 2 2 　 ○ ★

環境汚染化学 2 2 　 ○ ☆

応用力学 2 2 　 ○ ☆

地球環境学 2 2 ○ ☆ ◇

気象水文学 2 2 ○ ☆ ◇

土壌環境科学 2 2 ○ ☆ ◇

環境化学 2 2 ○ ☆ 集中講義

沿岸海洋生態学 2 2 ○ 集中講義

実験水気圏環境学 2 2 ○ ☆ ◇

環境水理学Ⅱ 3 2 ○ ☆ ◇

環境水理学演習Ⅱ 3 2 ○ ☆ ◇

測地学Ⅰ 3 2 ○ ★ ◆

植物栄養学 2 2 ○ ★

土壌微生物学 3 2 ○ ☆

システム生態学 2 2 ○ ☆

測地学演習Ⅰ 3 2 ○ 　 ☆ ◆

地盤環境学 3 2 ○ ☆ ◇

農村環境計画学 3 2 ○

植物生態生理学 2 2 ○ ☆

地盤環境学Ⅱ 3 2 ○ ☆ ◇

水環境学 2 2 ○ ★ ◇

現代環境学 3 2 ○ ☆ ◇

環境浄化生物学 3 2 ○ ☆

干潟環境学 3 2 ○ ☆

英書講読 3 2 ○

資格及び免許

備　考授業科目名 教員免許１年 ２年 ３年 ４年

配
当
年
次

開講時期
単　位　数
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測量 土木

必修 選必 選択 教職 前 後 前 後 前 後 前 後 理科 農業 士補 施工

資格及び免許

備　考授業科目名 教員免許１年 ２年 ３年 ４年

配
当
年
次

開講時期
単　位　数

生物統計学 2 2 ○

測地学Ⅱ 3 2 ○ ★ ◆

測地学演習Ⅱ 3 2 ○ ★ ◆

インターンシップⅠ 3 1 ○ 集中講義

インターンシップⅡ 3 2 ○ 集中講義

科学英語 3 2 ○ ★

生物環境保全学演習 4 2 ○ ★

卒業研究 4 8 ○ ○
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必修 選必 選択 教職 前 後 前 後 前 後 前 後 理科 農業

（農学部生物環境科学科）
（資源循環生産学コース）

《専門教育科目》

〈専門基礎科目〉

生物学 1 2 ○ ☆ ２科目

基礎数学 1 2 ○ ４単位

物理学 1 2 ○ ☆ 選択必修

化学 1 2 ○ ☆

〈農学基礎科目〉

作物生産学 1 2 ○ ★

動物資源開発学 1 2 ○ ○ ３科目

生物化学 1 2 ○ ６単位

土壌学 2 2 ○ ★ 選択必修

食料流通経済学 2 2 ○ ★

〈専門科目〉

生物環境保全学概説 1 2 ○ ★

資源循環生産学概説 1 2 ○ ★

地域社会開発学概説 1 2 ○ ★

生産情報処理学I 1 2 ○ ★

栽培環境制御学 2 2 ○ ★

生産情報処理学II 2 2 ○ ★

フィールド科学基礎実習I 2 1 ○ ★ ○

生物科学実験実習 2 2 ○ ☆

エネルギー利用学 2 2 ○ ★

植物遺伝資源学 2 2 ○ ★

環境保全型農業論 2 2 ○ ★

農産食品流通貯蔵学 2 2 ○ ★

環境科学演習（分野演習） 2 1 ○

農業生産機械学 2 2 ○ ★

フィールド科学基礎実習II 2 1 ○ ★ ○

雑草学 3 2 ○ ★ 集中講義

生産エンジニアリング 3 2 ○ ★

フィールド科学総合実習 3 2 ○ ★ 集中講義

インターンシップI 3 1 ○ 集中講義

インターンシップII 3 2 ○ 集中講義

土壌微生物学 3 2 ○ ☆

植物生態生理学 2 2 ○ ☆

作物学実験実習I 3 1 ○ ☆

園芸工学実験実習I 3 1 ○ ☆

資源循環生物学実験実習I 3 1 ○ ☆

動物生産管理学 3 2 ○ ★ ○

農業資源物質工学 3 2 ○ ★

設計・製図学 3 2 ○ ★

資源循環フィールド科学実習 3 1 ○ ★

植物遺伝資源学実験実習Ⅰ 3 1 ○ ★

食用作物学 3 2 ○ ☆

環境浄化生物学 3 2 ○ ☆

CAD利用学 3 2 ○ ★

生産情報管理学 3 2 ○ ★

遺伝資源フィールド科学実習 3 1 ○ ★

植物遺伝資源学実験実習Ⅱ 3 1 ○ ★

作物学実験実習II 3 1 ○ ☆

園芸工学実験実習II 3 1 ○ ☆

単位数
資格および免許

家畜
人工

授業科目名
配当
年次

教員免許 備考1年 2年 3年 4年

開講時期
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必修 選必 選択 教職 前 後 前 後 前 後 前 後 理科 農業

単位数
資格および免許

家畜
人工

授業科目名
配当
年次

教員免許 備考1年 2年 3年 4年

開講時期

資源循環生物学実験実習II 3 1 ○ ☆

科学英語 3 2 ○ ★

作物学演習I 4 1 ○ ☆

園芸工学演習I 4 1 ○ ☆

資源循環生物学演習I 4 1 ○ ☆

資源循環フィールド科学演習I 4 1 ○ ★

植物遺伝資源学実験実習Ⅰ 4 1 ○ ★

作物学演習II 4 1 ○ ☆

園芸工学演習II 4 1 ○ ☆

資源循環生物学演習II 4 1 ○ ☆

資源循環フィールド科学演習II 4 1 ○ ★

植物遺伝資源学実験実習Ⅱ 4 1 ○ ★

卒業研究 4 8 ○ ○

環境化学 2 2 ○ ☆

遺伝学 2 2 ○ ☆

環境汚染化学 2 2 ○ ☆

地球環境学 2 2 ○ ☆

応用動物昆虫学 2 2 ○

経営資源管理学 2 2 ○ ★

有機化学 2 2 ○ ☆

栄養化学 2 2 ○

飼料資源学 3 2 ○ ○ 隔年集中講義

植物育種学 3 2 ○

生物物理化学 3 2 ○ ☆

植物病理学I 3 2 ○ ☆

食糧流通貯蔵学 3 2 ○

微生物学 3 2 ○ ☆

植物分子遺伝学 3 2 ○ ☆

生化学 3 2 ○

環境水理学I 3 2 ○ ☆

動物生体生理学 3 2 ○ ☆ ○

応用微生物学 3 2 ○

植物栄養学 3 2 ○ ★

動物遺伝育種学 3 2 ○ ☆ ○

環境基礎解析学 3 2 ○ ★

応用力学 3 2 ○ ☆

動物資源開発学実験I 3 1 ○ ○

分析化学 3 2 ○ ☆

熱帯作物改良学 3 2 ○ ☆

食品衛生学 3 2 ○

物理化学 3 2 ○ ☆

食品化学 3 2 ○ ☆

植物病原学 3 2 ○ ☆

植物生理学 3 2 ○ ☆

分子生物学 3 2 ○

農業政策論 3 2 ○ ★

動物繁殖生理学 3 2 ○ ☆ ○

蔬菜園芸学 3 2 ○ ☆

生物統計学 3 2 ○

果樹園芸学 3 2 ○

生物資源化学 3 2 ○ ☆

農産物利用学 3 2 ○

動物資源開発学実験II 3 1 ○ ○

生物有機化学 4 2 ○ ☆

分子細胞生物学 4 2 ○

遺伝子工学 4 2 ○
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必修 選必 選択 教職 前 後 前 後 前 後 前 後 理科 農業

（農学部生物環境科学科）
　（地域社会開発学コース）

《専門教育科目》

〈専門基礎科目〉

基礎数学 1 2 ○ ２科目

物理学 1 2 ○ ☆ ４単位

化学 1 2 ○ ☆ 選択必修

生物学 1 2 ○ ☆

〈農学基礎科目〉

作物生産学 1 2 ○ ★

動物資源開発学 1 2 ○ ３科目

生物化学 1 2 ○ ６単位

土壌学 2 2 ○ ★ 選択必修

食料流通経済学 2 2 ○ ★

〈専門科目〉

生物環境保全学概説 1 2 ○ ★

資源循環生産学概説 1 2 ○ ★

地域社会開発学概説 1 2 ○ ★

生産情報処理学Ⅰ 1 2 ○ ★

地域資源論 2 2 ○ ★

人類生態学 2 2 ○ ★

地域ビジネス開発論 2 2 ○ ★

フィールドワーク基礎演習 2 1 ○ ★

フィールド科学基礎実習Ⅰ 2 1 ○ ★

システム生態学 2 2 ○ ☆

環境基礎解析学 2 2 ○ ★

栽培環境制御学 2 2 ○ ★

NPO・NGO論 3 2 ○ ★ 隔年開講

観光人類学 2 2 ○ ★

環境地理学 2 2 ○ ☆

人間生物学 2 2 ○ ☆

環境社会学 2 2 ○ ★

経営資源管理学 2 2 ○ ★

国際環境農業論 2 2 ○

農業政策論 2 2 ○ ★

環境保全型農業論 2 2 ○ ★

土壌環境科学 2 2 ○ ☆

アジア比較農業論 3 2 ○ ★ 隔年開講

科学英語 3 2 ○ 　 ★

農業資源物質工学 3 2 ○ ★

国際地域開発論 3 2 ○ ★

生態人類学 3 2 ○ ☆

食料市場論 3 2 ○ ★

地域資源学演習Ⅰ 3 1 ○ ★

人類生態学演習Ⅰ 3 1 ○ ★

地域ビジネス開発学演習Ⅰ 3 1 ○ ★

島嶼社会経済学演習Ⅰ 3 1 ○ ★

資格及び免許

備　考授業科目名 教員免許１年 ２年 ３年 ４年

配
当
年
次

開講時期
単　位　数
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必修 選必 選択 教職 前 後 前 後 前 後 前 後 理科 農業

資格及び免許

備　考授業科目名 教員免許１年 ２年 ３年 ４年

配
当
年
次

開講時期
単　位　数

アジアフィールドワーク 3 1 ○ ★ 集中講義

インターンシップⅠ 3 1 ○ 集中講義

インターンシップⅡ 3 2 ○ 集中講義

土壌微生物学 3 2 ○ ☆

植物病理学Ⅰ 2 2 ○ ☆

エネルギー利用学 2 2 ○ ★

生産情報処理学Ⅱ 2 2 ○ ★

農村開発学 3 2 ○ ★

地域社会論 3 2 ○ ★

国際農村保健学 3 2 ○ ★

農業会計学 3 2 ○ ★

地域資源学演習Ⅱ 3 1 ○ ★

人類生態学演習Ⅱ 3 1 ○ ★

地域ビジネス開発学演習Ⅱ 4 1 ○ ★

島嶼社会経済学演習Ⅱ 3 1 ○ ★

食用作物学 3 2 ○ ☆

生物統計学 1 2 ○

熱帯有用植物学 3 2 ○

熱帯農業論 1 2 ○

半島・島嶼産業論 3 2 ○ ★

社会統計学 3 2 ○ ★

卒業研究 4 8 ○ ○
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食品

必修 選必 選択 教職 前 後 前 後 前 後 前 後 理科 農業 衛生

（農学部生命機能科学科）
《専門教育科目》

〈専門基礎科目〉

基礎数学 1 2 ○

物理学 1 2 ○

化学 1 2 ○ ☆ ◎

生物学 1 2 ○ ☆ ◎

〈農学基礎科目〉

作物生産学 1 2 ○

動物資源開発学 1 2 ○ ● ３科目

生物化学 1 2 ○ ★ ◎ ６単位

土壌学 2 2 ○ ● 選択必修

食料流通経済学 2 2 　 ○

〈専門科目〉

物理化学 1 2 ○ ☆

有機化学 1 2 ○ ☆ ◎

分析化学 1 2 ○ ☆ ◎

科学英語 1 2 ○ ★

生物有機化学 2 2 ○ ☆ ●

生化学 2 2 ○ ★ ◎

生物物理化学 2 2 ○ ☆ ●

微生物学 2 2 ○ ☆ ◎

生命化学概説 2 2 ○ ★ ●

食糧科学概説 2 2 ○ ★ ●

化学実験Ⅰ 2 1 ○ ☆ ◎

食品衛生学 2 2 ○ ★ ◎

栄養化学 2 2 ○ ☆ ●

食品化学 2 2 ○ ☆ ◎

化学実験Ⅱ 2 3 ○ ☆ ◎

分子生物学 2 2 ○ ★ ◎

化学基礎実験 2 1 ○ ☆ 隔年集中講義

食糧安全学 3 2 ○ ★ ●

食品工学 3 2 ○ ★ ●

食品機能化学 3 2 ○ ★ ●

分子細胞生物学 3 2 ○

生化学実験 3 2 ○ ☆ ◎

微生物学実験 3 2 ○ ☆ ◎

応用微生物学 3 2 ○ ★ ●

海洋生物資源化学 3 2 ○ ★

食糧科学特講 3 2 ○ ★ 隔年集中講義

生命化学特講 3 2 ○ ★ 隔年集中講義

食糧流通貯蔵学 3 2 ○ 　 ★ ●

農産物利用学 3 2 ○ ★ ●

生物資源化学 3 2 ○ ★ ●

遺伝子工学 3 2 ○ ★ ●

単　位　数
資格及び免許

備　考授業科目名 教員免許１年 ２年 ３年 ４年

配
当
年
次

開講時期
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食品

必修 選必 選択 教職 前 後 前 後 前 後 前 後 理科 農業 衛生

単　位　数
資格及び免許

備　考授業科目名 教員免許１年 ２年 ３年 ４年

配
当
年
次

開講時期

基礎放射線科学 3 2 ○

インターンシップⅠ 3 1 ○ 集中講義

インターンシップⅡ 3 2 ○ 集中講義

専門外書講読 3 2 ○ ★

生物学基礎実験 4 1 ○ ☆ ◎ 集中講義

演習 4 2 ○

卒業研究 4 8 ○ ○

遺伝学 1 2 ○ ☆ ●

植物生理学 1 2 ○ ●

生物統計学 1 2 ○

環境化学 2 2 ○ 集中講義

昆虫学 2 2 ○ ☆

植物病原学 2 2 ○ ☆

地球環境学 2 2 ○ ☆

人間生物学 2 2 ○ ☆

植物栄養学 3 2 　 ○ ●

◎：必　　修（29単位）

●：選択必修（12単位以上）
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必修 選必 選択 教職 前 後 前 後 前 後 前 後 理科 農業

《外国人留学生特別科目》

農学概論（※１） 1 2 ○

農学演習（※１） 1 2 ○

《教科科目》

物理学実験（※２） 2 1 ○ ☆ 集中講義

基礎物理学（※２） 1 2 ○ ☆

《教職科目》

農業科教育法Ⅰ（※３） 3 2 　 ○ ★ 集中講義

農業科教育法Ⅱ（※３） 3 2 　 ○ ★ 集中講義

※１　外国人留学生以外は受講できない。

※２　教科(理科)のみに関する科目(卒業要件単位に算入されない。)

※３　教職のみに関する科目（卒業要件単位に算入されない。）

備　考授業科目名 教員免許１年 ２年 ３年 ４年

配
当
年
次

開講時期
単　位　数

資格及び免許

　（教員免許教科・教職科目）
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Ⅴ 資 格 取 得 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 教 員 免 許 状 

 

教育職員免許状（以下，「免許状」という）には，一種免許状，二種免許状及び専修免許状の３種類がある。一

種免許状は，免許状取得に必要な所定の単位を修得して学部を卒業した者に与えられる。専修免許状は，一種免許

状をすでに取得している者が取得できる免許状で，専修免許科目として認定されている大学院修士課程専門科目の

所定単位を修得して大学院修士課程を修了した者に与えられる。それぞれの免許状の取得に必要な授業科目と単位

数は，別表（Ｐ70～Ｐ83）のとおりである。 

免許状の取得方法は，教育職員免許法及び教育職員免許法施行規則（以下「免許法等」という。）に定められて

いる。本学は，免許法等に基づき，文部科学大臣へ免許状の授与の所要資格を得させるために適当と認める課程と

しての認定申請を行っている。認定を受けた本学の学科が定める方法により免許状に必要な単位を修得した者につ

いては，本学から佐賀県教育委員会に申請を行うことで（以下「一括申請」という。），卒業時に免許状が付与さ

れる。卒業時に一括申請で免許取得を希望する者は，４年次に指示する手続きに従って，申請しなければならない。 

また，一括申請ができなかった場合でも，免許法等により定められている単位数を修得し，個人申請することに

より，免許状を取得できることがある（以下個人申請という。）。個人申請を行う場合は，申請を希望する都道府

県教育委員会へ問い合わせ，卒業後に，申請を行うこと。 

 

本学部及び大学院修士課程で取得できる免許状の種類は，下記のとおりである。 

 

 

 

 

 

なお，農学部の履修細則別表Ⅰ～Ⅷに記載されていない「免許状に関する授業科目」の単位は，卒業単位に算入

されない。 

 

 

［免許状取得に関しての主な留意事項］ 

 

１ 免許状取得のための授業科目には，「教科に関する科目」と「教職に関する科目」及び「教科又は教職に関す

る科目」がある。教科に関する科目は農学部で開講され，教職に関する科目は「農業科教育法Ⅰ」，「農業科教

育法Ⅱ」（いずれも農学部開講）を除き，文化教育学部で開講される。 

※「教科に関する科目」中，一種免許状(農業)の必修科目である「職業指導」については，掲示により通知する。 

２ 「教科に関する科目」は，応用生物科学科，生物環境科学科及び生命機能科学科では一部異なる。 

３ 「教職に関する科目」は，学科共通である。 

４ 「教職に関する科目」の中の「教科教育法に関する科目」については，理科と農業とでは免許状取得に必要な

授業科目が異なる。理科免許取得希望者のうち，中学校免許は，「中等理科教育法Ⅰ～Ⅵ」の合計６単位を取得

しなければならない。高等学校免許は，「中等理科教育法Ⅰ」（１単位）を必修とし，Ⅲ～Ⅵの４科目の中から

１科目（１単位）の合計２単位を修得しなければならない。（中等理科教育法については，文化教育学部と他学

部との間の学部間協約により，履修者数に制限がある。制限数を超える場合は，成績を考慮して履修資格者が決

定される。）。 

 農業免許状取得希望者は，「農業科教育法Ⅰ」（２単位，必修）を履修しなければならない。 

５ 免許状の種類にかかわらず，教養教育科目として開講される「現代の法と社会」（日本国憲法）（２単位）を

修得しなければならない。 

６ 教育実習の履修などについては，「農学部学生の教育実習参加資格基準及び実施要領」の定めによる。 

一種免許状（学部卒） 専修免許状（大学院修了） 

中学校教諭一種免許状（理科） 

高等学校教諭一種免許状（理科）

高等学校教諭一種免許状（農業）

中学校教諭専修免許状（理科） 

高等学校教諭専修免許状（理科） 

高等学校教諭専修免許状（農業） 
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７ 「教科又は教職に関する科目」は「教科に関する科目」又は「教職に関する科目」で所定の単位数を超えて修

得した単位をもって充てる。 

 

教育職員免許法第５条別表第１で定められている最低単位数 

大学において修得することを必要とする最低単位数 

免許状の種類 所要資格 基 礎 資 格 
教 科 に 関 す る

科   目

教 職 に 関 す る 

科   目 

教科又は教職に

関 す る 科 目

中 学 校 教 諭 一種免許状 学士の学位を有すること 20 31 8 

高等学校教諭 一種免許状 学士の学位を有すること 20 23 16 

(注)１ 免許法上の最低修得単位数より，本学の最低修得単位数が多くなっていることがあるが，本学の最低単修

得位数に従って修得すること。 

(注)２ 「教科又は教職に関する科目」は設定されていないので，「教科に関する科目」と「教職に関する科目」

の最低修得単位数を超えて修得した単位数が「教科又は教職に関する科目」になる。 

 

下記に定める単位を修得することにより，教育職員免許状を取得することができる。 

【別表１】教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目 

【別表２】「教科に関する科目」（農学部学生の教育職員免許状取得に関する内規） 

【別表３】「教職に関する科目」（農学部学生の教育職員免許状取得に関する内規） 

【別表４】「教科又は教職に関する科目」（農学部学生の教育職員免許状取得に関する内規） 

 

 

【別表１】教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目 

免許法施行規則に

定める科目 
学科 授 業 科 目 

免許法施行規則

に定める単位数 
備 考 

日 本 国 憲 法 全学科 日本国憲法 ２ 
教養教育科目の

基本教養科目 

体 育 全学科 スポーツ実習 ２  

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 全学科 英語，独語，仏語，中国語，朝鮮語 ２  

情 報 機 器 の 操 作 全学科 
情報基礎概論 

情報基礎演習Ⅰ 
２  

 

※介護等体験実習について 

中学校教諭の免許状を取得しようとする者は，介護等体験実習が義務づけられている。具体的には，特別支援

学校及び社会福祉施設等において，障害者，高齢者等への介護・介助及び交流等を７日間行うものであり，３年

次の６月に事前指導を実施する予定。 

 

※教員免許更新制 

  平成21年度から教員免許更新制が導入されたことにより，平成21年４月１日以降に授与される教育職員免許状

は10年間の有効期限が定められている。 
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農学部学生の教育実習参加資格基準及び実施要領 

 

 

（平成16年４月１日制定） 

 

（教育実習参加資格基準） 

第１条 教育実習に参加しようとする者は，教育実習の前年度までに次に掲げる条件を満たしておくこと。 

⑴ 卒業研究履修認定に必要な要件を満たしておくこと。 

⑵ 教職に関する科目については，次のとおりとする。 

イ 「教職概説」（２単位）及び「発達と教育の心理学」（２単位）を修得しておくこと。 

ロ 理科免許取得希望者にあっては，「中等理科教育法Ⅰ」（１単位）及び「中等理科教育法Ⅲ～Ⅵ」のう

ちから（１単位）を修得しておくこと。 

ハ 農業免許取得希望者にあっては，「農業科教育法Ⅰ」（２単位）を修得しておくこと。 

ニ 上記以外の科目から４単位以上，計10単位以上を修得しておくこと。 

⑶ 教科に関する科目については，教育職員免許法に定める必要単位（中学校26単位・高等学校34単位）の２

分の１以上を修得しておくこと。 

 

（実施要領） 

第２条 教育実習は，次のとおり実施する。 

⑴ 教育実習の期間は，中学校実習は３週間（５単位），高等学校実習は２週間（３単位）とし，その単位に

は，事前指導及び事後指導を含むものとする。 

⑵ 理科免許取得希望者の教育実習は，実習校の内諾を必要とし，中学校実習は佐賀市内の中学校において，

高等学校実習は原則として，出身校において行う。 

⑶ 農業免許取得希望者の教育実習は，原則として，佐賀県内の農業系の学科を置く高等学校において行う。 

 

 

附 則 

１ この要領は，平成16年４月１日から実施する。 

２ この要領は，平成12年度入学生及び平成14年度入学の編入学生等から適用する。 

 

附 則 

この要領は，平成19年11月14日から実施する。 

 

 附 則 

この要領は，平成21年12月９日から実施する。 
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　　実験水気圏環境学 2

　　測地学演習Ⅰ 2

応用生物科学科［高等学校１種免許状（理科）］

科　目 授業科目 単位数(必修） 単位数(選択） 備　考

物理学 　　基礎物理学 2

化　学 　　化学 2

　　植物生理学 2

　　栄養化学 2

　　環境化学 2

　　食品化学 2

　　生物有機化学 2

　　分析化学 2

　　有機化学 2

生物学 　　生物学 2

　　植物病理学Ⅰ 2

　　蔬菜園芸学 2

　　遺伝学 2

　　昆虫学 2

　　線虫学　 2

　　植物分子遺伝学 2

　　動物遺伝育種学 2

　　動物生体生理学　 2

　　植物病原学 2

　　システム生態学 2

　　動物行動生態学 2

　　熱帯作物改良学 2

　　動物繁殖生理学 2

地　学 　　地球環境学 2

　　土壌環境科学 2

　　気象水文学 2

　　地盤環境学 2

　　応用化学実験 1

　　生物学実験 1

　　応用生物学実験 1

○「教科に関する科目」,「教職に関する科目」及び「教科又は教職に関する科目」を合わせて５９単位以上
修得すること。

合　計 ２０以上

物理学実験（コンピュー
タ活用を含む。），化学
実験（コンピュータ活用
を含む。），生物学実験
（コンピュータ活用を含
む。），地学実験（コン
ピュータ活用を含む。）

○「教科に関する科目」,「教職に関する科目」及び「教科又は教職に関する科目」を合わせて５９単位以上
修得すること。

２２以上合　計

地学実験
（コンピュータ活用

を含む。）
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生物環境科学科［中学校１種免許状（理科）］

科　目 授業科目 単位数(必修） 単位数(選択） 備　考

　　物理学 2

　　環境水理学Ⅰ 2

　　環境水理学Ⅱ 2

　　応用力学 2

　　化学 2

　　環境化学 2

　　環境汚染化学 2

化　学 　　植物生理学 2

　　食品化学 2

　　生物有機化学 2

　　分析化学 2

　　有機化学 2

　　生物学 2

　　環境浄化生物学 2

　　土壌微生物学 2

　　システム生態学 2

　　植物病理学Ⅰ 2

　　食用作物学 2

生物学 　　植物生態生理学 2

　　環境地理学 2

　　人間生物学 2

　　生態人類学 2

　　遺伝学 2

　　動物繁殖生理学 2

　　植物分子遺伝学 2

　　動物遺伝育種学 2

　　動物生体生理学 2

　　植物病原学 2

　　熱帯作物改良学 2

　　蔬菜園芸学 2

　　微生物学 2

地　学 　　地球環境学 2

　　気象水文学 2

　　地盤環境学 2

　　地盤環境学Ⅱ 2

　　土壌環境科学 2

　　現代環境学 2

　　干潟環境学 2

　　物理学実験 1

　　環境水理学演習Ⅰ 2

　　環境水理学演習Ⅱ 2

物理学

物理学実験
（コンピュータ活用

を含む。）
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　　化学基礎実験 1

　　園芸工学実験実習Ⅰ 1

　　園芸工学実験実習Ⅱ 1

　　園芸工学演習Ⅰ 1

　　園芸工学演習Ⅱ 1

　　生物科学実験実習 2

　　作物学実験実習Ⅰ 1

　　作物学実験実習Ⅱ 1

　　作物学演習Ⅰ 1

　　作物学演習Ⅱ 1

　　資源循環生物学実験実習Ⅰ 1

　　資源循環生物学実験実習Ⅱ 1

　　資源循環生物学演習Ⅰ 1

　　資源循環生物学演習Ⅱ 1

　　実験水気圏環境学 2

　　測地学演習Ⅰ 2

２０以上

化学実験
（コンピュータ活用

を含む。）

合　計

生物学実験
（コンピュータ活用

を含む。）

地学実験
（コンピュータ活用

を含む。）

○「教科に関する科目」,「教職に関する科目」及び「教科又は教職に関する科目」を合わせて５９単位以上
修得すること。
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生物環境科学科［高等学校１種免許状（理科）］

科　目 授業科目 単位数(必修） 単位数(選択） 備　考

　　物理学 2

　　環境水理学Ⅰ 2

　　環境水理学Ⅱ 2

　　応用力学 2

　　化学 2

　　環境化学 2

　　環境汚染化学 2

化　学 　　植物生理学 2

　　食品化学 2

　　生物有機化学 2

　　分析化学 2

　　有機化学 2

　　生物学 2

　　環境浄化生物学 2

　　土壌微生物学 2

　　システム生態学 2

　　植物病理学Ⅰ 2

　　食用作物学 2

生物学 　　植物生態生理学 2

　　環境地理学 2

　　人間生物学 2

　　生態人類学 2

　　遺伝学 2

　　動物繁殖生理学 2

　　植物分子遺伝学 2

　　動物遺伝育種学 2

　　動物生体生理学 2

　　植物病原学 2

　　熱帯作物改良学 2

　　蔬菜園芸学 2

　　微生物学 2

　　地球環境学 2

　　気象水文学 2

　　地盤環境学 2

　　地盤環境学Ⅱ 2

　　土壌環境科学 2

　　現代環境学 2

　　干潟環境学 2

物理学

地　学
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　　環境水理学演習Ⅰ 2

　　環境水理学演習Ⅱ 2

　　園芸工学実験実習Ⅰ 1

　　園芸工学実験実習Ⅱ 1

　　園芸工学演習Ⅰ 1

　　園芸工学演習Ⅱ 1

　　生物科学実験実習 2 選択必修

　　作物学実験実習Ⅰ 1

　　作物学実験実習Ⅱ 1

　　作物学演習Ⅰ 1

　　作物学演習Ⅱ 1

　　資源循環生物学実験実習Ⅰ 1

　　資源循環生物学実験実習Ⅱ 1

　　資源循環生物学演習Ⅰ 1

　　資源循環生物学演習Ⅱ 1

　　実験水気圏環境学 2 選択必修

　　測地学演習Ⅰ 2

物理学実験
（コンピュータ活用

を含む。），

化学実験
（コンピュータ活用

を含む。），

生物学実験
（コンピュータ活用

を含む。），

地学実験
（コンピュータ活用

を含む。）

合　計 ２０以上

○「教科に関する科目」,「教職に関する科目」及び「教科又は教職に関する科目」を合わせて５９単位以上
修得すること。
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生命機能科学科［中学校１種免許状（理科）］

科　目 授業科目 単位数(必修） 単位数(選択） 備　考

　　物理化学 2

　　生物物理化学 2

　　化学 2

　　栄養化学 2

　　食品化学 2

　　生物有機化学 2

　　分析化学 2

　　有機化学 2

　　生物学 2

　　微生物学 2

　　昆虫学 2

　　植物病原学 2

　　人間生物学 2

　　蔬菜園芸学 2

　　遺伝学 2

　　地球環境学 2

　　土壌環境科学 2

　　気象水文学 2

　　地盤環境学 2

　　物理学実験 1

　　環境水理学演習Ⅰ 2

　　環境水理学演習Ⅱ 2

　　化学実験Ⅰ 1

　　化学実験Ⅱ 3

　　生化学実験 2

　　化学基礎実験 1

　　生物学基礎実験 1

　　微生物学実験 2

　　実験水気圏環境学 2

　　測地学演習Ⅰ 2

合　計 ３４以上

物理学実験
（コンピュータ活用

を含む。）

地　学

化学実験
（コンピュータ活用

を含む。）

物理学

化　学

生物学

生物学実験
（コンピュータ活用

を含む。）

地学実験
（コンピュータ活用

を含む。）

○「教科に関する科目」,「教職に関する科目」及び「教科又は教職に関する科目」を合わせて５９単位以上
修得すること。
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生命機能科学科［高等学校１種免許状（理科）］

科　目 授業科目 単位数(必修） 単位数(選択） 備　考

　　物理化学 2

　　生物物理化学 2

　　化学 2

　　栄養化学 2

　　食品化学 2

　　生物有機化学 2

　　分析化学 2

　　有機化学 2

　　生物学 2

　　微生物学 2

　　昆虫学 2

　　植物病原学 2

　　人間生物学 2

　　蔬菜園芸学 2

　　遺伝学 2

　　地球環境学 2

　　土壌環境科学 2

　　気象水文学 2

　　地盤環境学 2

　　化学実験Ⅰ 1

　　化学実験Ⅱ 3

　　生化学実験 2

　　化学基礎実験 1

　　生物学基礎実験 1

　　微生物学実験 2

地　学

物理学実験
（コンピュータ活用を

含む。）
化学実験

（コンピュータ活用を
含む。）

生物学実験
（コンピュータ活用を

含む。）
地学実験

（コンピュータ活用を
含む。）

物理学

化　学

生物学

○「教科に関する科目」,「教職に関する科目」及び「教科又は教職に関する科目」を合わせて５９単位以上
修得すること。

合　計 ３１以上

－ 77 －



応用生物科学科［高等学校１種免許状（農業）］

科　目 授業科目 単位数(必修） 単位数(選択） 備　考

　　植物育種学 2

　　熱帯農業論 2

　　応用動物昆虫学 2

　　生物統計学 2

　　果樹園芸学 2

　　科学英語 2

　　生物科学英語 2

　　生物情報処理演習 2

　　観賞園芸学 2

　　植物病理学Ⅱ 2

　　動物資源開発学 2

　　植物代謝解析学実験Ⅰ 1

　　果樹園芸学実験Ⅰ 1

　　熱帯作物改良学実験Ⅰ 1

　　蔬菜花卉園芸学実験Ⅰ 1

　　植物分子育種学実験Ⅰ  1

　　動物資源開発学実験Ⅰ  1

　　植物病理学実験Ⅰ  1

　　線虫学実験Ⅰ 1

　　昆虫学実験Ⅰ 1

　　生態学実験Ⅰ 1

　　熱帯有用植物学 2

　　飼料資源学 2

　　植物代謝解析学実験Ⅱ 1

　　果樹園芸学実験Ⅱ 1

　　熱帯作物改良学実験Ⅱ 1

　　蔬菜花卉園芸学実験Ⅱ 1

　　植物分子育種学実験Ⅱ  1

　　動物資源開発学実験Ⅱ  1

　　植物病理学実験Ⅱ  1

　　線虫学実験Ⅱ 1

　　昆虫学実験Ⅱ 1

　　生態学実験Ⅱ 1

職業指導 　　職業指導 2

○「教科に関する科目」,「教職に関する科目」及び「教科又は教職に関する科目」を合わせて５９単位以上
修得すること。

農　業
の関係
科　目

合　計 ２０以上
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生物環境科学科［高等学校１種免許状（農業）］

科　目 授業科目 単位数(必修） 単位数(選択） 備　考

　　作物生産学 2

　　生物環境保全学概説 2

　　資源循環生産学概説 2

　　地域社会開発学概説 2

　　科学英語 2

　　環境基礎解析学 2

　　土壌学 2

　　実験生物環境保全学 2

　　植物栄養学 2

　　水環境学 2

　　測地学Ⅰ 2

　　測地学Ⅱ 2

　　測地学演習Ⅱ 2

　　生物環境保全学演習 2

　　生産情報処理学Ⅰ 2

　　栽培環境制御学 2

　　動物生産管理学 2

　　農業資源物質工学 2

　　エネルギー利用学 2

　　フィールド科学基礎実習Ⅰ 1

　　植物遺伝資源学 2

　　環境保全型農業論 2

　　農産食品流通貯蔵学 2

　　農業生産機械学 2

　　フィールド科学基礎実習Ⅱ 1

　　食料流通経済学 2

　　生産エンジニアリング 2

　　生産情報処理学Ⅱ 2

　　生産情報管理学 2

　　フィールド科学総合実習 2

　　雑草学 2

　　設計・製図学 2

　　CAD利用学 2

　　地域資源論 2

　　人類生態学 2

　　地域ビジネス開発論 2

　　フィールドワーク基礎演習 1

　　観光人類学 2

　　環境社会学 2

　　経営資源管理学 2

　　農業政策論 2

　　国際地域開発論 2

　　アジア比較農業論 2

農　業
の関係
科　目
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　　食料市場論 2

　　地域資源学演習Ⅰ 1

　　人類生態学演習Ⅰ 1

　　地域ビジネス開発学演習Ⅰ 1

　　アジアフィールドワーク 1

　　農村開発学 2

　　地域社会論 2

　　国際農村保健学 2

　　農業会計学 2

　　半島・島嶼産業論 2

　　NPO・NGO論 2

　　地域資源学演習Ⅱ 1

　　人類生態学演習Ⅱ 1

　　地域ビジネス開発学演習Ⅱ 1

　　社会統計学 2

　　資源循環フィールド科学実習 1

　　遺伝資源フィールド科学実習 1

　　資源循環フィールド科学演習Ⅰ 1

　　資源循環フィールド科学演習Ⅱ 1

　　植物遺伝資源学実験実習Ⅰ 1

　　植物遺伝資源学実験実習Ⅱ 1

　　植物遺伝資源学演習Ⅰ 1

　　植物遺伝資源学演習Ⅱ 1

　　島嶼社会経済学演習Ⅰ 1

　　島嶼社会経済学演習Ⅱ 1

職業指導 　　職業指導 2

合　計 ２０以上

○「教科に関する科目」,「教職に関する科目」及び「教科又は教職に関する科目」を合わせて５９単位以上
修得すること。
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生命機能科学科［高等学校１種免許状（農業）］

科　目 授業科目 単位数(必修） 単位数(選択） 備　考

　　科学英語 2

　　生命化学概説 2

　　食糧科学概説 2

　　分子生物学 2

　　食品衛生学 2

　　生化学 2

　　生命化学特講 2

　　食糧科学特講 2

　　応用微生物学 2

　　食品工学 2

　　食品機能化学 2

　　食糧安全学 2

　　食糧流通貯蔵学 2

　　農産物利用学 2

　　専門外書講読 2

　　遺伝子工学 2

　　生物化学 2

　　生物資源化学 2

　　海洋生物資源化学 2

職業指導 　　職業指導 2

○「教科に関する科目」,「教職に関する科目」及び「教科又は教職に関する科目」を合わせて５９単位以上
修得すること。

２０以上

農　業
の関係
科　目

合　計
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「教職に関する科目」（学科共通）

理科 農業

教職の意義等に
関する科目

・教職の意義及び教員の役割
・教員の職務内容（研修，服
　務及び身分保障等を含む）
・進路選択に資する各種の機
　会の提供等

教職概説 2 2 2 2

・教育の理念並びに教育に関
　する歴史及び思想

教育基礎論
教育思想史

2
2

2 2 2

・幼児，児童及び生徒の心身
　の発達及び学習の過程（障
　害のある幼児，児童及び生
　徒の心身の発達及び学習の
　過程を含む。）

発達と教育の心理学 2 2 2 2

・教育に関する社会的，制度
　的又は経営的事項

現代教育論

社会教育概論Ⅰ

2

2
2 2 2

・教育課程の意義及び編成の
　方法

教育課程論 2 2 2 2

・各教科の指導法　　　理科

中等理科教育法Ⅰ
中等理科教育法Ⅱ
中等理科教育法Ⅲ
中等理科教育法Ⅳ
中等理科教育法Ⅴ
中等理科教育法Ⅵ
理科教育学
理科教育学演習
理科教育学実験

1
1
1
1
1
1
2
2
2

1
1
1
1
1
1

1

　
１

　　　　　　　　　　　農業
農業科教育法Ⅰ
農業科教育法Ⅱ

2
2

2

・道徳の指導法 道徳教育の理論と方法 2 2

・特別活動の指導法 特別活動の理論と方法 2 2 2 2

・教育の方法及び技術（情報
　機器及び教材の活用を含
　む。）

教育方法学概説
授業実践論
視聴覚教育

2
2
2

2 2 2

・生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 2 2 2 2

・教育相談（カウンセリング
　に関する基礎的な知識を含
　む。）の理論及び方法

・進路指導の理論及び方法

教育実習
中学校教育実習
高等学校教育実習

5
3

5
3 3

事前・事後指導
１単位を含む

教職実践演習 教職実践演習(中・高) 2 2 2 2

33 25 25

単位授業科目

2

合　　　　　計

教育の基礎理論
に関する科目

高等学校各科目に含める必要事項科目

○「教科に関する科目」，「教職に関する科目」及び「教科又は教職に関する科目」を合わせて５９単位以上修得す
ること。

備考

教育相談

教育課程及び指
導法に関する科
目

生徒指導，教育
相談及び進路指
導等に関する科
目 2 2 2

修得すべき単位数

中学校
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「教科又は教職に関する科目」 

最低修得単位数 単位の修得方法 

中 学 校 ８ 

高等学校 16 

最低修得単位を超えて修得した「教科に関する科目」及び「教職に関する科目」の単位を

もって充てる。 

 

 

 

附 則 

この内規は，平成１６年４月１日から施行する。 

 附 則（平成１８年２月２２日改正） 

１ この内規は，平成１８年４月１日から施行する。 

２ 平成１８年３月３１日において現に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び平成１８

年４月１日以降において在学者の属する年次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の

例による。 

附 則（平成２２年２月１７日改正） 

１ この内規は，平成２２年４月１日から施行する。 

２ 平成２２年３月３１日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２２年４月１日以降

において在学者の属する年次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の例による。 

附 則（平成２４年１月２５日改正） 

１ この内規は，平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年３月３１日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２４年４月１日以降

において在学者の属する年次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の例による。 

附 則（平成２５年１月２３日改正） 

１ この内規は，平成２５年４月１日から施行する。 

２ 平成２５年３月３１日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年次に転

入学，編入学又は再 入学する者については，なお従前の例による。 
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教 職 に 関 す る 科 目 

一種免許状（理科，農業）                                                                                ☆印は必修 

単 位 数 

高等学校 科  目 各科目に含める必要事項 授 業 科 目 授 業 科 目 
単 

位 中学校
理 科 農 業

開講時期 備     考 

教職の意義等に関す

る科目 

・教職の意義及び教員の役割 

・教員の職務内容（研修，服務及び身分保障等を含む） 

・進路選択に資する各種機会の提供等 

☆教職概説 ☆教職概説 ２ ２ ２ ２ ２年前期 特別１クラス（文化教育学部開講）

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 
☆教育基礎論 

教育思想史 

☆教育基礎論 

教育思想史 

２ 

２ 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

２年前期 

２年前期 

特別１クラス（文化教育学部開講）

既設クラス（文化教育学部開講） 

・幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程（障害

のある幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

を含む。） 

☆発達と教育の心理学 ☆発達と教育の心理学 ２ ２ ２ ２ ２年前期 既設クラス（文化教育学部開講） 
教育の基礎理論に関

する科目 

・教育に関する社会的，制度的，経営的事項 
 現代教育論 

 社会教育概論Ⅰ 

 現代教育論 

 社会教育概論Ⅰ 

２ 

２ 
２ ２ ２ 

２年前期 

２年前期 

特別１クラス（文化教育学部開講）

既設クラス（文化教育学部開講） 

・教育課程の意義及び編成の方法 ☆教育課程論 ☆教育課程論 ２ ２ ２ ２ ３年前期 特別１クラス（文化教育学部開講）

理  科 

☆中等理科教育法Ⅰ 

 中等理科教育法Ⅱ 

 中等理科教育法Ⅲ 

 中等理科教育法Ⅳ 

 中等理科教育法Ⅴ 

 中等理科教育法Ⅵ 

 理科教育学 

 理科教育学演習 

理科教育学実験 

☆中等理科教育法Ⅰ 

 中等理科教育法Ⅱ 

 中等理科教育法Ⅲ 

 中等理科教育法Ⅳ 

 中等理科教育法Ⅴ 

 中等理科教育法Ⅵ 

 理科教育学 

 理科教育学演習 

理科教育学実験 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

１ 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

３年前期 

３年前期 

３年後期 

３年後期 

３年後期 

３年後期 

２年後期 

２年前期 

２年前期 

理科の免許を取得しようとする者

（文化教育学部開講） 

 

中学校の場合はⅠ～Ⅵは必修 

 

高等学校の場合はⅠは必修 

Ⅲ～Ⅵから１単位を選択する 

・各教科の指導法 

農  業 
☆農業科教育法Ⅰ 

農業科教育法Ⅱ 

☆農業科教育法Ⅰ 

農業科教育法Ⅱ 

２ 

２ 

 
 

２ 

 

３年前期 

３年後期 

農業の免許を取得しようとする者

（農学部開講） 

・道徳の指導法 ☆道徳教育の理論と方法 ☆道徳教育の理論と方法 ２ ２   ２年後期  

・特別活動の指導法 ☆特別活動の理論と方法 ☆特別活動の理論と方法 ２ ２ ２ ２ ２年後期  

教育課程及び指導法

に関する科目 

・教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。） 

☆教育方法学概説 

 授業実践論 

視聴覚教育 

☆教育方法学概説 

授業実践論 

視聴覚教育 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

２ 

 

 

２ 

 

 

２年前期 

３年前期 

３年前期 

特別クラス（文化教育学部開講） 

既設クラス（文化教育学部開講） 

既設クラス（文化教育学部開講） 

・生徒指導の論理及び方法 ☆生徒指導論 ☆生徒指導論 ２ ２ ２ ２ ２年後期 特別１クラス（文化教育学部開講）

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）

の理論及び方法 

生徒指導,教育相談及

び進路指導等に関す

る科目 
・進路指導の論理及び方法 

☆教育相談 ☆教育相談 ２ ２ ２ ２ ２年後期 特別１クラス（文化教育学部開講）

教育実習  
☆中学校教育実習 

☆高等学校教育実習 

☆中学校教育実習 

☆高等学校教育実習 

５ 

３ 

５ 

 

 

３ 

 

３ 

４年通年 

４年通年 
事前・事後指導１単位を含む。 

教職実践演習  ☆教職実践演習(中・高) ☆教職実践演習(中・高) ２ ２ ２ ２ ４年前期 文化教育学部開講 

合                    計   ３３ ２５ ２５   
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教 職 に 関 す る 科 目 

一種免許状（理科，農業）                                                                                ☆印は必修 

単 位 数 

高等学校 科  目 各科目に含める必要事項 授 業 科 目 授 業 科 目 
単 

位 中学校
理 科 農 業

開講時期 備     考 

教職の意義等に関す

る科目 

・教職の意義及び教員の役割 

・教員の職務内容（研修，服務及び身分保障等を含む） 

・進路選択に資する各種機会の提供等 

☆教職概説 ☆教職概説 ２ ２ ２ ２ ２年前期 特別１クラス（文化教育学部開講）

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 
☆教育基礎論 

教育思想史 

☆教育基礎論 

教育思想史 

２ 

２ 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

２年前期 

２年前期 

特別１クラス（文化教育学部開講）

既設クラス（文化教育学部開講） 

・幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程（障害

のある幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

を含む。） 

☆発達と教育の心理学 ☆発達と教育の心理学 ２ ２ ２ ２ ２年前期 既設クラス（文化教育学部開講） 
教育の基礎理論に関

する科目 

・教育に関する社会的，制度的，経営的事項 
 現代教育論 

 社会教育概論Ⅰ 

 現代教育論 

 社会教育概論Ⅰ 

２ 

２ 
２ ２ ２ 

２年前期 

２年前期 

特別１クラス（文化教育学部開講）

既設クラス（文化教育学部開講） 

・教育課程の意義及び編成の方法 ☆教育課程論 ☆教育課程論 ２ ２ ２ ２ ３年前期 特別１クラス（文化教育学部開講）

理  科 

☆中等理科教育法Ⅰ 

 中等理科教育法Ⅱ 

 中等理科教育法Ⅲ 

 中等理科教育法Ⅳ 

 中等理科教育法Ⅴ 

 中等理科教育法Ⅵ 

 理科教育学 

 理科教育学演習 

理科教育学実験 

☆中等理科教育法Ⅰ 

 中等理科教育法Ⅱ 

 中等理科教育法Ⅲ 

 中等理科教育法Ⅳ 

 中等理科教育法Ⅴ 

 中等理科教育法Ⅵ 

 理科教育学 

 理科教育学演習 

理科教育学実験 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

１ 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

３年前期 

３年前期 

３年後期 

３年後期 

３年後期 

３年後期 

２年後期 

２年前期 

２年前期 

理科の免許を取得しようとする者

（文化教育学部開講） 

 

中学校の場合はⅠ～Ⅵは必修 

 

高等学校の場合はⅠは必修 

Ⅲ～Ⅵから１単位を選択する 

・各教科の指導法 

農  業 
☆農業科教育法Ⅰ 

農業科教育法Ⅱ 

☆農業科教育法Ⅰ 

農業科教育法Ⅱ 

２ 

２ 

 
 

２ 

 

３年前期 

３年後期 

農業の免許を取得しようとする者

（農学部開講） 

・道徳の指導法 ☆道徳教育の理論と方法 ☆道徳教育の理論と方法 ２ ２   ２年後期  

・特別活動の指導法 ☆特別活動の理論と方法 ☆特別活動の理論と方法 ２ ２ ２ ２ ２年後期  

教育課程及び指導法

に関する科目 

・教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。） 

☆教育方法学概説 

 授業実践論 

視聴覚教育 

☆教育方法学概説 

授業実践論 

視聴覚教育 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

２ 

 

 

２ 

 

 

２年前期 

３年前期 

３年前期 

特別クラス（文化教育学部開講） 

既設クラス（文化教育学部開講） 

既設クラス（文化教育学部開講） 

・生徒指導の論理及び方法 ☆生徒指導論 ☆生徒指導論 ２ ２ ２ ２ ２年後期 特別１クラス（文化教育学部開講）

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）

の理論及び方法 

生徒指導,教育相談及

び進路指導等に関す

る科目 
・進路指導の論理及び方法 

☆教育相談 ☆教育相談 ２ ２ ２ ２ ２年後期 特別１クラス（文化教育学部開講）

教育実習  
☆中学校教育実習 

☆高等学校教育実習 

☆中学校教育実習 

☆高等学校教育実習 

５ 

３ 

５ 

 

 

３ 

 

３ 

４年通年 

４年通年 
事前・事後指導１単位を含む。 

教職実践演習  ☆教職実践演習(中・高) ☆教職実践演習(中・高) ２ ２ ２ ２ ４年前期 文化教育学部開講 

合                    計   ３３ ２５ ２５   
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年次 月 学生

１年次 ４月 ｢教職に関する科目｣，｢教科に関する科目｣の履修開始

教職カルテに関する説明会

教職カルテの登録・入力

教職チューターとの面談日程確認

教職カルテ入力，教職チューターと面談（４月末まで）

教育実習履修希望者説明会

４年次教育実習申出書等必要書類の提出

介護等体験申込（中学校教諭免許状取得者必修）

教職カルテ入力

麻疹の抗体検査

実習校配属決定（佐賀市内中学校又は母校）

介護等体験事前指導（特別支援学校）

介護等体験事前指導（社会福祉施設）

今後の教育実習日程についての説明会

８月

～

９月

８月

～

３月

２月 教育実習事前説明会

教育実習届提出

教職チューターとの面談日程確認

教職カルテ入力，教職チューターと面談（４月末まで）

教育実習事前指導（全体）

教育実習事前指導（教科別）

５月 教職カルテ入力

５月

～

９月

教職チューターとの面談日程確認

教職カルテ入力，教職チューターと面談（９月末まで）

教職実践演習履修（教育職員免許状取得者必修）

教育実習事後指導（全体）

教育実習事後指導（教科別）

免許申請のための事前説明会（戸籍抄本を準備）

免許状取得事前申請書・戸籍抄本の提出

１月 教育職員免許状の申請書類提出

３月 教育職員免許状の受領

注意

教育職員免許状取得のための年次計画（経済，理工，農学部用）

　　・教育実習事前，事後指導を無断欠席をした者は，教育実習の履修を放棄したものとみなす。

　　・教育職員免許状取得のためには，２年次４月に教職カルテの登録の申し出を行い，４年次後期に

　　　教職実践演習（教育職員免許状取得者必修）を受講しなければならない。

　　・教職カルテを登録，記入をしていない者は，教職実践演習の履修が認められない。

　　・教育実習事前，事後指導は全体と教科別を共に受講すること。

　　・上記計画は予定であり，変更されることもあります。必ず教育実習の掲示板で各自詳細を確認すること。

７月

４月

９月

介護等体験参加
（特別支援学校２日間、社会福祉施設５日間）
教育実習準備活動参加（佐賀市内中学校配属者のみ）

５月

３月

教育実習（必修）

３年次

２年次

６月

４年次

４月

10月

３月

教職カルテの申込
※教育職員免許状を取得するためには必ず申込

４月

５月

実習校に訪問し，教育実習内諾依頼文書で直接依頼
実習校訪問報告書の提出
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２ 教員免許状と介護等体験実習について 
 

小学校と中学校の教員免許状取得に際して，社会福祉施設や特別支援学校で７日間の介護等体験実習が義務付け

られています。この制度についての概要及び佐賀大学における実施計画は次のとおりです。 

 

Ⅰ 義務教育教員志願者に対する介護等体験の義務付けに関する制度の概要 

１．法律の名称とその趣旨 

「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律（介護等体験特

例法）」により，教員（教諭）が個人の尊厳及び社会連帯の理念に関する認識を深めることの重要性にかんが

み，教員（教諭）の資質向上及び学校教育の一層の充実を図る観点から，小学校及び中学校の教諭の普通免許

状の授与にあたっては，社会福祉施設等において７日間の介護等の体験を行うことが義務付けられています。 

２．制度の対象者 

小学校及び中学校の教諭の普通免許状を取得しようとする者 

[義務付けを免除する者] 

① 介護等に関する専門的知識及び技術を有する者 

  (省令で，介護福祉士，特別支援学校教員等の資格を併せ取得する者等を規定) 

② 身体上の障害により介護等体験が困難な者 

  (省令で，身体障害者福祉法による1級から6級までの身体障害者を規定) 

３．介護等体験の内容等 

⑴ 介護等体験の内容 

・ 障害者，高齢者等に対する介護，介助，これらの者との交流等の体験（障害者等の話相手，散歩の付添

い等），受入施設職員の業務補助（掃除や洗濯など，障害者等と直接接しないものを含む） 

・ 特別支援教育諸学校での教育実習，受入施設での他の資格取得に際しての介護実習等は，介護等の体験

期間に算入可能 

⑵ 介護等体験の実施施設 

特別支援学校（盲・聾・養護学校）及び社会福祉施設 

⑶ 介護等体験の時期及び期間 

18才に達した後の７日間 

［目途：少なくとも特別支援学校（盲・聾・養護学校）２日＋社会福祉施設５日＝７日］ 

⑷ 免許状申請に係る手続(省令で規定) 

① 施設は，教員になろうとする者が介護等体験をしたことを証明する書類を発行 

② 都道府県教育委員会への免許状の申請に当たっては，上記の証明書を提出 

 

Ⅱ 佐賀大学における介護等体験実習について 

佐賀大学においては，文化教育学部教育実習委員会が企画・立案し，他学部の協力を得て実施する。 

１．特別支援学校（盲・聾・養護学校）における介護等体験実習について 

① 実施施設  佐賀大学文化教育学部附属特別支援学校 

〒840－OO26 佐賀市本庄町正里46－2 TEL O952－29－9676 

② 期  間  ２日間 

③ 実施学年  農学部：３年次生より実施 

④ 経  費  必要な場合は，実費程度 

２．社会福祉施設における介護等体験実習について 

① 実施施設  佐賀県内における社会福祉施設 

       （参加学生の希望に基づき，県社会福祉協議会と連絡調整して決定） 
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② 期  間  ５日間（連続） 

③ 実施学年  農学部：３年次生より実施 

④ 経  費  １日につき2,000円を県社会福祉協議会に支払う 

 ３．介護等体験に係わる保険加入について 

   介護等体験実習を受ける時は，他人にケガをさせたり，財物を損壊した時の損害賠償を補償する保険に必ず

加入しなければなりません。（科目等履修生を含みます。） 

  例）学研災付帯賠償責任保険（学生生活課），学生賠償責任保険（大学生協）など 

 

 

３ 大学卒業後に得られる資格 

 

 農学部では，学科ごとに特徴ある専門科目が開講されており，それらの中には，各種の資格を取得するための要

件となっている授業科目がある。農学部で取得できる資格は下記のとおりであり，その資格を取得するために必要

な授業科目は，応用生物科学科・生物環境科学科及び生命機能科学科のカリキュラム表の該当欄に印をつけて示さ

れている。資格取得に必要な授業科目を履修し，所定の単位を修得すると，学部卒業と同時に，あるいは卒業後に

一定期間の実務経験を経て，下記の資格が得られる。 

 

 家畜人工授精師（応用生物科学科及び生物環境科学科（資源循環生産学コース）の学生） 

  応用生物科学科，生物環境科学科（資源循環生産学コース）のカリキュラム表の「家畜人工」の欄に「○」の

印がついた授業科目の所定単位を修得すると，牛，馬，めん羊，山羊，豚などの家畜別に行われる人工授精に関

する講習会の関連科目の受講及び修業試験が免除される。 

  家畜人工授精師とは，上記の家畜類に人工授精を行う資格の保有者である。 

 

 農業改良普及指導員（３学科の学生共通） 

  農学部卒業生は４年以上の実務経験を経て国が実施する農業改良普及指導員の資格試験を受けることが出来る。 

  この資格試験の筆記試験は農業概論が必須，選択は１項目，さらに書類審査，口述「面接」試験があり，選択

項目は自分であらかじめ選ぶことができる。 

  農業改良普及指導員とは，農家の生産技術及び経営指導に直接当たる者である。 

 

 測量士補及び測量士（生物環境科学科（生物環境保全学コース）の学生に限る） 

  生物環境科学科（生物環境保全学コース）のカリキュラム表の「測量士補」の欄に「◆」の印がついた授業科

目を履修し，所定の単位を修得して卒業すると，測量士補の資格が得られる。大学卒業後，一定期間の実務経験

を経ると，測量士の資格が得られる。 

  測量士とは，国及び地方公共団体が行う基本測量や公共測量の計画を策定又は実施する者である。 

  測量士補とは，測量士の策定した計画に従い，測量に従事する者である。 

  測量士・測量士補の資格を持つ者は，土地家屋調査士などの第二次試験を免除される。 

 

 １級及び２級土木施工管理技士（生物環境科学科（生物環境保全学コース）の学生に限る） 

  生物環境科学科（生物環境保全学コース）のカリキュラム表の「土木施工」の欄に「◇」の印がついた授業科

目を履修し，所定の単位を修得して卒業した後，一定期間の実務経験を経ると，１級及び２級土木施工管理技士

の受験資格が得られる。 

  １級土木施工管理技士とは，現場の最高責任者となって，土木工事現場で働く人々をまとめ，工程・安全・品

質などの管理を行うスペシャリストである。 
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  ２級土木施工管理技士とは，建設工事が安全かつ予定通りに進行するよう，土木現場で働くさまざまな業者を

統括するのが主な仕事である。 

 

食品衛生管理者 

○生命機能科学科 

生命機能科学科のカリキュラム表の「食品衛生」の欄に「◎」及び「●」の印がついた授業科目を履修し、

所定の単位を修得すると、食品衛生管理者としての資格要件を満たす。 

食品衛生管理者とは、食品添加物、乳製品などの製造業や食用油脂精製工場などで、食品の製造・加工を

衛生的に管理するための責任者である。 

 

○応用生物科学科・生物環境科学科 

次の１～10の科目のうち８科目以上を履修し、所定の単位を修得すると、食品衛生管理者としての資格要

件を満たす。ただし佐賀大学で開講されない科目もある。 

佐賀大学で開講される科目はカリキュラム表（Ｐ56～65）で確認すること。履修について不明な点は教務

課へ問い合わせること。 

１．土壌学 ２．植物栄養学 ３．生物化学 

４．応用微生物学 ５．栄養化学 ６．食品化学 

７．農産物利用学 ８．畜産物利用学、水産物利用学又は林産物利用学 

９．農薬化学 10．生物有機化学  

 

食品衛生監視員 

○生命機能科学科 

生命機能科学科のカリキュラム表の「食品衛生」の欄に「◎」及び「●」の印がついた授業科目を履修し、

所定の単位を修得すると、国、都道府県などの公務員になった場合、食品衛生監視員としての資格要件を満

たす。 

食品衛生監視員とは、食品衛生に関する監視、指導などの職務を行う公務員である。 

 

○応用生物科学科・生物環境科学科 

次の１～10の科目のうち８科目以上を履修し、所定の単位を修得すると、食品衛生監視員としての資格要

件を満たす。ただし佐賀大学で開講されない科目もある。 

佐賀大学で開講される科目はカリキュラム表（Ｐ56～65）で確認すること。履修について不明な点は教務

課へ問い合わせること。 

１．土壌学 ２．植物栄養学 ３．生物化学 

４．応用微生物学 ５．栄養化学 ６．食品化学 

７．農産物利用学 ８．畜産物利用学、水産物利用学又は林産物利用学 

９．農薬化学 10．生物有機化学  
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Ⅵ 証明書発行と奨学金などの申請手続 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 各種証明書の発行手続 
 

証明書の発行手続は，学務部（学生センター内）で行う。 

 ① 学生証（教務課総務係） 

 ② 通学証明書（学生生活課） 

 ③ 自動車登録許可証（学生生活課） 

 ④ 卒業証明書（農学部教務係） 

 ⑤ 在学期間証明書（農学部教務係） 

 ⑥ 単位修得証明書（農学部教務係） 

 ⑦ 受験許可書（農学部教務係） 

 ⑧ その他証明書（農学部教務係） 

［学生センターの自動発行機で発行する証明書］ 

 ① 在学証明書 

 ② 成績証明書 

 ③ 卒業見込証明書 

④ 学生旅客運賃割引証（学割） 

 

 

２ 奨学金及び授業料免除などの申請手続 
 

 奨学金及び授業料免除などの申請は，受付期間などを定めて，全学部の学生を対象に行われる。そのための説明

会や申請期間などは，学生センターの奨学金掲示板及び授業料免除掲示板にその都度掲示されるので，申請漏れな

どがないように掲示に注意する。 

 

 

３ 学生教育研究災害傷害保険・学研災付帯賠償責任保険について 
 

 大学に学ぶ学生が，教育研究活動中（正課中，学校行事中，課外活動中，学内施設内）及び通学途中において，

不慮の災害事故による傷害を受けた学生に対する補償救済制度が，学生教育研究災害傷害保険です。 

学生の皆さんが卒業するまでの期間，安心して勉学及び課外活動に専念し，正課・課外教育活動を通して有意義

で充実した学生生活を過ごすための福利厚生事業の一環として，本学では学生の皆さんを全員加入としております。 

なお，保険料は大学が負担し，加入手続きは大学が一括して行うため，学生の皆さんが行う必要はありません。 

また，学生が万が一相手をけがさせたり物を壊したりしたときに備えての保険が，学研災付帯賠償責任保険です。

この保険の加入受付は，原則として４月中に行うが，年の中途であっても受付られます。加入手続は，学生センタ

ー内の学生生活課学生支援係にある指定の「振込用紙」に必要事項を記入し，郵便局で保険料を払い込んでくださ

い。 

なお，インターンシップ・介護等体験・ボランティア活動に参加する場合は，この保険に加入しなければ参加で

きません。 
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Ⅶ 規則及び内規等 
 

 

 

１．佐賀大学農学部規則 

 

２．佐賀大学農学部履修細則 

 

３．農学部学生の分属及び卒業研究に関する内規 

 

４．農学部定期試験受験上の注意 

 

５．追試験及び再試験に関する農学部内規 

 

６．農学部編入学生の既修得単位の認定に関する内規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 佐賀大学農学部規則 

 

（平成16年４月１日制定） 

（趣 旨） 

第１条 佐賀大学農学部（以下｢本学部｣という。）に関する事項は，国立大学法人佐賀大学規則（平成16年４月１

日制定）及び佐賀大学学則（平成16年４月１日制定。以下｢学則｣という｡）に定めるもののほか，この規則の定

めるところによる。 

（学部の目的） 

第１条の２ 本学部は，農学及び関連する学問領域において，多様な社会的要請にこたえうる幅広い素養と実行力

を身に付けた人材を育成することを目的とする。 

（学科の目的） 

第１条の３ 本学部の各学科の目的は，次に掲げるとおりとする。 

⑴ 応用生物科学科 生物の特性を理解し，生物の改良や活用を通して，社会に貢献できる人材を育成する

こと。 

⑵ 生物環境科学科 

イ 生物環境保全学コース  地球上の環境や生態系を深く理解し，これらの保全，再生及び活用を通して，

社会に貢献できる人材を育成すること。 

ロ 資源循環生産学コース  生物科学及び生産情報科学の理論と技術を学び，環境に配慮した食糧生産と環

境問題の解決に貢献できる人材を育成すること。 

ハ 地域社会開発学コース  フィールドワークに基づく教育研究を通して，日本を含むアジア・太平洋諸地

域における，持続可能な循環型地域社会の構築に貢献できる人材を育成する

こと。 

⑶ 生命機能科学科 科学的思考力を備え，生命科学技術の応用を通して，食と健康の分野において社会に貢献

できる人材を育成すること。 

（入 学） 

第２条 本学部に入学することのできる者は，学則第９条及び第14条に定めるところによる。 

２ 編入学に関する事項は，佐賀大学農学部編入学規程（平成16年４月１日制定）の定めるところによる。 

（学科及びコース） 

第３条 本学部の学科に次のコースを置く。 

学   科 コ ー ス 

応用生物科学科  

生物環境保全学コース 

資源循環生産学コース 生物環境科学科 

地域社会開発学コース 

生命機能科学科  

２ 前項に掲げるコースは，２年次前学期の始めに決定する。なお，決定方法については別に定める。 

（教育課程の編成） 

第４条 本学部の教育課程は，次の教育科目をもって編成する。 

教養教育科目 

専門教育科目 
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２ 教養教育科目は，大学入門科目，共通基礎科目，基本教養科目及びインターフェース科目に区分する。 

３ 共通基礎科目は，外国語科目，健康・スポーツ科目及び情報リテラシー科目に区分する。 

４ 基本教養科目は，自然科学と技術の分野，文化の分野及び現代社会の分野に区分する。 

５ 専門教育科目は，専門基礎科目，農学基礎科目及び専門科目に区分し，学科及びコース別に，必修科目，選択

科目及び自由科目に分ける。 

６ 前項の専門基礎科目には，学部間共通教育科目の共通専門基礎科目の授業科目を充てることがある。 

（履修方法） 

第５条 学生は，本学部の定める教育課程により，教養教育科目及び専門教育科目から成る別表に示す単位を修得

しなければならない。 

２ 教養教育科目の授業科目，単位数及び履修方法は，佐賀大学教養教育科目履修細則（平成25年２月27日全部改

正）及び佐賀大学農学部履修細則（平成16年４月１日制定。以下「履修細則」という。）の定めるところによる。 

３ 専門教育科目の授業科目，単位数及び履修方法は，履修細則の定めるところによる。 

（履修手続） 

第６条 学生は，履修しようとする授業科目について，各学期とも所定の期間内に定められた方法により履修手続

をしなければならない。ただし，学期の中途から開始される授業科目については，その都度履修手続をしなけれ

ばならない。 

（成績判定及び単位の授与） 

第７条 授業科目を履修した場合には，成績判定の上，合格した者に対して所定の単位を与える。 

２ 成績判定は，平素の学修状況，出席状況，学修報告，論文及び試験等によって行う。 

３ 成績は，秀・優・良・可・不可の評語をもって表わし，秀・優・良・可を合格とし，不可は不合格とする。 

（試 験） 

第８条 試験は，各授業科目につき，学期ごとに行うことを原則とする。 

２ 追試験及び再試験については，追試験及び再試験に関する農学部内規（平成16年４月１日制定）の定めるとこ

ろによる。 

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第９条 教育上有益と認めるときは，他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を含む。）における授業科

目の履修，大学以外の教育施設等における学修及び入学前の他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を

含む。）における授業科目の履修により修得した単位について，教授会の議を経て，認定する。 

（転入学，編入学及び再入学した者の履修科目等の認定） 

第10条 転入学，編入学又は再入学した者の履修科目及び修得単位数は，教授会の議を経て，認定する。 

（卒業の要件） 

第11条 本学部を卒業するには，所定の期間在学し，第４条に定める教育課程を履修し，かつ，所定の単位を修得

しなければならない。 

（科目等履修生） 

第12条 科目等履修生に関する事項は，佐賀大学科目等履修生規程(平成16年４月１日制定)の定めるところによる。 

（特別聴講学生） 

第13条 特別聴講学生に関する事項は，佐賀大学学生交流に関する規程（平成16年４月１日制定）の定めるところ

による。 

（研究生） 

第14条 研究生に関する事項は，佐賀大学研究生規程（平成16年４月１日制定）の定めるところによる。 

（外国人留学生） 

第15条 外国人留学生に関する事項は，佐賀大学外国人留学生規程(平成16年４月１日制定)の定めるところによる。 
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（公開講座） 

第16条 学部の主催する公開講座については，教授会の議を経て，これを行うものとする。 

（雑 則） 

第17条 この規則に定めるもののほか，本学部に関し，必要な事項は，教授会において定める。 

附 則 

 この規則は，平成16年４月１日から施行する。 

   附 則（平成17年１月21日改正） 

１ この規則は，平成17年４月１日から施行する。 

２ 平成17年３月31日において現に在学するもの（以下この項において「在学者」という。）及び平成17年４月１

日以降において在学者の属する年次に転入学，編入学及び再入学する者については，なお従前の例による。 

   附 則（平成18年２月16日改正） 

１ この規則は，平成18年４月１日から施行する。 

２ 平成18年３月31日において現に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び平成18年４月１日

以降において在学者の属する年次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の例による。 

   附 則（平成19年３月22日改正） 

 この規則は，平成19年４月１日から施行する。 

   附 則（平成19年５月18日改正） 

１ この規則は，平成19年５月18日から施行し，平成19年４月１日から適用する。 

２ 平成19年３月31日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年次に転入学，編

入学又は再入学する者については，なお従前の例による。 

   附 則（平成19年12月21日改正） 

 この規則は，平成20年４月１日から施行する。 

   附 則（平成22年３月19日改正） 

１ この規則は，平成22年４月１日から施行する。 

２ 平成22年３月31日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成22年４月１日以降において在

学者の属する年次に転入学，編入学及び再入学する者については，なお従前の例による。 

   附 則（平成25年２月13日改正） 

１ この規則は，平成25年４月１日から施行する。 

２ 平成25年３月31日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年次に転入学，編

入学又は再入学する者については，なお従前の例による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 95 －



別表（第５条第１項関係） 

教 養 教 育 科 目 

共 通 基 礎 科 目 専門教育科目

外国語科目 

健康・

スポーツ

科目 

情報リテ

ラシー

科目 

基本教養科目

学科・コース 

大
学
入
門
科
目
（
大
学
入
門
科
目
Ⅰ
） 

英

語 

ド イ ツ 語 ，

 

フランス語，

 

中 国 語

 

朝 鮮 語

講

義 

実

習(

Ⅰ

及

び

Ⅱ)
 

講

義 

演

習

Ⅰ 

自

然

科

学

と 

技

術

の

分

野 

文

化

の

分

野 

現

代

社

会

の

分

野 

イ

ン

タ

ー

フ

ェ

ー

ス

科

目 

小

計 

専

門

基

礎

科

目 

農

学

基

礎

科

目 

専

門

科

目 

小

計 
合

計 

応 用 生 物 科 学 科 2 4 4 2 2 2 1 12 8 37 4 6 79 89 126

生物環境保全学 

コ  ー  ス 
2 4 4 2 2 2 1 12 8 37 4 6 79 89 126

資源循環生産学 

コ  ー  ス 
2 4 4 2 2 2 1 12 8 37 4 6 79 89 126

生
物
環
境
科
学
科 地域社会開発学 

コ  ー  ス 
2 4 4 2 2 2 1 12 8 37 4 6 79 89 126

生 命 機 能 科 学 科 2 4 4 2 2 2 1 12 8 37 6 6 77 89 126

備考 

 基本教養科目は，各分野から２単位以上を履修するものとする。 
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２ 佐賀大学農学部履修細則 

 

（趣 旨） 

第１条 佐賀大学農学部学生の教養教育科目及び専門教育科目の履修については，佐賀大学学則（平成16年４月１

日制定），佐賀大学教養教育科目履修規程（平成25年２月27日全部改正），佐賀大学教養教育科目履修細則（平

成25年２月27日全部改正），佐賀大学学部間共通教育科目履修規程（平成25年２月27日制定）及び佐賀大学農学

部規則（平成16年４月１日制定）に定めるもののほか，本細則の定めるところによる。 

（共通基礎科目） 

第２条 共通基礎科目中，外国語科目については，英語を必修とし，ドイツ語，フランス語，中国語，朝鮮語の中

から１か国語を選択して履修するものとする。ただし，外国人留学生については，この限りでない。 

２ 共通基礎科目中，情報リテラシー科目の演習については，情報基礎演習Ⅰを必修とする。 

（専門教育科目） 

第３条 各学科及びコースの専門教育科目における専門基礎科目，農学基礎科目及び専門科目の授業科目及び単位

等は，別表Ⅰ～Ⅶのとおりとする。 

２ 前項の授業科目の配当年次は，別に定める。 

（外国人留学生の履修） 

第４条 外国人留学生は，別表Ⅷに定める授業科目を専門科目における選択科目の一部として履修することができ

る。 

（転入学，編入学及び再入学した者の履修科目等の認定） 

第５条 佐賀大学農学部規則第10条に規定する転入学，編入学又は再入学した者の履修科目及び修得単位数の認定

については，別に定める。 

（履修登録） 

第６条 学生は，履修しようとする授業科目について，佐賀大学農学部規則第６条に規定する履修手続を，各学期

とも所定の期限までに終えなければならない。 

２ 前項の履修手続を終えなかった場合，当該学期に受講したすべての授業科目の単位は認定されない。 

３ 各学期に履修科目として登録できる単位数の上限は，別に定める。ただし，転入学，編入学又は再入学した者

については，この限りでない。 

４ 教育職員免許法における教職に関する科目及び集中講義の科目は，各学期に登録できる授業科目の単位数の上

限の対象としない。 

（教育職員免許状） 

第７条 教育職員免許状取得に関する科目は，「農学部学生の教育職員免許状取得に関する内規（平成16年４月１

日制定）」に定める。 

（雑 則） 

第８条 この細則に定めるもののほか，学生の履修に関し必要な事項は，教授会で定める。 

 

附 則 

 この細則は，平成16年４月１日から施行する。 

   附 則（平成17年１月12日改正） 

１ この細則は，平成17年４月１日から施行する。 

２ 平成17年３月31日において現に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び平成17年４月１日

以降において在学者の属する年次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の例による。 
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   附 則(平成18年２月17日改正) 

１ この細則は，平成18年４月１日から施行する。 

２ 平成18年３月31日において現に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び平成18年４月１日

以降において在学者の属する年次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の例による。 

附 則(平成19年２月21日改正) 

 この細則は，平成19年４月１日から施行する。 

附 則(平成21年１月28日改正) 

１ この細則は，平成21年４月１日から施行する。 

２ 平成21年３月31日において現に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び平成21年４月１日

以降において在学者の属する年次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の例による。ただし，

改正後の別表Ⅲから別表Ⅶにおける選択科目中「インターンシップⅠ」,「インターンシップⅡ」,「アカデミッ

ク英語コミュニケーション」及び「アカデミック英語プレゼンテーション」については，この限りでない。 

   附 則（平成22年２月17日改正） 

１ この細則は，平成22年４月１日から施行する。 

２ 平成22年３月31日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成22年４月１日以降において在

学者の属する年次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の例による。 

   附 則（平成23年２月16日改正） 

１ この細則は，平成23年４月１日から施行する。 

２ 平成23年３月31日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成23年４月１日以降において在

学者の属する年次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の例による。 

   附 則（平成24年１月25日改正） 

１ この細則は，平成24年４月１日から施行する。 

２ 平成24年３月31日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成24年４月１日以降において在

学者の属する年次に転入学，編入学又は再入学する者については，なお従前の例による。 

附 則（平成25年１月23日改正） 

１ この細則は，平成25年４月１日から施行する。 

２ 平成25年３月31日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年次に転入学，編

入学又は再入学する者については，なお従前の例による。 

附 則（平成26年１月22日改正） 

１ この細則は，平成26年４月１日から施行する。 

２ 平成26年３月31日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年次に転入学，編

入学又は再入学する者については，なお従前の例による。 

附 則（平成26年２月12日改正） 

１ この細則は，平成26年４月１日から施行する。 

２ 平成26年３月31日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年次に転入学，編

入学又は再入学する者については，なお従前の例による。 

 

別表Ⅰ（第３条関係） 

 専 門 基 礎 科 目 

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位

基礎数学 

物理学 

２ 

２ 

化学 

生物学 

２ 

２ 
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 備 考 

⑴ 応用生物科学科の学生は，「化学」及び「生物学」を必ず履修しなければならない。 

⑵ 生物環境科学科の学生は，上記専門基礎科目の中から４単位以上履修しなければならない。 

⑶ 生命機能科学科の学生は，「物理学」，「化学」及び「生物学」を必ず履修しなければならない。 

⑷ 各学科の学生が，上記⑴から⑶までにより当該学科において必要とされる単位数を超えて修得した単位があ

る場合は，当該単位数を超えて修得した単位は，専門科目（選択科目）の単位として算入する。 

⑸ 「基礎数学」は，佐賀大学全学教育機構が開設する学部間共通教育科目の共通専門基礎科目の「基礎数学」

を履修するものとする。 

 

別表Ⅱ（第３条関係） 

 農 学 基 礎 科 目 

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位

作物生産学 

動物資源開発学 

土壌学 

２ 

２ 

２ 

生物化学 

食料流通経済学 

２ 

２ 

 備 考 

 ６単位を超えて修得した単位は，専門科目(選択科目)の単位として算入する。 

 

別表Ⅲ（第３条関係） 

応用生物科学科 

１ 専 門 科 目 

○必 修 科 目 

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位

植物生理学 

熱帯農業論 

遺伝学 

応用動物昆虫学 

生物統計学 

植物育種学 

植物病理学Ⅰ 

フィールド科学基礎実習Ⅰ 

生物学実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

応用化学実験 

果樹園芸学 

蔬菜園芸学 

応用生物学実験 

科学英語 

生物科学英語 

生物情報処理演習 

卒業研究 

１ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

８ 

 

○選 択 科 目 

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位

線虫学 

システム生態学 

動物行動生態学 

熱帯作物改良学 

動物繁殖生理学 

植物病原学 

昆虫学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

果樹園芸学実験Ⅰ 

果樹園芸学実験Ⅱ 

熱帯作物改良学実験Ⅰ 

熱帯作物改良学実験Ⅱ 

蔬菜花卉園芸学実験Ⅰ 

蔬菜花卉園芸学実験Ⅱ 

植物分子育種学実験Ⅰ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
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フィールド科学基礎実習Ⅱ 

農業政策論 

植物分子遺伝学 

観賞園芸学 

動物遺伝育種学 

動物生体生理学 

植物病理学Ⅱ 

植物生態生理学 

植物栄養学 

動物生産管理学 

インターンシップⅠ 

インターンシップⅡ 

植物代謝解析学実験Ⅰ 

植物代謝解析学実験Ⅱ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

１ 

１ 

植物分子育種学実験Ⅱ 

動物資源開発学実験Ⅰ 

動物資源開発学実験Ⅱ 

植物病理学実験Ⅰ 

植物病理学実験Ⅱ 

線虫学実験Ⅰ 

線虫学実験Ⅱ 

昆虫学実験Ⅰ 

昆虫学実験Ⅱ 

生態学実験Ⅰ 

生態学実験Ⅱ 

熱帯有用植物学 

飼料資源学 

経営資源管理学 

食用作物学 

１ 

１ 

１ 

1 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

２ 自 由 科 目 

授 業 科 目 

他学部開講の専門教育科目 

全学教育機構が開設する学部間共通教育科目の特定プログラム教育科目 

応用生物科学科の専門科目を除く他学科開講の専門科目 

備 考 

 上記の自由科目については，10単位に限り専門科目(選択科目)の必要履修単位に算入することができる。 

 

３ 専門教育科目の卒業要件単位 

区分 単位

専門基礎科目 

農学基礎科目 

専門科目 

 必修科目 

 選択科目 

４ 

６ 

 

３６

４３

計 ８９

 

別表Ⅳ（第３条関係） 

生物環境科学科（生物環境保全学コース） 

１ 専 門 科 目 

○必 修 科 目 

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位

生物環境保全学概説 

資源循環生産学概説 

地域社会開発学概説 

実験生物環境保全学 

２ 

２ 

２ 

２ 

実験水気圏環境学 

科学英語 

生物環境保全学演習 

卒業研究 

２ 

２ 

２ 

８ 
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○選 択 科 目 

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位

環境水理学Ⅰ 

環境水理学Ⅱ 

環境水理学演習Ⅰ 

環境水理学演習Ⅱ 

環境基礎解析学 

植物栄養学 

環境汚染化学 

応用力学 

地球環境学 

気象水文学 

土壌環境科学 

環境化学 

沿岸海洋生態学 

測地学Ⅰ 

測地学Ⅱ 

生産情報処理学Ⅰ 

植物生態生理学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

土壌微生物学 

システム生態学 

測地学演習Ⅰ 

測地学演習Ⅱ 

地盤環境学 

地盤環境学Ⅱ 

農村環境計画学 

水環境学 

現代環境学 

環境浄化生物学 

生物統計学 

干潟環境学 

英書講読 

インターンシップⅠ 

インターンシップⅡ 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

 

 

 

２ 自 由 科 目 

授 業 科 目 

他学部開講の専門教育科目 

全学教育機構が開設する学部間共通教育科目の特定プログラム教育科目 

生物環境保全学コースの専門科目を除く他学科開講の専門科目 

生物環境保全学コースの専門科目を除く他コース開講の専門科目 

備 考 

 上記の自由科目については，20単位に限り専門科目(選択科目)の必要履修単位に算入することができる。ただ

し，全学教育機構が開設する学部間共通教育科目の特定プログラム教育科目については，10単位までとする。 

 

３ 専門教育科目の卒業要件単位 

区分 単位

専門基礎科目 

農学基礎科目 

専門科目 

 必修科目 

 選択科目 

４ 

６ 

 

２２

５７

 計 ８９
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別表Ⅴ（第３条関係） 

生物環境科学科（資源循環生産学コース） 

１ 専 門 科 目 

○必 修 科 目 

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位

生物環境保全学概説 

資源循環生産学概説 

地域社会開発学概説 

環境保全型農業論 

栽培環境制御学 

農業生産機械学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

フィールド科学基礎実習Ⅰ 

フィールド科学基礎実習Ⅱ 

生物科学実験実習 

科学英語 

卒業研究 

１ 

１ 

２ 

２ 

８ 

 

○選 択 科 目 

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位

農業資源物質工学 

植物生理学 

植物育種学 

農産食品流通貯蔵学 

環境科学演習(分野演習) 

エネルギー利用学 

応用動物昆虫学 

生産エンジニアリング 

植物生態生理学 

生産情報管理学 

植物病理学Ⅰ 

植物栄養学 

インターンシップⅠ 

インターンシップⅡ 

フィールド科学総合実習 

雑草学 

植物遺伝資源学 

設計・製図学 

CAD利用学 

果樹園芸学  

蔬菜園芸学  

経営資源管理学 

生物統計学  

食用作物学 

作物学実験実習Ⅰ 

作物学実験実習Ⅱ 

園芸工学実験実習Ⅰ 

園芸工学実験実習Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

動物生産管理学 

資源循環生物学実験実習Ⅰ 

資源循環生物学実験実習Ⅱ 

資源循環フィールド科学実習 

遺伝資源フィールド科学実習 

作物学演習Ⅰ 

作物学演習Ⅱ 

資源循環フィールド科学演習Ⅰ 

資源循環フィールド科学演習Ⅱ 

園芸工学演習Ⅰ 

園芸工学演習Ⅱ 

資源循環生物学演習Ⅰ 

資源循環生物学演習Ⅱ 

遺伝学 

動物繁殖生理学 

農業政策論 

植物分子遺伝学 

動物遺伝育種学 

動物生体生理学 

動物資源開発学実験Ⅰ 

動物資源開発学実験Ⅱ 

飼料資源学 

分子生物学 

食糧流通貯蔵学 

土壌微生物学 

環境浄化生物学 

食品衛生学 

農産物利用学 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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生産情報処理学Ⅰ 

生産情報処理学Ⅱ 

植物病原学 

熱帯作物改良学 

応用力学 

環境基礎解析学 

地球環境学 

環境汚染化学 

環境水理学Ⅰ 

環境化学 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

遺伝子工学 

応用微生物学 

食品化学 

生化学 

生物資源化学 

生物物理化学 

生物有機化学 

微生物学 

物理化学 

分子細胞生物学 

分析化学 

有機化学 

栄養化学 

植物遺伝資源学実験実習Ⅰ 

植物遺伝資源学実験実習Ⅱ 

植物遺伝資源学演習Ⅰ 

植物遺伝資源学演習Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

２ 自 由 科 目 

授 業 科 目 

他学部開講の専門教育科目 

全学教育機構が開設する学部間共通教育科目の特定プログラム教育科目 

資源循環生産学コースの専門科目を除く他学科開講の専門科目 

資源循環生産学コースの専門科目を除く他コース開講の専門科目 

備 考 

 上記の自由科目については，20単位に限り専門科目(選択科目)の必要履修単位に算入することができる。ただ

し，全学教育機構が開設する学部間共通教育科目の特定プログラム教育科目については，10単位までとする。 

 

３ 専門教育科目の卒業要件単位 

区分 単位

専門基礎科目 

農学基礎科目 

専門科目 

 必修科目 

 選択科目 

４ 

６ 

 

２６

５３

計 ８９
 

別表Ⅵ（第３条関係） 

生物環境科学科（地域社会開発学コース） 

１ 専 門 科 目 

○必 修 科 目 

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位

生物環境保全学概説 

資源循環生産学概説 

２ 

２ 

地域ビジネス開発論 

農業政策論 

２ 

２ 
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地域社会開発学概説 

地域資源論 

人類生態学 

２ 

２ 

２ 

フィールドワーク基礎演習 

フィールド科学基礎実習Ⅰ 

科学英語 

卒業研究 

１ 

１ 

２ 

８ 

 

○選 択 科 目 

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位

システム生態学 

農業資源物質工学 

環境基礎解析学 

栽培環境制御学 

環境保全型農業論 

国際環境農業論 

土壌環境科学 

生態人類学 

食料市場論 

地域資源学演習Ⅰ 

地域資源学演習Ⅱ 

人類生態学演習Ⅰ 

人類生態学演習Ⅱ 

島嶼社会経済学演習Ⅰ 

島嶼社会経済学演習Ⅱ 

アジアフィールドワーク 

生産情報処理学Ⅰ 

社会統計学 

生産情報処理学Ⅱ 

インターンシップⅠ 

インターンシップⅡ 

土壌微生物学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

地域ビジネス開発学演習Ⅰ 

地域ビジネス開発学演習Ⅱ 

植物病理学Ⅰ 

エネルギー利用学 

農村開発学 

地域社会論 

国際農村保健学 

農業会計学 

半島・島嶼産業論 

NPO・NGO論 

食用作物学 

生物統計学 

熱帯有用植物学 

熱帯農業論 

観光人類学 

人間生物学 

環境地理学 

環境社会学 

経営資源管理学 

国際地域開発論 

アジア比較農業論 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

２ 自 由 科 目 

授 業 科 目 

他学部開講の専門教育科目 

全学教育機構が開設する学部間共通教育科目の特定プログラム教育科目 

地域社会開発学コースの専門科目を除く他学科開講の専門科目 

地域社会開発学コースの専門科目を除く他コース開講の専門科目 

備 考 

 上記の自由科目については，20単位に限り専門科目(選択科目)の必要履修単位に算入することができる。ただ

し，全学教育機構が開設する学部間共通教育科目の特定プログラム教育科目については，10単位までとする。 
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３ 専門教育科目の卒業要件単位 

区分 単位

専門基礎科目 

農学基礎科目 

専門科目 

 必修科目 

 選択科目 

４ 

６ 

 

２６

５３

計 ８９

 

 

別表Ⅶ（第３条関係） 

生命機能科学科 

１ 専 門 科 目 

○ 必 修 科 目 

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位

物理化学 

有機化学 

分析化学 

化学実験I 

生物有機化学 

生化学 

生物物理化学 

微生物学 

生命化学概説 

食糧科学概説 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

食品衛生学 

栄養化学 

食品化学 

生化学実験 

分子生物学 

化学実験Ⅱ 

微生物学実験 

科学英語 

生物学基礎実験 

卒業研究 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

２ 

２ 

１ 

８ 

 

○ 選 択 科 目 

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位

食糧安全学 

食品工学 

食品機能化学 

分子細胞生物学 

応用微生物学 

海洋生物資源化学 

食糧科学特講 

生命化学特講 

化学基礎実験 

インターンシップⅠ 

インターンシップⅡ 

農産物利用学 

食糧流通貯蔵学 

生物資源化学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

遺伝子工学 

基礎放射線科学 

専門外書講読 

演習 

遺伝学 

植物生理学 

生物統計学 

環境化学 

昆虫学 

植物病原学 

地球環境学 

人間生物学 

植物栄養学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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２ 自 由 科 目 

授 業 科 目 

他学部開講の専門教育科目 

全学教育機構が開設する学部間共通教育科目の特定プログラム教育科目 

生命機能科学科の専門科目を除く他学科開講の専門科目 

備 考 

 上記の自由科目については，10単位に限り専門科目(選択科目)の必要履修単位に算入することができる。 

 

３ 専門教育科目の卒業要件単位 

区分 単位

専門基礎科目 

農学基礎科目 

専門科目 

 必修科目 

 選択科目 

６ 

６ 

 

４５

３２

計 ８９

 

 

別表Ⅷ（第４条関係） 

外国人留学生特別科目 

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位

農学概論 ２ 農学演習 ２ 

 

 

 

３ 農学部学生の分属及び卒業研究に関する内規 
 

（平成16年４月１日制定） 

 

１．学生は，教育研究分野に分属する。 

２．単位修得状況が良くない場合は，教育研究分野分属を保留されることがある。 

３．卒業年次の学生は，学年始めに専攻教育研究分野の教員と協議し，研究題目を定め，卒業研究を行う。ただし，

単位修得状況が良くない場合は，卒業研究を保留されることがある。 

４．卒業論文及び論文要旨は，卒業年次の２月末日までに指導教員に提出しなければならない。 

５．卒業論文の審査は，指導教員がこれにあたる。 

６．学生は，卒業論文発表会において論文の概要を発表しなければならない。 

７．外国の大学に派遣留学した学生については，学科の議に基づき単位を認定する。 

   

   附 則 

この内規は，平成16年４月１日から施行する。 

   附 則（平成18年１月23日改正） 

 この内規は，平成18年１月23日から施行し，平成17年４月１日から適用する。 
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４ 農学部定期試験受験上の注意 

 

平成20年12月３日 

農学部教授会 

 

１．試験室を確認すること。 

（受験者が試験室の収容人数を超えると予測される場合は，２室以上に分けて試験が実施される。） 

２．２人掛机には１人，３･４人掛机には両端に１人ずつ着席すること。 

３．座席が指定されている場合は，試験監督者の指示に従うこと。 

４．筆記用具及び試験監督者が許可したもの以外は，足元の床に置くこと。 

５．学生証は，机上右肩に置くこと。 

６．不正行為をしないこと。 

 

 

 

５ 農学部追試験及び再試験に関する内規 

 

（平成16年４月１日制定） 

 

（追試験） 

第１条 やむを得ない事由（病気，事故，天災，肉親の死亡（二親等以内），就職試験等）により，定期試験を欠

席し，受験できなかった授業科目について，担当教員の承認を得た後，所定の願書を提出した者については，教

授会の議を経て追試験を行うことがある。 

２ 追試験を受けようとする者は，所定の願書に欠席の事由を証明する書類を添えて，欠席の事由発生の日から，

原則として，７日以内に農学部教務担当者に提出しなければならない。ただし，就職試験により定期試験を欠席

し，受験できない授業科目がある場合は，所定の願書に証明する書類を添えて当該授業科目の試験日の前日まで

に農学部教務担当者に提出しなければならない。 

３ 前項ただし書により追試験を願い出ることができる者は，卒業年次学生に限るものとする。 

（再試験） 

第２条 不合格と判定された授業科目については，再試験を行うことがある。 

２ 再試験を受けようとする者は，担当教員の承認を得た後，所定の願書を所定の期日までに農学部教務担当者に

提出しなければならない。 

３ 合格の評価は，「可（Ｃ）」とする。 

 （教養教育科目） 

第３条 教養教育運営機構において開設される教養教育科目に係る授業科目の追試験及び再試験については，教養

教育運営機構の定めるところによる。 

 

附 則 

 この内規は，平成16年４月１日から施行する。 

附 則 

 この内規は，平成17年４月１日から施行する。 
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附 則（平成19年２月21日改正） 

 この内規は，平成19年２月21日から施行し，平成19年２月２日から適用する。 

附 則（平成23年５月11日改正） 

 この内規は，平成23年５月11日から施行する。 

 

 

 

６ 農学部編入学生の既修得単位等の認定に関する内規 

 

（平成16年４月１日制定） 

 

（趣 旨） 

第１条 佐賀大学農学部履修細則（平成16年４月１日制定）第５条に規定する編入学した者の履修科目及び修得単

位数（以下「既修得単位」という。）の認定については，この内規の定めるところによる。 

（認定の基準） 

第２条 既修得単位の認定については，次に掲げる区分に従い行う。 

 Ⅰ 教養教育科目 

大学入門科目，共通基礎教育科目及び主題科目からなる教養教育科目については，次の表の一括認定する単

位の項に示す単位を短大等での既修得単位で一括認定し，卒業までに修得が必要な単位数の項に掲げる単位数

を履修しなければならない。この場合において，主題分野の登録は必要としない。 

 

教 養 教 育 科 目 

共 通 基 礎 教 育 科 目 主題科目

外 国 語 科 目
健康・スポーツ

科     目
情報処理科目 

 

大

学

入

門

科

目 

英 語

独 語

仏 語

中国語

朝鮮語

講 義

演 習
実 習 講 義 演 習 

分

野

別

主

題

科

目 

共

通

主

題

科

目

卒 業 に 必 要 な 単 位 数 ２ ４ ４ ２ ２ ２ １ ２０ 

一 括 認 定 す る 単 位 数 ２ ４ ４ ２ ２ ２ １ １４ 

卒業までに修得が必要な単位数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  ６ 

 

 Ⅱ 専門教育科目 

１ 専門基礎科目 

専門基礎科目については，それぞれの学科で修得すべき単位（応用生物科学科：４単位，生物環境科学

科：４単位，生命機能科学科：６単位）を短大等での既修得単位で一括認定する。 

  ２ 農学基礎科目 

農学基礎科目については，それぞれの学科で修得すべき単位（応用生物科学科：６単位，生物環境科学

科：６単位，生命機能科学科：６単位を短大等での既修得単位で一括認定する。ただし，生命機能科学科に

おいて生物化学は認定対象科目としない。 
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３ 専門科目 

⑴ 応用生物科学科では，専門科目のうち植物生理学(２単位)，遺伝学(２単位)，植物病理学Ⅰ(２単位)，

フィールド科学基礎実習Ⅰ(１単位)，生物学実験(１単位)，応用化学実験(１単位)，果樹園芸学(２単位)，

応用生物学実験(１単位)，を修得したものとし，短大等での既修得単位で一括認定する。 

このほかの専門科目については，学科の申合せに従い，短大等での既修得単位のうち10単位を上限に修

得単位として認定することができる。 

⑵ 生物環境科学科では，専門科目のうち生物環境保全学概説(２単位)，資源循環生産学概説(２単位)，地

域社会開発学概説(２単位)を修得したものとし，短大等での既修得単位で一括認定する。さらに，所属す

るコースにおいて次の専門科目について修得したものとし，短大等での既修得単位で一括認定する。 

イ 生物環境保全学コース：実験生物環境保全学(２単位)，実験水気圏環境学(２単位) 

ロ 資源循環生産学コース：栽培技術論(２単位)，栽培環境制御学(２単位)，農業生産機械学(２単位)，

生物科学実験実習(２単位)，フィールド科学基礎実習Ⅰ(１単位)，フィールド科学基礎実習Ⅱ(１単

位) 

ハ 地域社会開発学コース：地域資源論(２単位)，人類生態学(２単位)，地域ビジネス開発論(２単位)，

フィールドワーク基礎演習(１単位)，フィールド科学基礎実習Ⅰ(１単位)このほかの専門科目につい

ては，各コースの申合せに従い，短大等での既修得単位のうち生物環境保全学コース14単位，資源循

環生産学コース８単位，地域社会開発学コース10単位を上限に修得単位として認定することができる。 

⑶ 生命機能科学科では，生命化学概説(２単位)，食糧科学概説(２単位)を修得したものとし，短大等での

既修得単位で一括認定する。このほかの専門科目については，学科の申合せに従い，短大等での既修得単

位のうち16単位を上限に修得単位として認定することができる。 

（雑 則） 

第３条 この内規に定めるもののほか，認定に必要な事項は，農学部教授会において定める。 

    

附 則 

 この内規は，平成16年４月１日から施行する。 

   附 則（平成17年７月６日改正） 

 この内規は，平成17年７月６日から施行し、平成17年４月１日から適用する。 

   附 則（平成20年２月６日改正） 

 この内規は，平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年12月７日改正） 

１ この内規は，平成24年４月１日から施行する。 

２ 平成24年３月31日において現に在学する編入学者については，なお従前の例による。 

 

－ 109 －



 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅷ 佐賀大学における教育課程 

（教養教育科目について） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成26年度 全学教育機構 履修の手引き（抜粋） 

 

１ はじめに：履修に際しての留意点 

 

１－１ 学部・学科・課程の記号 

 佐賀大学（以下では，本学といいます。）で皆さんが学ぶ教育課程は，主に各学部において実施される専門教育科

目と，主に全学教育機構で実施される教養教育科目から構成されています（P114下図参照）。この「履修の手引き」

では，全学教育機構が開講する教養教育科目及び専門教育科目を履修する際に必要な事柄について説明します。 

 全学教育機構における教育課程は，本学のすべての学生が履修します。授業科目によっては，あらゆる学部の学

生が一緒に受講しますが，学部や学科・課程が指定されたクラスで受講する場合もあります。この「履修の手引き」

や時間割などでクラスを指定する際には，学部・学科・課程を表す数字を記号として用いる場合があります。この

３桁の数字は，次のように構成された皆さんの学籍番号（８桁）の一部です。 

 

 

学籍番号の構成     １４     １１１     １２３ 

               入学年次  学部・学科・課程   連番 

 

学部・学科・課程の記号 

文化教育学部  学校教育課程      １１１ 

          国際文化課程      １１２ 

          人間環境課程      １１３ 

          美術・工芸課程     １１４ 

経済学部    経済学科        １４１ 

          経営学科        １４２ 

          経済法学科       １４３ 

医学部     医学科         ２１１ 

          看護学科        ２１２ 

理工学部    数理科学科       ２３１ 

          物理科学科       ２３２ 

          知能情報システム学科  ２３３ 

          機能物質化学科     ２３４ 

          機械システム工学科   ２３５ 

          電気電子工学科     ２３６ 

          都市工学科       ２３７ 

農学部     応用生物科学科     ２５１ 

          生物環境科学科     ２５２ 

          生命機能科学科     ２５３ 

なお，専門教育科目の履修においてはさらに，選修やコースなどのクラス分けを行う場合がありますので，注意

してください。 
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１－２ 授業と単位 

１－２－１ 単位制度 

 本学をはじめ，多くの大学の教育課程は「単位制度」に基づいています。皆さんは，全学教育機構や学部の様々

な授業科目を，自由に選択して，あるいは指定されたクラスにおいて履修しますが，これらの授業科目を履修し，

試験やレポートなどで合格の評価を受ければ，それぞれの授業科目ごとに一定数の「単位」が与えられます。本学

の授業科目は，講義，演習，実験，実習もしくは実技といった種類からなり，これらの種類によって，与えられる

単位数が異なりますが，皆さんが本学の教育課程を修了するためには，それぞれの学部が定める科目ごとの単位数

をすべて満たさなければなりません。教養教育に関する科目について各学部が定める「卒業に必要な教養教育科目

の単位数」については，118頁の表を参照してください。 

 

１－２－２ 授業の種類と単位数 

 本学における学期は前学期と後学期とに分かれています。多くの授業は，各学期とも，毎週１回，90分の授業時

間をもって開講されます。本学の授業科目は，原則として，15回の授業と１回の定期試験をもって構成されます。

教養教育科目において授業科目ごとに与えられる単位数は，次の通りです。 

① 大学入門科目，健康・スポーツ科目の「健康スポーツ科学」（講義），情報リテラシー科目の「情報基礎概論」

（講義），外国語科目の「日本語」（演習），基本教養科目，インターフェース科目は，それぞれ２単位です。 

② 外国語科目（日本語を除く。），健康・スポーツ科目の「スポーツ実習」（実習），情報リテラシー科目の「情

報基礎演習」（演習）は，それぞれ１単位です。 

 

１－２－３ 授業と自学自習 

 本学の学則では，１単位の授業科目を，「45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とする」と

定め，また各授業の種類ごとの単位数を次のように定めています。 

① 講義については，15時間から30時間までの範囲の授業をもって１単位 

② 演習については，15時間から30時間までの範囲の授業をもって１単位 

③ 実験，実習及び実技については，30時間から45時間までの範囲の授業をもって１単位 

本学では，１週90分の授業を２時間の授業とみなしますが，学則に従うと，例えば２単位の授業科目であれば90

時間の学修内容が必要であるにもかかわらず，15回の授業だけでは30時間の学修内容に過ぎません。２単位の修得

に必要な学習内容を構成する残りの60時間は，実は皆さんが行う「自学自習」の時間です。このことから判るよう

に，大学における学修にとっては，授業も大切な学修ですが，それとともに，授業のための予習や復習，あるいは

授業の内容にかかわる様々な問題を沈思黙考する時間もまた不可欠なのです。 

本学では，後で少し詳しく説明します「シラバス」（授業の目的・内容・到達目標など，授業概要を記したもの）

において，皆さんが行う「授業以外の学習」を毎回の授業ごとに指示します。授業を受け，単位を修得し，本学の

学生として必要な能力を身に付けるために，この「自学自習」は，決して怠ることなく，着実に行ってください。

ある大学での調査結果によれば，大学４年生の状況に最も大きく作用している要因は，高等学校での成績でも，入

学試験の成績でもなく，大学に入った当初における学修内容なのだそうです。１年次，２年次での弛まぬ努力こそ

が，４年後に立派な果実をもたらすことになるはずです。 
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１－３ シラバス 

授業の概要を記したものを「シラバス」と言います。シラバスには，授業科目名，授業の開講年度・学期・曜日

校時，授業担当教員，単位数のほか，講義概要，到達目標，授業計画，授業以外の学習，成績評価の方法と基準，

テキスト，参考図書など，授業科目についての様々な情報が記載されています。シラバスは，教務システム＝Live 

Campus（※１）を通してパソコンで見ることができます。 

 

※１ Live Campusの利用方法は，入学後第１回目の情報リテラシー科目等の授業で説明されます。 

なお，Live Campusでは，シラバスを検索して参照したり，履修登録を行うほか，各自の履修登録状況を表

示した時間割，成績状況（単位の取得状況），授業に関する連絡などが参照できます。 

 

１－４ 履修登録 

 授業科目を履修し単位を修得するためには，履修する学期の初めに「履修登録」が必要です。履修登録をしてい

ない授業科目は，試験を受けても，原則として単位が認められず，履修が無効となります。履修登録は，皆さん自

らが，学内のパソコンからLive Campusを通して行います。大学の授業は，学生自身が，履修しなければならない授

業科目を調べ，履修したい授業科目を選択し，そして自らの責任で履修登録を行わなければなりません。大学では，

自由が与えられると共に自己責任が求められます。このことは，十分に自覚しておく必要があります。 

 

１－５ 大学からの連絡と掲示板 

 シラバスを参照したり履修登録を行うときには，便利な道具であるLive Campusを利用します。しかし，Live 

Campusから皆さんにとって必要なすべての情報が得られる訳ではありません。履修関係のほか，試験・成績などに

関する重要な連絡は，原則として掲示板により行います。掲示板には重要な連絡事項だけでなく，教員からの呼び

出しや連絡事項が張り出されることもあります。 

 本庄キャンパスの教養教育大講義室前の広場には教務関係掲示板が，鍋島キャンパスには医学部学務掲示板が設

置されています。「大学に行ったら，まず掲示板を見る」，という習慣を身につけてください。 
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２ 佐賀大学の教育課程 

 

２－１ 佐賀大学の教育目的 

 本学は教育の目的を，「国際的視野を有し，豊かな教養と深い専門知識を生かして社会で自立できる個人を育成す

る」（佐賀大学学則第２条），と定めています。本学は皆さんを，世界を見据え，豊かな教養と深い専門知識を身に

つけ，こうした知識をもって社会を生き抜く人間となるように教育します。本学が皆さんに望むのは，社会を生き

る力です。大学を出た後も，生涯学んでいける力です。 

皆さんはそれぞれ，学びたい分野を定めて学部・学科・課程を選択し，本学に入学しました。これから皆さんは，

それぞれの学部の学科や課程の専門教育課程で，高度な専門知識・技術・技能を身につけていきます。しかし，こ

うした高度な知識・技術・技能も，使い方が悪ければ，必ずしも社会の役に立つとは限りません。知識・技術・技

能を用いるのは人間です。これらの知識・技術・技能をどこに，どのように使うのか，このことは殊に複雑な現代

社会にとっては大きな問題です。知識や技術や技能が高度になればなるほど，それを用いる豊かな人間性がますま

す求められます。本学が「豊かな教養」を重視する理由がここにあります。 

 

２－２ 佐賀大学学士力 

 皆さんは卒業までに，大学で学んだと言えるだけの，高いさまざまな能力を身につけなければなりません。本学

では，各学部が定めた教育課程（これを学士課程といいます。卒業するときには学士の学位が与えられます。）で学

ぶ皆さんが卒業までに身につける能力の目標を「佐賀大学学士力」として定めています。「佐賀大学学士力」は，体

系的で順次的な構造を持っています。皆さんは，まず，学士課程で学ぶための「基礎的な能力」を身につけ，その

上で現代社会や専門分野で「課題を発見し・解決する能力」を身につけ，そして最後に「個人と社会の持続的な発

展を支える力」を身につけます。各学部の学士課程は，こうした「佐賀大学学士力」の付与を目標とし，共通した

教養分野の教育とそれぞれ独自の専門分野の教育により，学部・学科・課程の教育課程を編成しています。佐賀大

学学士力については，次の頁を見てください。 

 

２－３ 教養教育と全学教育機構 

 本学が開講する専門教育科目と教養教育科目のうち，専門教育科目は，主に各学部において開講されます。学部

が開講する専門教育科目については，それぞれの学部で詳しく説明します。 

教養教育科目は全学教育機構が担います。全学教育機構の目的は「本学の共通教育，国際教育及び高等教育開発

並びに本学の教育における情報通信技術の活用支援を総合的に行うことにより，「佐賀大学学士力」に基づく学士課

程教育の質保証に資する」ことです。全学教育機構は教養教育科目だけでなく，学部の枠を超えた専門教育科目や

外国人留学生のための科目も開講します。以下では，全学教育機構が開講する科目について説明します。 

 

佐賀大学の教育課程 

 

専門教育科目      専門教育科目          各学部において開講 

             学部間共通教育科目 

教養教育科目                      主に全学教育機構において開講 

外国人留学生のための授業科目 
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佐賀大学 学士力 

 佐賀大学では，基礎的及び専門的な知識と技能に基づいて課題を発見し解決する能力を培い，個人として生涯

にわたって成長し，社会の持続的発展を支える人材を養成する。そのために，佐賀大学の学士力を次のとおり位

置づける。 

 

１．基礎的な知識と技能 

⑴ 文化と自然 

世界を認識するための幅広い知識を有機的に関連づけて修得し，文化（芸術及びスポーツを含む）的素養

を身につけている。 

 ⑵ 現代社会と生活 

   健全な社会や健康な生活に関する種々の知識を修得し，生活の質の向上に役立てることができる。 

⑶ 言語・情報・科学リテラシー 

① 日本語による文書と会話で他者の意思を的確に理解できるとともに，自らの意思を表現し他者の理解を

得ることができる。英語を用いて，専門分野の知識を修得でき，自己の考えを発信できる。初修外国語を

用いて，簡単な会話ができ平易な文章を読み書きできる。 

  ② 情報を収集し，その適正を判断でき，適切に活用・管理できる。 

  ③ 科学的素養を有し，合理的及び論理的な判断ができる。 

⑷ 専門分野の基礎的な知識と技法 

 専門分野において，基本概念や原理を理解して説明でき，一般的に用いられている重要な技法に習熟して

いる。 

 

２．課題発見・解決能力 

 ⑴ 現代的課題を見出し，解決の方法を探る能力 

   現代社会における諸問題を多面的に考察し，その解決に役立つ情報を収集し分析できる。 

⑵ プロフェッショナルとして課題を発見し解決する能力 

   専門分野の課題を発見し，その解決に向けて専門分野の基礎的な知識と技法を応用することができる。 

⑶ 課題解決につながる協調性と指導力 

   課題解決のために，他者と協調・協働して行動でき，また，他者に方向性を示すことができる。 

 

３．個人と社会の持続的発展を支える力 

⑴ 多様な文化と価値観を理解し共生に向かう力 

   文化や伝統などの違いを踏まえて，平和な社会の実現のために他者の立場で物事を考えることができる。

また，自然環境や社会的弱者に配慮することができる。 

⑵ 持続的な学習力と社会への参画力 

   様々な問題に積極的に関心を持ち，自主的・自律的に学習を続けることができる。自己の生き方を考察し，

主体的に社会的役割を選択・決定し，生涯にわたり自己を活かす意欲がある。 

⑶ 高い倫理観と社会的責任感 

   高い倫理観を身につけ社会生活で守るべき規範を遵守し，自己の能力を社会の健全な発展に寄与しうる姿

勢を身に付けている。 

 

備考 

１． 各項目の実施組織及び実施方法は，別に定める。 

２． 各項目に対応する授業科目の数・単位数は，学部が定めるところによる。 
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３ 教養教育の教育課程 

 

３－１ 教育課程の編成 

 本学の教養教育は，学士課程教育の質の保証に資することを目的とし，皆さんが，社会の一員として必要な教養

を身につけ，自ら高い市民性を涵養することを教育理念としています。このような教育理念を実現するために，全

学教育機構は，各学部と協議して教養教育の教育課程を編成し，全学教育機構（一部は各学部）において実施しま

す。教養教育の教育課程は，次のような内容の科目によって構成されます。また，各科目に含まれる授業科目につ

いては，次頁の佐賀大学の教養教育課程と佐賀大学学士力の表に示しています。これらの科目の概要については，

121頁以降で詳しく説明します。 

 

科   目 内     容 

大 学 入 門 科 目 高等学校と大学との教育の接続を図ります。 

共 通 基 礎 科 目 

英語能力を向上させ，その他の外国語の学びの機会を提供し，また，健康・スポー

ツ科目や情報リテラシー科目の履修により，高度技術社会のなかで求められる知識

や技能の修得を図ります。 

基 本 教 養 科 目 市民社会の諸相を「自然科学・技術」「文化」「社会」の視点から学びます。 

インターフェース科目 
大学で学んだことと社会とを接続し，個人と社会の持続的発展を支える力を育成し

ます。 

 

 

３－２ 教養教育課程と佐賀大学学士力 

 佐賀大学学士力については先に述べましたが，教養教育課程の各授業科目はそれぞれ，佐賀大学学士力の項目と

対応しています。どの授業科目が佐賀大学学士力のどの項目に対応しているかは，次頁の佐賀大学の教養教育課程

と佐賀大学学士力の表を見てください。皆さんが授業科目を履修する際には，その授業科目がどのような能力を身

に付けるためのものであるかを十分に意識し，これを念頭に授業に臨むことが重要です。 
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佐賀大学の教養教育課程と佐賀大学学士力 

教 養 教 育 科 目 
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ー 

ツ 

実 

習 

Ⅱ 

情

報

基

礎

概

論 

情 

報 

基 

礎 

演 

習 

Ⅰ 

情 

報 

基 

礎 

演 

習 

Ⅱ 

自

然

科

学

と

技

術

の

分

野 
文

化

の

分

野 

現

代

社

会

の

分

野 

イ

ン

タ

ー

フ

ェ

ー

ス

科

目 

⑴ 文化と自然       ○ ○  

⑵ 現代社会と生活   ○ ○ 〇     ○

⑶ 言語・情報・科学リテラシー  ○ ○ ○   ○ 〇 ○ ○   

１基礎的な知

識と技能 

⑷ 専門分野の基礎的な知識と技

法 
         

⑴ 現代的課題を見出し，解決の

方法を探る能力 
○ 〇         ○

⑵ プロフェッショナルとして課

題を発見し解決する能力 
         

２課題発見・

解決能力 

⑶ 課題解決につながる協調性と

指導力 
○ 〇         ○

⑴ 多様な文化と価値観を理解し

共生に向かう力 
         ○

⑵ 持続的な学習力と社会への参

画力 
         ○

３個人と社会

の持続的発

展を支える

力 
⑶ 高い倫理観と社会的責任感          ○
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３－３ 卒業に必要な教養教育科目の単位数 

皆さんが学士課程を終えて卒業するために必要な教養教育の単位数は，各学部の学科や課程ごとに定められてい

ます。卒業に必要な教養教育の単位数は，次の表の通りです。自分の学科や課程では，どの授業科目が何単位必要

なのかを確認して，履修計画を立てることが必要です。 

 

卒業に必要な教養教育の単位数 

教 養 教 育 科 目 

共 通 基 礎 科 目 
基本教養 

科  目 
大 学 

入 門 

科 目 
外国語科目 

健康・スポー

ツ 科 目

情報リテラ 

シ ー 科 目 

講

義

実 

習 

講

義

演 

習 

学部・学科・課程 

大

学

入

門

科

目

Ⅰ 

大

学

入

門

科

目

Ⅱ 

英

語 

ド イ ツ 語

フランス語

中 国 語

朝 鮮 語

健

康

ス

ポ

ー

ツ

科

学 
ス

ポ

ー

ツ

実

習

Ⅰ 

ス

ポ

ー

ツ

実

習

Ⅱ 

情

報

基

礎

概

論 

情

報

基

礎

演

習

Ⅰ 

情

報

基

礎

演

習

Ⅱ 

自

然

科

学

と

技

術

の

分

野 

文

化

の

分

野 

現

代

社

会

の

分

野 

イ

ン

タ

ー

フ

ェ

ー

ス

科

目 

合

計 

学 校 教 育 課 程 2  4  2 1 1 2 1  8 8 29

国 際 文 化 課 程 2 2 4  2 1 1 2 1  10 8 33

人 間 環 境 課 程 2  2 2 2 1 1 2 1  10 8 31

4  

文 化 教 育 

学 部 

美 術 ・ 工 芸 課 程 2  
2 2 

2 1 1 2 1  10 8 31

経 済 学 科 2  4 4 2 1 1 2   12 8 36

経 営 学 科 2  4 4 2 1 1 2   12 8 36経 済 学 部 

経 済 法 学 科 2  4 4 2 1 1 2   12 8 36

医 学 科 4  4 2    2 1  12 8 33
医 学 部 

看 護 学 科 2  4 2    2   12 8 30

数 理 科 学 科 2 2 4 4 2 1 1    10 8 34

物 理 科 学 科 2 2 4 4 2 1 1    12 8 36

知能情報システム学科 2 2 4 2 2 1 1 2 1  4 8 8 37

機 能 物 質 化 学 科 2 2 4   1 1  1 1  12 8 32

機械システム工学科 2 2 4 2  1 1  1 1  8 8 30

電 気 電 子 工 学 科 2 2 4 2 2 1 1 2 1  10 8 35

理 工 学 部 

都 市 工 学 科 2 2 4 2 2 1 1 2 1  8 8 33

応 用 生 物 科 学 科 2  4 4 2 1 1 2 1  12 8 37

生 物 環 境 科 学 科 2  4 4 2 1 1 2 1  12 8 37農 学 部 

生 命 機 能 科 学 科 2  4 4 2 1 1 2 1  12 8 37
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備考 文化教育学部美術・工芸課程の外国語科目については，４単位（英語４単位又は英語２単位及びドイツ語，

フランス語，中国語，朝鮮語のいずれか２単位）を修得しなければならない。 

また，各学部は，学科・課程ごとに，教養教育科目をどのように履修しなければならないか，という履修の

方法を定めています。詳細は各学部の「履修細則」などをよく読み，間違いがないかを確認しながら，履修

するようにしてください。 

 

基本教養科目の履修方法等 

学部・学科・課程 履   修   方   法 

学 校 教 育 課 程 日本国憲法を含み，各分野から２単位以上，計８単位以上を履修する。 

国 際 文 化 課 程 各分野から２単位以上，計10単位以上を履修する。 

人 間 環 境 課 程 各分野から２単位以上，計10単位以上を履修する。 

文 化 教 育 

学 部 

美 術 ・ 工 芸 課 程 各分野から２単位以上，計10単位以上を履修する。 

経 済 学 科 各分野から４単位以上，計12単位以上を履修する。 

経 営 学 科 各分野から４単位以上，計12単位以上を履修する。 経 済 学 部 

経 済 法 学 科 各分野から４単位以上，計12単位以上を履修する。 

医 学 科 各分野から２単位以上，計12単位以上を履修する。 
医 学 部 

看 護 学 科 各分野から２単位以上，計12単位以上を履修する。 

数 理 科 学 科 各分野から２単位以上，計10単位以上を履修する。 

物 理 科 学 科 各分野から２単位以上，計12単位以上を履修する。 

知能情報システム学科 
自然科学と技術の分野から４単位以上，文化の分野及び現代社会の分野か

ら８単位以上，計12単位以上を履修する。 

機 能 物 質 化 学 科 
文化の分野及び現代社会の分野の各分野から２単位以上，両分野併せて計

12単位以上を履修する。 

機械システム工学科 
文化の分野及び現代社会の分野の各分野から２単位以上，両分野併せて計

８単位以上を履修する。 

電 気 電 子 工 学 科 
文化の分野及び現代社会の分野の各分野から６単位以上，計10単位以上を

履修する。 

理 工 学 部 

都 市 工 学 科 計10単位以上を履修する。 

応 用 生 物 科 学 科 各分野から２単位以上，計12単位以上を履修する。 

生 物 環 境 科 学 科 各分野から２単位以上，計12単位以上を履修する。 農 学 部 

生 命 機 能 科 学 科 各分野から２単位以上，計12単位以上を履修する。 
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３－４ 教養教育の学年進行  

 皆さんは，所属する学科・課程が定めた卒業に必要な教養教育の単位を修得しなければなりません。しかし，む

やみにどの授業科目からでも履修を始めてよい，というわけではありません。教養教育の教育課程も専門教育と同

様に，体系的・順次的に作られていますので，それぞれの授業科目は，必要な学修の段階を追って履修しなければ

なりません。 

 下の表は，教養教育科目の標準的な履修モデルです。履修計画は，自分の学科・課程での卒業に必要な授業科目

及び単位数を確認し，この履修モデルを例にして，立ててください。 

 

全学教育機構教養教育課程の標準的な履修モデル 

 医学部医学科 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ４年次 

前 後 前 後     

大 学 入 門 科 目 ２ ２       

英 語 １ １ １ １     
外 国 語 科 目 

初 修 外 国 語 １ １ １ １     

ス ポ ー ツ 実 習 １ １       
健康・スポーツ科目 

健康スポーツ科学 ２       

情 報 基 礎 演 習 １       
情報リテラシー科目 

情 報 基 礎 概 論 ２       

基 本 教 養 科 目 ６ ４     

イ ン タ ー フ ェ ー ス 科 目  ４ ２ ２   

 

 

３－５ 教育職員免許状取得の要件となる授業科目 

 本学では，多くの学部で様々な教育職員免許状が取得できます。教育職員免許状を取得する場合には，専門教育

科目以外にも，教育職員免許法施行規則の第66条の６において，「日本国憲法」，「外国語コミュニケーション」，「体

育」，及び「情報機器の操作」の修得が義務づけられています。本学ではこれらの授業科目の多くを全学教育機構で

開講していますが，教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」については基本教養科目・現代社会の分野

の「日本国憲法」２単位を，「外国語コミュニケーション」については共通基礎科目の外国語科目（「日本語」は除

きます。）から２単位を，「体育」については共通基礎科目の「スポーツ実習」の２単位を修得しなければなりませ

ん。ただし，「情報機器の操作」については各学部・学科・課程で必要な科目・単位が異なりますので，各学部の履

修細則によって確認してください。 
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４ 教養教育科目の履修方法 

 

 以下では，教養教育課程の授業科目の履修方法について説明します。 

 

４－１ 大学入門科目 

 大学入門科目は，二つの授業科目に分かれています。一つは，新入生に必要とされる学習及び生活上のガイダン

スや，各学部の特性に応じた導入教育などを内容とする「大学入門科目Ⅰ」です。もう一つは，各学部の特性に応

じて，論理的な理解，分析，思考及び表現等の能力またはデザイン力を養うことを内容とする「大学入門科目Ⅱ」

です。大学入門科目は，教養教育科目ですが，各学部が，各学部の教育方針に沿って開講します。学科や課程によ

っては，「大学入門科目Ⅰ」を前学期と後学期を通じて開講する場合や，また「大学入門科目Ⅱ」を開講しない場合

がありますので，注意してください。 

 

４－２ 共通基礎科目 

 共通基礎科目は，「外国語科目」，「健康・スポーツ科目」，「情報リテラシー科目」に分かれますが，「外国語科目」

は「英語」と，「ドイツ語」・「フランス語」・「中国語」・「朝鮮語」（これらを便宜的に「初修外国語」と呼びます。），

それに「日本語」からなります。「健康・スポーツ科目」は，「健康スポーツ科学」と「スポーツ実習」からなりま

す。また「情報リテラシー科目」は「情報基礎概論」と「情報基礎演習」からなっています。 

 

４－２－１ 外国語科目 

ａ）英語 

英語は，「英語を用いて，専門分野の知識を修得し，自己の考えを発信できる」力の修得を目標とし，１年次の前

学期に「英語Ａ」を，後学期に「英語Ｂ」を，２年次の前学期に「英語Ｃ」を，後学期に「英語Ｄ」を開講します。

ただし医学部の学生は，１年次の前学期に「英語Ａ」及び「英語Ｂ」を，後学期に「英語Ｃ」及び「英語Ｄ」を開

講します。英語の授業では，それぞれの学部（一部は学科）ごとに，受講するクラスが指定されます。英語の授業

は，指定されたクラスにおいて受講しなければなりません。「英語Ｂ」「英語Ｃ」「英語Ｄ」は1年次の前学期に実施

するTOEIC-IPの成績によって習熟度別クラス編成を行います。まず，自分が受講するクラスを確認しましょう。 

後に述べる「留学支援英語教育カリキュラム」の履修を認められた学生は，カリキュラムが指定する英語の授業

科目を履修します。これらの授業科目の履修は，卒業に必要な授業科目である「英語Ａ」，「英語Ｂ」，「英語Ｃ」，「英

語Ｄ」を履修したものと見なされます。どの授業科目の履修がどの授業科目の履修に対応するかは，下の表を見て

ください。 

 

留学支援英語教育カリキュラムの英語授業科目と履修したものと見なす授業科目との対応表 

履修する授業科目 単位数 履修したものと見なす科目 単位数

Intercultural English：Awakenings １ 

Integrated Speaking：Awakenings １ 
英語Ａ １ 

Intercultural English：Bridging １ 

Integrated Writing：Awakenings １ 
英語Ｂ １ 

Integrated Writing：Bridging １ 

English Test Success：TOEFL Ⅰ １ 
英語Ｃ １ 

Integrated Speaking：Bridging １ 

English Test Success：TOEFL Ⅱ １ 
英語Ｄ １ 
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ｂ）初修外国語 

 初修外国語は，「初修外国語を用いて，簡単な会話ができ平易な文章を読み書きできる」力の修得を目標とします。

初修外国語には，ドイツ語，フランス語，中国語，朝鮮語の科目が設けられていますが，それぞれの初修外国語科

目は，１年次の前学期にⅠａを，後学期にⅠｂを，２年次の前学期にⅡａを，後学期にⅡｂを開講します。例えば

「ドイツ語Ⅰａ」（１年次前学期），「ドイツ語Ⅰｂ」（１年次後学期），「ドイツ語Ⅱａ」（２年次前学期），「ドイツ語

Ⅱｂ」（２年次後学期）といった具合です。これらの科目は，学部（一部は学科）ごとに同じ曜日に開講されます。

各授業科目とも，受講するクラスが指定されますので，指定されたクラスで受講してください。 

 

ｃ）日本語 

日本語は，外国人留学生（本学一般入試で合格し入学した者は除く）を対象とし，「日本語を用いて，専門分野の

知識を修得し，自己の考えを発信できる」力の修得を目標とします。日本語は「日本語Ⅰ」と「日本語Ⅱ」からな

ります。「日本語Ⅰ」は前学期に，「日本語Ⅱ」は後学期に開講されますが，それぞれの科目とも，１週に２回の授

業を行う２単位科目ですので，週に２回ある授業科目の開講曜日と校時を確認してください。また「日本語Ⅰ」及

び「日本語Ⅱ」とも，各学期の最初におこなうプレースメントテストによって，日本語の能力に応じたクラスを編

成します。 

 

ｄ）外国語科目を履修する際のその他の注意事項 

① 外国人留学生の外国語科目履修についての特例（一般入試で合格し入学した外国人留学生は除く） 

外国人留学生は，母語以外の外国語科目（英語，ドイツ語，フランス語，中国語，朝鮮語，日本語）のうちか

ら，２科目または１科目を選択して履修することができます。つまり，１科目を修得する必要がある場合には，

英語に代えて英語以外の外国語を４単位あるいは２単位（たとえば「日本語Ⅰ」と「日本語Ⅱ」を４単位あるい

は２単位）修得することができます。また２科目を修得する必要がある場合には，英語に代えて英語以外の外国

語科目を４単位（あるいは２単位）修得し，さらにそれら以外の外国語科目から４単位（あるいは２単位）を修

得することができます。 

 

② 初修外国語科目が卒業に必要な単位数に指定されていない学科・課程の学生の履修 

  英語以外の外国語科目が必修ではない学科・課程でも，希望により履修することができます。ただし，時間割

によっては，希望どおりのクラスで受講することがむずかしいこともあります。この授業科目の単位は，卒業に

必要な単位数には含まれませんが，在学中に修得した単位数としては認められます。 

 

③ 海外語学研修プログラムによる履修 

 全学教育機構には，海外語学研修プログラムがあります。海外語学研修プログラムを修了すると，全学教育機

構の外国語科目の単位としての認定を受けることができます。ただし英語について認定を受けることができる授

業科目は「英語Ｂ」と「英語Ｃ」です。対象となる研修プログラムは，実施計画が出来た段階で，掲示によりお

知らせします。 

 

④ 各種外国語能力・技能検定試験の単位認定 

  各種の語学能力・技能検定試験を受験し一定の成績をおさめれば，その成績結果を，外国語科目の単位として

認定することがあります。認定する外国語能力・技能検定試験，及びそれぞれの検定試験成績の認定基準，認定

科目，認定単位数，及び評価については，次頁の表を見てください。これらの検定試験で認定基準となる成績を

取得し，認定を希望する場合には，原則として，学期始めの指定された期間内に，申請書及び合格を証明する書

類を，教養教育教務に提出してください。 

 ただし，次の点に注意してください。 
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⒜ 認定される科目ですでに修得した単位がある場合には，卒業に必要な単位数に不足している単位数までが

認定されます。（たとえばドイツ語で，すでに２単位を修得している場合には，独検で３級を取得し４単位の

認定を申請しても，認定されるのは２単位までです。） 

⒝ 英語について，複数の能力・技能検定試験で同一レベルの成績を取得している場合には，１種類の成績だ

けが認定の対象となります。 

 

単位認定の対象となる外国語能力・技能検定試験 

外国語の種類 外国語能力・技能検定試験 

英 語 
TOEIC（TOEIC-IPを含む），TOEFL-IBT（TOEFL-ITPを含む）， 

英検（実用英語技能検定試験） 

ド イ ツ 語 独検（ドイツ語技能検定試験） 

フ ラ ン ス 語 仏検（実用フランス語技能検定試験） 

中 国 語 中検（中国語検定試験） 

 

認定基準，認定科目，認定単位数，及び評価 

英語 

能力・技能検定試験と認定基準 

TOEFL-ITP TOEFL-IBT 
TOEIC 

（TOEIC-IPを含む） 
英 検 

認定科目 認定単位数 評価

520－560 68－83 640－760 準１級 １単位 

561以上 84以上 765以上 １ 級

英語Ｂ 

英語Ｃ ２単位まで
認定

 

初修外国語 

能力・技能検定試験 認定基準 認定科目 認定単位数 評価

４級 ドイツ語Ⅰａ，Ⅰｂ 2 単位まで 独  検 

（ドイツ語技能検定試験） ３級以上 
ドイツ語Ⅰａ，Ⅰｂ及び 

ドイツ語Ⅱａ，Ⅱｂ 
4 単位まで 

４級 フランス語Ⅰａ，Ⅰｂ 2 単位まで 仏  検 

（実用フランス語技能検定試験） ３級以上 
フランス語Ⅰａ，Ⅰｂ及び 

フランス語Ⅱａ，Ⅱｂ 
4 単位まで 

４級 中国語Ⅰａ，Ⅰｂ 2 単位まで 中  検 

（中国語検定試験） ３級以上 
中国語Ⅰａ，Ⅰｂ及び 

中国語Ⅱａ，Ⅱｂ 
4 単位まで 

 

 

 

認定

 

⑤ 全学統一英語能力テスト（TOEIC）の実施 

佐賀大学では，英語学習について明確な学習目標を与えることで，学生の皆さんの自律的かつ持続的学習を促

すとともに，入学後の英語力の推移を測定・検証し，本学の英語教育の改善と大学全体としての英語力の向上を

図るため，平成25年度の入学生から，次のとおりTOEIC-IPテストを受験することとなりました。なお，実施日時，

実施場所等の詳細については，学年暦や通知等で別途周知します。 

○文化教育学部，経済学部，理工学部及び農学部の学生 

１年次の前学期（６月～７月）に受験し，その結果を１年次後学期に開講する英語Ｂおよび２年次に開講する

英語Ｃ・英語Ｄのクラス分けに利用します。また，２年次の後学期（１月～２月）の受験結果については，英語

Ｄの成績評価の一部（30％）として利用します。 

○医学部の学生 

１年次の前学期（６月～７月）に受験し，その結果を英語Ｂの成績評価の一部（30％）として利用します。ま

た，１年次の後学期（１月～２月）の受験結果については，英語Ｄの成績評価の一部（30％）として利用します。 
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４－２－２ 健康・スポーツ科目 

 健康・スポーツ科目は，「健康な生活に関する知識の修得」を目標とする「健康スポーツ科学」と「市民性の涵養

の前提となる自己の健康やメンタルヘルスの保証」を目標とする「スポーツ実習」とによって構成されます。「健康

スポーツ科学」は講義科目（２単位），「スポーツ実習」は実習科目（１単位）です。「スポーツ実習」は，「スポー

ツ実習Ⅰ」と「スポーツ実習Ⅱ」とに分かれます。これらの授業科目は１年次に開講されます。また，学部・学科・

課程ごとに受講するクラスが指定されますので，指定されたクラスにおいて受講してください。 

 各クラスは，「スポーツ実習Ⅰ」を履修するグループと「スポーツ実習Ⅱ」を履修するグループとに分かれて履修

します。グループ分けは，前学期の最初の授業において行います。 

 

４－２－３ 情報リテラシー科目 

 情報リテラシー科目は，「情報を収集し，その適正を判断し，適切に活用・管理する」力の修得を目標とする「情

報基礎概論」と，「情報及び情報を処理する技術」の修得を目標とする「情報基礎演習」とによって構成されます。

「情報基礎概論」は講義科目（２単位），「情報基礎演習」は演習科目（１単位）です。「情報基礎演習」は，「情報

基礎演習Ⅰ」と「情報基礎演習Ⅱ」とに分かれます。「情報基礎概論」，「情報基礎演習Ⅰ」及び「情報基礎演習Ⅱ」

は，各学部・学科・課程が必要に応じて開講しますので，所属する学科・課程が履修を要するかどうかを「履修細

則」などで確認してください。 

 

４－３ 基本教養科目 

 

４－３－１ 基本教養科目の教育目標・目的・内容 

基本教養科目は，「世界を認識するための幅広い知識」や「健全な社会や健康的な生活に関する知識」を修得し，

高い市民性を培うことを教育目標とします。基本教養科目は，原則として１年次及び２年次に履修します。各学部

の「履修の手引き」などに記載されている「履修細則」や，各学部・学科・課程が定める卒業に必要な単位数（118

頁を参照してください。）と履修方法（119頁の表を参照してください。）に従って，「自然科学と技術の分野」，「文

化の分野」及び「現代社会の分野」から選択して履修してください。各分野の授業科目の目的と内容は，次のとお

りです。 

 

分  野 授 業 科 目 の 目 的 と 内 容 

自然科学と技術 

自然を科学的な目で認識し，主体的な判断に基づき行動する素養を身につけることを目

的とし，科学・技術の基本的な概念・科学的思考方法・科学的認識の歴史などや，現代

社会における科学・技術の役割と限界などを内容とする。 

文     化 

文化の捉え方・文化の違いや歴史的変遷などの理解によって文化という観点から世界を

認識し，その下に行動する素養を身につけることを目的とし，文学と芸術，言語と表現，

歴史と文化などを内容とする。 

現 代 社 会 

現代社会の現状を捉え，健全な社会と生活の質の向上に向けて，主体的に関わり，役立

てていく素養を身につけることを目的とし，基礎社会科学や教育と人間，現代社会の構

造などを内容とする。 

 

 

４－３－２ 授業科目の選択 

 授業科目は，「開講一覧」（133頁以下を参照してください。）と時間割を確認して，選択してください。各分野の「区

分」は，授業科目を便宜的に整理したものですので，どの区分から選択しても構いません。ただし，授業科目の内 
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容によっては，受講できない学科や課程，または学年が指定されている授業科目がありますので，選択する際には，

シラバスをよく読んで確認してください。また，後に述べる「留学支援英語教育カリキュラム」及び「全学共通の

教育プログラム」の履修を認められた学生は，それぞれのカリキュラム，プログラムが指定する授業科目を優先し

て選択し，その上で，卒業に必要な基本教養科目の単位数を満たすために必要な授業科目を選択してください。履

修する順序は，特に指定がなければどの授業科目が先でも構いません。 

 

４－３－３ 授業科目の履修登録と抽選 

 履修を希望する基本教養科目の授業科目は，学期ごとに指定された期間内に履修登録をしなければなりませんが，

各授業科目の履修希望者が150人を超えた場合や，使用する教室の収容可能な人数を超えた場合，また授業を効果的

に行うために必要な人数の制限を超えた場合には，抽選を行って履修者を決定します。もし，抽選に漏れた場合に

は，人数に余裕のある別の授業科目への履修登録を行うことができますので，履修者決定についての掲示に注意し

ておいてください。 

 

４－３－４ 総合科目 

 基本教養科目には，総合科目として「合宿共同授業」，「国際交流実習」及び「キャリアデザイン」を設けていま

す。 

⑴ 合宿共同授業 

合宿共同授業は，九州・沖縄の国立大学の学生が参加する九州地区国立大学間合宿共同授業として開講されま

す。授業は，事前学習と学外における合宿学習とによって行われます。合宿では，九州・沖縄の国立大学の学生

と教員とが一堂に集まり，寝食を共にしながら交流を深め，一定のテーマについて多面的に講義や討論を行いま

す。この授業の履修は本学の基本教養科目の履修として各分野いずれかの単位数に含めることができます。授業

計画がまとまり次第，履修希望者を募りますので，掲示に注意しておいてください。 

 

⑵ 国際交流実習 

 国際交流実習は，大学が定めた海外での様々な学習活動プログラムに基づいて行われる授業です。この授業科

目の履修もまた本学の基本教養科目の履修として認定され各分野いずれかの単位数に含めることができます。授

業計画がまとまり次第，履修希望者を募りますので，掲示に注意しておいてください。 

 

⑶ キャリアデザイン 

キャリアデザインは，自らの興味や適性を明瞭に把握し，社会で実際に働く人々の体験などを聴くことによっ

て，社会に出てから積み重ねてゆく仕事の将来設計を行う科目です。この授業科目も，基本教養科目の各分野い

ずれかの単位数に含めることができます。 

 

４－３－５ その他の注意事項 

⑴ 外国人留学生向けの授業科目：「日本事情」 

外国人留学生は，基本教養科目として「日本事情」を履修することができます。「日本事情」は，「日本事情（自

然科学と技術）」，「日本事情（文化）」，「日本事情（現代社会）」からなりますが，「日本事情（自然科学と技術）」

は自然科学と技術の分野の，「日本事情（文化）」は文化の分野の，「日本事情（現代社会）」は現代社会の分野の 

授業科目です。ただし，学部・学科・課程によっては，これらの授業科目のうちで，卒業に必要な単位数に含め

ることができるものを限定している場合がありますので，履修する際には，この点を各学部の「履修細則」で確

認してください。 
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⑵ 他大学との単位互換制度 

本学は，西九州大学や放送大学と単位互換協定を締結しているほか，佐賀県内の６大学・短大で構成する大学

コンソーシアム佐賀に参加しており，これらの大学で履修した授業科目の単位を本学の卒業要件単位数として認

定する制度を作っています。詳細については，下記を参照してください。 

学生センターＨＰ 単位互換  http://www.sa.admin/saga-u.ac.jp/tani.html 

大学コンソーシアム佐賀ＨＰ   http://www.saga-cu.jp/ 

 

４－４ インターフェース科目 

インターフェース科目は，「現代社会が抱える諸問題に目を向けて課題を発見し解決に取り組む姿勢を養い，社会

に対応するための知識・技術・技能や社会を生きるための力を身に付けることにより，学士課程教育で得た知識・

技能を社会において十分に活かし，将来にわたり個人と社会との持続的発展を支える力を培う」ことを目標として

います。すなわち，インターフェース科目は，専門の知識・技術・技能を身につけた皆さんが，そうした知識・技

術・技能を社会に活かすための能力，社会に出て生きてゆくために必要な力を培うための科目です。 

 

４－４－１ インターフェース科目の構成 

インターフェース科目は，関連する４つの授業科目からなる複数の「インターフェースプログラム」と，プログ

ラムの担当教員が必要に応じて開講する「インターフェース演習科目」とからなります。プログラムの授業科目は，

インターフェースプログラム名にⅠ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳの番号が付されています。インターフェースプログラムの授業科

目は，講義だけでなく，学生自らが主体的に参加する演習，調査，報告あるいは対話などを組み合わせ，「アクティ

ヴ・ラーニング」を志向します。 

 

４－４－２ インターフェースプログラムの履修方法 

インターフェースプログラムは，複数のプログラムから１つのプログラムを選択して登録します。登録したイン

ターフェースプログラムでは，授業科目のⅠ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳを，原則として順次履修します。インターフェース科目

の履修は，原則として２年次以上です。ただし，留学支援英語教育カリキュラムや全学共通の教育プログラムの履

修を認められた学生は，予め定められたプログラムを定められた方法によって履修します。インターフェースプロ

グラムでは，４つの授業科目（８単位）をすべて修得しなければなりません。 

 

４－４－３ インターフェースプログラムの登録 

 インターフェースプログラムの登録を，履修登録とは区別して「プログラム登録」と呼びます。プログラム登録

は，原則として，１年次の後学期の終わりまでに行わなければなりません。各インターフェースプログラムの内容，

履修の申し込み期間，履修者決定方法等については掲示を出しますので，注意しておいてください。プログラム登

録していないインターフェースプログラムの授業科目を履修することはできません。また，インターフェースプロ

グラムの授業科目の履修には，プログラム登録とは別に，履修登録が必要です。３年次に転入学，編入学，再入学

した学生は，３年次の前学期にプログラム登録を行うことができます。 

 

４－４－４ インターフェース演習科目 

「インターフェース演習」の授業科目は，インターフェースプログラムの教育内容をさらに深めるために，必要

に応じて，インターフェースプログラムの担当教員が開講します。インターフェース演習の授業科目を開講する際

には，掲示によって履修希望者を募ります。また，インターフェース演習の授業科目で修得した単位を，インター

フェースプログラムの授業科目の単位として認めることがあります。詳しくは，プログラム担当の教員に相談して

ください。 
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５ 特定の教育プログラム 

 

 全学教育機構では，教養教育科目などを利用して，特定の教育目的をもった教育プログラムを実施しています。

これらのプログラムは，教養教育課程の教育目的を果たしながら，同時に特定の教育目的を追求するものです。 

 

５－１ 留学支援英語教育カリキュラム 

留学支援英語教育カリキュラムは，留学への意欲と一定の英語力を有する学生を対象に，主に英語を用いた指導

体制と授業科目とによって教育を行うものです。留学支援英語教育カリキュラムの履修を認められた学生は，下の

表に掲げる授業科目を履修する必要があります。 

 ただし，表に掲げる授業科目は卒業に必要な教養教育科目の一部です。不足する授業科目については，各学部・

学科・課程の卒業に必要な教養教育科目の単位数を参考に，漏れのないように履修してください。 

 

留学支援英語教育カリキュラムの授業科目及び単位数 

科目区分 
対応する授業科目 

及び分野 
授  業  科  目 単位数

Intercultural English：Awakenings １ 
英 語 Ａ

Integrated Speaking：Awakenings １ 

Intercultural English：Bridging １ 
英 語 Ｂ

Integrated Writing：Awakenings １ 

Integrated Writing：Bridging １ 
英 語 Ｃ

English Test Success：TOEFL Ⅰ １ 

Integrated Speaking：Bridging １ 

共 通 基 礎 科 目 

英 語 Ｄ
English Test Success：TOEFL Ⅱ １ 

Breakthroughs in the Modern Age ２ 
自然科学と技術の分野

The Natural World ２ 

Critical Thinking for the Modern Age ２ 
文 化 の 分 野

Culture Metaphors ２ 

基 本 教 養 科 目 

現 代 社 会 の 分 野 Citizenship Education ２ 

Intercultural Communication Ⅰ ２ 

Intercultural Communication Ⅱ ２ 

Intercultural Communication Ⅲ  ２ 

インターフェー

ス科目 
 

Intercultural Communication Ⅳ ２ 

 

５－２ 全学共通の教育プログラム 

全学共通の教育プログラムは，全学の学生を対象に，全学に共通する教育目的を掲げて教育を行うものです。全

学共通の教育プログラムには「デジタル表現技術者養成プログラム」，「障がい者就労支援コーディネーター養成プ

ログラム」及び「環境キャリア教育プログラム」があります。これらのプログラムは，全学教育機構が開設する科

目を活用して実施され，定められた授業科目を履修し，単位を修得した学生には修了証が与えられます。 

これらのプログラムへの登録については，１年次の始めに，各プログラムの責任者の教員によって説明が行われ

ます。各プログラムの授業科目，必要な単位数，履修方法，修了要件などについては，配布されるパンフレット等

を見てください。（障がい者就労支援コーディネーター養成プログラムの新規募集はありません。） 
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６ 学部間共通教育科目 

 

全学教育機構は，学部に共通する専門教育を行うために，「学部間共通教育科目」を設けています。「学部間共通

教育科目」には，「共通専門基礎科目」，「特定プログラム教育科目」及び「短期留学生プログラム教育科目」があり

ます。これらの科目は各学部の規定に従って，卒業に必要な専門教育科目の単位数に算入することができます。 

 

６－１ 共通専門基礎科目 

 共通専門基礎科目は，学部に共通する，一般的で基礎的な専門科目です。共通専門基礎科目の各授業科目は，理

工学部及び農学部の必修科目や選択科目となっています。これらの科目の履修については，各学部・学科の「履修

細則」によって確認してください。共通専門基礎科目の履修により修得した単位を卒業に必要な専門教育科目とし

て算入できる単位数は，下表のとおりです。 

 

共通専門基礎科目の履修により修得した単位を卒業に必要な単位数に算入できる単位数 

学 部 学科・課程 授業科目名 単位数 計 

微 分 積 分 学 基 礎 Ⅰ ２ 

微 分 積 分 学 基 礎 Ⅱ ２ 

線 形 代 数 学 基 礎 Ⅰ ２ 

基 礎 力 学 ２ 

機能物質化学科 

基 礎 電 磁 気 学 ２ 

 

 

１０ 
理工学部 

電気電子工学科 基 礎 力 学 ２ ２ 

応用生物科学科 基 礎 数 学 ２ ２ 

生物環境科学科 基 礎 数 学 ２ ２ 農 学 部 

生命機能科学科 基 礎 数 学 ２ ２ 

 

 

６－２ 特定プログラム教育科目 

 特定プログラム教育科目は，全学共通の教育プログラムが設定する授業科目の中で，学部間共通教育科目として

開講される専門教育科目です。特定プログラム教育科目の授業科目の履修によって修得した単位は，次の表に示す

範囲内で，各学部・学科・課程の卒業に必要な専門教育科目の単位数として算入することができます。 

 

－ 128 －



特定プログラム教育科目の履修により修得した単位を 

卒業に必要な単位数に算入できる単位数の上限 

単位数 

特定プログラム教育科目 
学  部 学科・課程 

デジタル表現

技術教育科目

環境キャリア

教育科目 

留学生プログ

ラム教育科目 

計 

学 校 教 育 課 程  

国 際 文 化 課 程  

人 間 環 境 課 程  
文 化 教 育 学 部 

美 術 ・ 工 芸 課 程

文化教育学部履修細則に定める各課程・選修ご

との自由選択科目の単位数の範囲内とする。 

 

経 済 学 科     

経 営 学 科     経 済 学 部 

経 済 法 学 科     

医 学 科 ２  ２ 
医 学 部 

看 護 学 科     

数 理 科 学 科 ２  ２ 

物 理 科 学 科 ４  ４ 

知能情報システム学科     

機 能 物 質 化 学 科     

機械システム工学科     

電 気 電 子 工 学 科     

理 工 学 部 

都 市 工 学 科 ８  ８ 

応 用 生 物 科 学 科 １０  １０ 

生 物 環 境 科 学 科 １０  １０ 農 学 部 

生 命 機 能 科 学 科 １０  １０ 

 

 

７ 試験と再履修 

 

７－１ 定期試験 

 全学教育機構の各授業科目を履修した場合には，試験やレポートなどによって成績が判定され，合格者には所定

の単位が与えられます。各授業科目の成績評価の方法については，それぞれの授業科目のシラバスに記載されてい

ます。試験は，原則として，各学期の終わりに，一定の試験期間を掲示して行われます。これを定期試験といいま

す。これ以外にも，授業中に小テストなどが実施される場合があります。 

 

７－２ 追試験 

 病気などやむを得ない理由によって定期試験を受験できなかった場合，所定の追試験願を提出して認められた学

生には，追試験が実施されます。やむを得ない理由とは，天災，事故，病気，肉親の死亡（二親等以内），大学院受

験，就職試験（日時を指定された会社訪問や説明会を含みます。）です。追試験を希望する場合には，願書に欠席の

理由を証明する書類を添えて，公示された定期試験期間の最終日から７日以内に，教養教育教務に提出しなければ

なりません。ただし，就職試験等で事前に定期試験を受験できないことが明らかな場合には，事前に願書及び必要

な書類を提出しなければなりません。 
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７－３ 再試験 

 定期試験で不合格と判定された授業科目については，再試験が行われることがあります。ただし，外国語科目の

英語については，再試験は行なわれません。 

再試験が行われる授業科目は，修得単位通知書が交付される日に，学生センター掲示板に発表されますので確認

してください。再試験の受験を希望する場合には，発表の日から７日以内に，所定の再試験願を，教養教育教務に

提出しなければなりません。再試験に合格した場合の成績は，60点とします。 

 

７－４ 共通基礎科目の再履修と指定外履修 

７－４－１ 再履修 

 履修した授業科目に不合格の判定が下された場合，もしもその科目が卒業に必要な科目であれば，その科目を再

履修しなければなりません。再履修は，不合格になったすべての科目について可能ですが，共通基礎科目の場合に

は，ほとんどの授業科目が履修クラスを指定されていますので，再履修も少し複雑になります。 

 

７－４－２ 外国語科目の再履修 

⑴ 英語 

 英語の授業科目は英語Ａ，英語Ｂ，英語Ｃ，英語Ｄからなりますので，不合格になった同じ授業科目を再履修

クラスで受講することになります。例えば「英語Ｂ」が不合格になった場合には，「英語Ｂ」の再履修クラスとな

ります。 

 

⑵ 初修外国語（ドイツ語，フランス語，中国語，朝鮮語） 

 初修外国語の再履修は，同じ授業科目であれば（例えば「ドイツ語Ⅰｂ」は「ドイツ語Ⅰｂ」で再履修します。），

どの学部・学科用のクラスであっても再履修することができます。 

 

⑶ 日本語 

  日本語も同じ授業科目で再履修します。たとえば「日本語Ⅰ」の再履修は「日本語Ⅰ」で行いますが，再履修

するクラスは，各学期の初めに行うプレースメントテストで決定されます。 

 

７－４－３ 健康・スポーツ科目の再履修 

 健康・スポーツ科目は，２年次以降に再履修することができます。受講クラスは問いません。ただし，「スポーツ

実習」の場合には，１つの学期に再履修できる単位数は１単位までです。 

 

７－４－４ 情報リテラシー科目の再履修 

 情報リテラシー科目は，２年次以降に再履修ができます。再履修するクラスは，原則として，所属する学部・学

科用のクラスとしますが，この指定クラスでの再履修が困難な場合には，指定クラスの教員及び希望するクラスの

教員の許可が得られれば，希望するクラスで再履修することができます。 

 

７－４－５ 指定外履修 

指定されたクラスでの再履修が，専門教育科目の必修科目等と重なり困難である場合には，申し出により，指定

されたクラス以外での履修が許可されることがあります。これを「指定外履修」といいます。指定外履修を申請す

る場合には，指定外履修願を教養教育教務に提出し，許可を得なければなりません。詳細は，適切な時期に掲示し

ます。 
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前学期 後学期 氏名 所属部局

基礎自然科学

　 基礎数理の世界 2 ○ 梶木屋龍治 工学系

応用数理の世界 2 ○ 半田 賢司 工学系

　 物理の世界Ⅰ 2 ○ ○ 遠藤　　隆 工学系

物理の世界Ⅱ 2 ○ ○ 遠藤　　隆 工学系

　 化学の世界A 2 ○ 北村・中島 工学系

化学の世界B 2 ○ 滝澤・長田 工学系

実験化学Ⅰ 2 ○ 鯉川　雅之　　他 工学系

実験化学Ⅱ 2 ○ 兒玉　浩明　　他 工学系

生物学の世界 植物観察の基礎 2 ○ 宮脇博巳 文教

生物学の世界 生物学入門 2 ○ 福留　健司 全学

生物学の世界 基礎生物学 2 ○ 福留　健司 全学

　 地学の世界 2 ○ 角縁　　進 文教

自然科学・技術の現代的諸相

　 Breakthroughs  in  the  Modern  Age 2 ○ マイヤホフ 全学

　 Breakthroughs  in  the  Modern  Age 2 ○鍋 サウス 非常勤

The Natural World 2 ○ ボーマン 全学

情報科学の世界Ⅰ 情報のしくみ 2 ○ 山下義行 工学系

情報科学の世界Ⅰ 情報のしくみ 2 ○ 堀　　良彰 全学

情報科学の世界Ⅱ 社会の中の情報科学 2 ○ 堀　　良彰 全学

　 機械工学の世界A 2 ○ 服部・萩原 工学系

機械工学の世界B 2 ○ 木上・塩見 工学系

　 電気電子工学の世界A 2 ○ 木本　　晃 工学系

電気電子工学の世界B 2 ○ 深井 澄夫 工学系

都市と生活 住環境の科学 2 ○ 小島  昌一 工学系

　 環境科学Ⅱ 2 ○ 郡山・岡島 全学・文教

環境保全論Ⅱ 2 ○ 兒玉・上野 分析・農

資源循環論Ⅰ 2 ○ 染谷　孝　　他 農・文学

資源循環論Ⅱ 2 ○ 染谷　孝　　他 農・文学

　 地域の環境－森・川・海を繋ぐ環境と暮らし 2 ○ ○ 兒玉・宮島 分析・工

　 わかりやすい機構学 2 ○ ○ 穗屋下　茂 全学

　 セラミックスの不思議 2 ○ 渡　　孝則 工学系

２１世紀のエネルギーと環境問題 2 ○ 池上　康之 海エネ

生物科学・生命科学

　 生物科学の世界B ゲノムから生命を知る 2 ○ 永野幸生 分析

生物科学の世界C 生物の生態と社会：動物生態学 2 ○ 野間口眞太郎 農

生物科学の世界Ｄ 疫学入門 2 ○ 久野　建夫 文教

　 栄養と健康の科学 2 ○ 岡島・萱島 文教

　 くらしの中の生命科学 2 ○ 和田　康彦 農

　 生命科学の基礎A からだのしくみ 2 ○鍋 河野　　史 医

　 生命科学の基礎A 病気の科学 2 ○ 福留　健司 全学

　 生命科学の基礎B 実験動物学 2 ○鍋 北嶋　修司 分析

　 生命科学の基礎C 医学研究の勧め 2 ○鍋 市場　正良 医

　 生命科学の基礎E ライフサイエンスの物理 2 ○鍋 富永　広貴 医

生命科学の基礎F 生体分子と酵素 2 ○鍋 鄭　　文玉　　他 医

前学期 後学期 氏名 所属部局

文学と芸術

日本文学 古典 2 ○ 日高　愛子 文教

アジアの文化・文学 中国：漢詩を読む 2 ○ 古川　末喜 文教

アジアの文化・文学 韓国 2 ○ 永島　広紀 文教

　 欧米の文化・文学 2 ○ 江口　誠 文教

欧米の文化・文学 2 ○鍋 髙野　吾朗 医

　 芸術論 美術 2 ○ 吉住・栗山 文教

　 芸術論 有田焼入門　　　　　　　　　 2 ○ ○ 中村・田中・穗屋下 文教・全学

芸術論 音楽 2 ○ 高野　　茂 文教

芸術論 美学 2 ○ 相澤　照明 文教

画像へのアプローチ 2 ○ 大塚　清吾 非常勤

伝統工芸と匠 2 ○ 大塚　清吾 非常勤

　 映像制作入門 2 ○ ○ 角・穗屋下 文教・全学

　 シルクロード入門 2 ○ ○ 穗屋下　茂 全学

言語と表現

日本語学 外国語としての日本語 2 ○ 丹羽　順子 全学

言語学 統語論 2 ○ 古賀　弘毅 全学

言語学 社会言語学 2 ○ 布尾　勝一郎 全学

　 応用言語学 外国語教授法 2 ○ 吉川　　達 全学

　 応用言語学 第二言語習得 2 ○ 中山亜紀子 全学

　 コミュニケーション論 人間社会とコミュニケーション 2 ○ ○ 早瀬　博範 文教

　 記号論 記号情報論 2 ○ 木戸田　力 経済

平成２６年度　全学教育機構開講科目一覧

[自然科学と技術の分野]

サブ分野 授　　業　　科　　目 副　　題 単位数

基本教養科目

単位数
主担当教員等平成２６年度

授　　業　　科　　目

主担当教員等平成２６年度

[文化の分野]

サブ分野 副　　題
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Critical  Thinking  for  the  Modern  Age 2 ○ フェルナー 全学

Cultural  Metaphors ○ アンゴーヴ 全学

Cultural  Metaphors ○鍋 サウス 非常勤

デジタル表現技法 2 ○ 西村　雄一郎 非常勤

教育デジタル表現 2 ○ 穗屋下・藤井 全学

プロデューサ原論 2 ○ 穗屋下・藤井 全学

　 映画製作 2 ○ 西村　雄一郎 非常勤

歴史と文化

哲学・倫理学 2 ○ 後藤　正英 文教

　 東洋思想 2 ○ 近藤　則之 文教

　 考古学 吉野ヶ里学　　　　　　　　　   2 ○ 重藤・穗屋下 文教・全学

　 日本史 2 ○ ○ 宮武　正登 全学

日本史 2 ○鍋 宮武　正登 全学

日本史 近現代史 2 ○ 鬼嶋　　淳 文教

日本史 佐賀の歴史 2 ○ 伊藤　昭弘 地域学

　 西洋史 2 ○ ○ 都築　　彰 文教

　 人類学 2 ○鍋 菊池・川久保 医

特別講義 Immersion Program in America 2 ○ 早瀬・江口 文教・全学

前学期 後学期 氏名 所属部局

基礎社会科学

経済学 2 ○ 上山　和俊 経済

経済学 2 ○ 米倉　　茂 経済

経済学 経済学の歴史 2 ○ ○鍋 諸泉　俊介 全学

会計学 2 ○ 山下　壽文 経済

経営学 2 ○ 山本　長次 経済

　 法律学 2 ○ 中山　泰道 経済

日本国憲法 2 ○ ○ 城下健太郎 非常勤

日本国憲法 2 ○ ○ 城下健太郎 非常勤

日本国憲法 2 ○ ○ 城下健太郎 非常勤

　 社会思想史 2 ○ 諸泉　俊介 全学

　 地理学 2 ○ 五十嵐　勉 全学

教育と人間

教育学 教育の研究課題 2 ○ 村山　詩帆 全学

　 教育学 教育の社会学 2 ○ 村山　詩帆 全学

　 教育学 教員のための環境教育　　　　　 2 ○ 岡島　俊哉 文教

　 教育学 障害児の教育と福祉 2 ○ 芳野　正昭 文教

　 心理学A 心理学概論 2 ○鍋 村久保雅孝 医

　 心理学A 心の思想史 2 ○ 大元 　誠 文教

　 心理学B 対人関係の心理学 2 ○鍋 村久保雅孝 医

心理学C 援助専門職のメンタルヘルス 2 ○鍋 村久保雅孝 医

障がい者支援論 遊具を活用した障害児の発育促進 2 ○鍋 松尾・井手 医・非

Citizenship Education 2 ○ 新任教員 文教

　 情報メディアと倫理 2 ○ 大谷　　誠 情報

　 情報メディアと倫理 2 　 ○ 堀　　良彰 全学

身体表現入門 2 ○ 青柳　達也 非常勤

　 授業支援入門 2 ○ 穗屋下・角 全学・文教

　 学習障害と授業 2 ○ 園田　貴章 文教

現代社会の諸相

現代人権論 2 ○ 松下　一世 文教

ジャーナリズムの現在 地方紙の役割とメディアリテラシー 2 ○ 上山　和俊 経済

　 環境科学Ⅰ 2 ○ 岡島　俊哉　他 文教

環境経営学 2 ○ 辻井・小川 非・経済

環境会計 2 ○ 小川　哲彦 経済

作業環境測定論 2 ○ 兒玉　宏樹 分析

衛生管理論 2 ○ 寺東　宏明 分析

　 高齢者・障がい者の生活・就労支援概論 2 ○ 堀川　悦夫　他 医・非

高齢者・障がい者就労支援の諸理論 2 ○ 松爲・堀川 非・医

　 インストラクショナル・デザイン 2 ○ ○ 角・藤井 文教・全学

現代社会の分野特別講義

佐賀環境フォーラムⅠ 身近な環境-知ろう・見よう・考えよう 2 ○ 兒玉・宮島 分析・工

佐賀環境フォーラムⅡ 身近な環境-調べよう・深めよう・伝えよう 2 ○ 兒玉・宮島 分析・工

授業科目 担当教員 受講対象者 対象学年 開講学期 曜日・校時 単位数

合同共同授業 郡山　益実 １年 前学期 集中 2

国際交流実習 未　　　　　　定 １年 未定 2

キャリアデザイン 森田　佐知子 １年 後学期 水２ 2

授業科目 担当教員 受講対象者 対象学年 開講学期 曜日・校時 単位数

日本事情（自然科学と技術） 堀　良彰 １年 － － 2

日本事情（文化） 宮武　正登 １年 後学期 未定 2

日本事情（現代社会） 諸泉　俊介 １年 前学期 水１ 2

平成２６年度

基本教養科目

外国人留学生用科目

[現代社会の分野]

主担当教員等
サブ分野 授　　業　　科　　目 副　　題 単位数
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環境コース

前学期

氏名 所属部局

機械工学と環境Ⅰ（エネルギーと環境問題） 2 前学期 永田修一 他 海エネ

電気電子工学と環境Ⅰ（環境と電気工学） 2 前学期 猪原　哲 工学系

有明海学Ⅰ（有明海学概論） 2 前学期 速水祐一 他 低　他

地域環境の保全と市民社会Ⅰ（環境保全運動と市民） 2 前学期 五十嵐　勉 全学

環境教育Ⅰ（環境原論） 2 前学期 速水祐一　他 低　他

環境教育Ⅱ（実習Ⅰ・Ⅱ） 2 前学期 市場正良　他 医　他

後学期

氏名 所属部局

機械工学と環境Ⅱ（設計・加工技術と環境） 2 後学期 張　波　他 工学系

電気電子工学と環境Ⅱ（環境と電磁工学） 2 後学期 村松　和弘 工学系

有明海学Ⅱ（干潟の役割） 2 後学期 郡山益実 全学・低

地域環境の保全と市民社会Ⅱ（佐賀環境フォーラムⅢ） 2 後学期 宮島・兒玉 工学系・分析

文化と共生コース

前学期

氏名 所属部局

アジアの理解Ⅰ（アジアの地理・歴史・文化） 2 前学期 鄭　菊花 非

芸術創造Ⅱ（美術・工芸の歴史・理論） 2 前学期 荒木博申　他 文教

異文化交流Ⅰ（「異文化交流」入門） 2 前学期 布尾・中山 全学・全学

異文化交流Ⅱ（Outdoor Education in English） 2 前学期 フェルナー 全学

男女共同参画とジェンダーⅠ（社会権とジェンダー） 2 前学期 吉岡剛彦 文教

Intercultural Communication Ⅰ 2 前学期 アンゴーブ 全学

Intercultural Communication Ⅰ 2 前学期 サウス 全学

Intercultural Communication Ⅱ 2 前学期 ボーマン 全学

Intercultural Communication Ⅱ 2 前学期 サウス 全学

映像・デジタル表現Ⅰ（デジタル表現入門） 2 前学期 穗屋下茂　他 全学　他

映像・デジタル表現Ⅱ（アニメーション表現） 2 前学期 中村隆敏 文教

映像・デジタル表現Ⅳ（デジタル表現修了研究） 2 前学期 穗屋下茂　他 全学　他

後学期

氏名 所属部局

アジアの理解Ⅱ（アジアの社会） 2 後学期 高橋・田中 文教・文教

芸術創造Ⅰ（音楽の理論・歴史） 2 後学期 橋本正昭 文教

異文化交流Ⅰ(Sequential Drawing in English） 2 後学期 ボーマン 全学

異文化交流Ⅱ（異文化間コミュニケーション） 2 後学期 早瀬博範 文教

異文化交流Ⅱ（異文化間衝突の作法） 2 後学期 木原　誠 文教

男女共同参画とジェンダーⅡ（教育とジェンダー） 2 後学期 宮地歌織 男女共同

Intercultural Communication Ⅰ 2 後学期 新採採用 全学

Intercultural Communication Ⅱ 2 後学期 ボーマン 全学

Intercultural Communication Ⅲ 2 後学期 サウス 全学

Intercultural Communication Ⅳ 2 後学期 マイヤホフ 全学

映像・デジタル表現Ⅲ（CG表現） 2 後学期 中村隆敏 文教

生活と科学コース

前学期

氏名 所属部局

現代社会における消費Ⅰ（消費生活環境論） 2 前学期 赤星・甲斐 文教・文教

アントレプレナーシップⅠ（導入） 2 前学期 佐藤三郎　他 産学　他

リサーチ・リテラシーⅠ（くらしの中の統計） 2 前学期 村山詩帆 全学

食料と生活Ⅰ（食料の生産と課題） 2 前学期 鄭　紹輝　他 農

未来を拓く材料の科学Ⅰ（有機機能性材料の科学） 2 前学期 竹下道範　他 工学系

エレクトロニクスと生活Ⅰ（通信のしくみ） 2 前学期 佐々木伸一 工学系

情報技術者キャリアデザインⅠ（情報技術者キャリアデザイン入門） 2 前学期 掛下・中山 工学系・工学系

授業科目 単位数 開講学期
担当教員

授業科目 単位数
担当教員

開講学期

開講学期
担当教員

授業科目 単位数 開講学期

インターフェース科目

担当教員

授業科目 単位数 開講学期
担当教員

授業科目 単位数
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後学期

氏名 所属部局

現代社会における消費Ⅱ（消費者と法） 2 後学期 岩本 諭 理事

アントレプレナーシップⅡ(基礎) 2 後学期 佐藤三郎　他 産学　他

リサーチ・リテラシーⅡ（やさしい統計計算） 2 後学期 郡山益実　　 全学

食料と生活Ⅱ（食料資源の保護） 2 後学期 大島一里　他 農

未来を拓く材料の科学Ⅱ（無機機能性材料の科学） 2 後学期 矢田光徳　他 工学系

エレクトロニクスと生活Ⅱ（生体に学ぶ情報処理入門） 2 後学期 和久屋寛 工学系

情報技術者キャリアデザインⅡ（テクニカル・コミュニケーション） 2 後学期 皆本・岡崎 工学系

医療福祉と社会コース

前学期

氏名 所属部局

現代社会と医療Ⅰ（医療科学史） 2 前学期 青木歳幸 非

現代社会と医療Ⅱ（医療人キャリアデザイン） 2 前学期 吉田和代 医

食と健康Ⅰ（食物科学） 2 前学期 市場正良　他 医　他

食と健康Ⅱ（医療人キャリアデザイン） 2 前学期 吉田和代 医

子どもの発達支援Ⅰ（発達障害・心身症（不登校）と小児保健） 2 前学期 藤田一郎 非

子どもの発達支援Ⅱ（児童福祉施設の目的と役割） 2 前学期 松山郁夫 文教

障がい者就労支援Ⅰ（生活就労支援におけるカウンセリングの基礎） 2 前学期 堀川悦夫 医

障がい者就労支援Ⅱ（テクニカルエイド・コミュニケーションエイド概論） 2 前学期 井手　将文　他 非

後学期

氏名 所属部局

現代社会と医療Ⅲ（公害・薬害問題と人権） 2 後学期 市場正良 医

現代社会と医療Ⅳ（環境と健康：人間環境科学） 2 後学期 寺東宏明 総合

食と健康Ⅲ（運動と栄養） 2 後学期 西田裕一郎　他 医　他

食と健康Ⅳ（年齢と健康：薬の話） 2 後学期 藤戸博 医

子どもの発達支援Ⅲ（発達障害と不登校への心理・教育支援） 2 後学期 園田貴章　他 文教

子どもの発達支援Ⅳ（家族支援と子育てスキル） 2 後学期 網谷・中島 文教・文教

障がい者就労支援Ⅲ（障がい特性と就労支援実践） 2 後学期 井手　将文　他 非

障がい者就労支援Ⅳ（医療的ケアを必要とする就労支援と事例研究） 2 後学期 堀川悦夫 医

地域・佐賀学　コース

前学期

氏名 所属部局

佐賀の歴史文化Ⅰ（佐賀の歴史概説） 2 前学期 伊藤昭弘 地歴

地域経済と社会Ⅰ（地域と産業） 2 前学期 宮崎卓朗 経済

地域創成学Ⅰ（地域学入門） 2 前学期 五十嵐勉　他 全学　他

後学期

氏名 所属部局

佐賀の歴史文化Ⅱ（古文書からみる佐賀の歴史） 2 後学期 伊藤昭弘 地歴

地域経済と社会Ⅱ（地域と農業） 2 後学期 白武義治 農

地域創成学Ⅱ（地域コミュニティー論） 2 後学期 五十嵐・山内 全学

授業科目 単位数 開講学期
担当教員

授業科目 単位数 開講学期
担当教員

授業科目 単位数 開講学期
担当教員

授業科目 単位数 開講学期
担当教員

授業科目 単位数 開講学期
担当教員
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Ⅸ 講義室などの配置図 
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